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第3期香南市まち・ひと・しごと創生総合戦略 

KPI・・・
Key Performance Indicatorの略称
「ケーピーアイ」と読み、日本語では「重要業績指標」等と訳される。
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区分
R7
年度末
実績

R8
年度末
実績

R9
年度末
実績

A 19

B 18

－ 1

R７年度　数値目標　9事業 48

R７年度　具体的な施策　38事業（指数は39事業）

10

事業数
（数値目標含む）

・ 数値目標を達成したもの
　→　数値目標の達成率(または達成見込み率)が100％以上

｢数値目標等に対する客観的評価｣の方法

〇達成状況を客観的に評価できる目標について、以下により３段階評価を実施

総合戦略の取り組み開始時と
比べて、数値を改善もしくは
維持できたもの、または、状況
を改善できたもの

C

・ 数値目標をほぼ達成したもの
　→　数値目標の達成率(または達成見込率)が
                                                 60％以上100％未満

・ 数値目標の達成に向けて十分な進展が見られなかったもの
　　→　数値目標の達成率(または達成見込率)が60％未満

・ 総合戦略の取り組み開始時と比べて、数値を改善もしくは維持できなかったもの、
   または状況を改善できなかったもの

・ 年度の到達目標値が０ または、 当該年度未着手のため達成状況が図れないもの　等

評価基準



　「やっぱり香南市がえい」と思えるまちづくりの推進
基準値

（R5年度末）
目標値
（R7年度）

目標値
（R8年度）

目標値
（R9年度）

実績 実績 実績 実績

4 115 115 115

- 36

達成評価
（A/B/C/-） C

184 204 224 244

- 166

達成評価
（A/B/C/-） B

基準値 目標値 目標値 目標値

（R5年度実績） 実績 実績 実績

106,070 113,000 116,500 120,000

－ 90,338

達成評価
（A/B/C/-） B

85 86 86 86

55.7 33.0

達成評価
（A/B/C/-） C

16 14 14 14

－ 8

達成評価
（A/B/C/-） C

92.6 93 94 95

－ 92.6

達成評価
（A/B/C/-） B

434 557 585 614

－ 611

達成評価
（A/B/C/-） A

100 100 100 100

－ 91.7 －

達成評価
（A/B/C/-） B

36 36 36 36

－ 34

達成評価
（A/B/C/-） B

－ 1,000 1,200 1,400

－ 1,413

達成評価
（A/B/C/-） A

90.2 100 100 100

－ 90.5

達成評価
（A/B/C/-） B

4,267 5,000 5,200 5,400

－ 3,219

達成評価
（A/B/C/-） B

－ 素案作成 地域協議 計画策定

－ 基本計画策定

達成評価
（A/B/C/-） A

85 87 88 89

－ 86.9

達成評価
（A/B/C/-） B

44 50 60 70

－ 47.7

達成評価
（A/B/C/-） B

1,036 1,200 1,200 1,200

－ 1,070

達成評価
（A/B/C/-） B

18 15 20 20

－ 17

達成評価
（A/B/C/-） A

香南市未来戦略 基本目標 及び 施策一覧

基本目標

○連携する計画　（人生支援に関する個別計画）
・ 香南市都市計画マスタープラン　・ 香南市男女共同参画計画　・ 香南市地域福祉計画　　・ 香南市空家等対策計画 ・ 香南市地域防災計画　 ・ 香南市事前復興計画　 等

① 自治会組織結成率（％）

④
いきいきクラブ事業
実施地区数（地区）

②
市総合防災訓練参加者数
 （人）

⑤
住宅火災警報器設置率
（％）

数値目標 備 考 関係課

[１] 社会増減数 （人） 香南市振興計画
企画財政課

[2] 県外からの移住者数 （人 ）
高知県人口減少対策総合交付金

記載目標値
地域支援課

具体的な施策 紐づく事業 関係課

1

移住を希望する若者
への対応強化

（１） 移 住
（2） 定 住

①
市移住HPのアクセス数
（件）

（移住）
◇移住フェアへの参加
◇地域おこし協力隊の登用
◇地域移住サポーターの活動
◇地方創生移住支援事業
◇空き家バンク制度の運営
◇移住定住促進空き家活用住宅事業
   （お試し滞在住宅）
◇二段階移住
◇ワーキングホリデー事業
◇引越し支援事業
◇移住相談の対応
◇ちょいなかこうなん県外交流イベント
◇SNS等を活用した情報発信　等
（定住）
◇移住者交流会の開催
◇地域移住サポーターとの連携
◇移住者へのフォロー
◇移住施策の事業紹介や情報の発信　等

地域支援課
住宅政策課
各支所

②
お試し滞在住宅の稼働率
（％）

2
空き家活用等の促進

（１） 空き家の利活用
①
空き家バンクの新規登録数
（軒）

◇老朽住宅等除却事業
◇空き家改修事業
（再掲）　◇空き家バンク制度の運営

住宅政策課
地域支援課
各支所

②
セミナーや懇談会等への
参加者数　（人）

③
民生委員児童委員充足率
（％）

⑤
電子申請サービスの活用
件数（件）

①
自主防災組織の結成率
（世帯率） 　（％）

③
事前復興まちづくり計画
の策定

④ 住宅耐震化率 （％）

5

地域と連携した子育て
の推進

（１）自主防災組織の設立・
　　 活性化と地域の支え
　　 合える体制づくり

①
三世代交流事業
参加者数（人）

◇夏休み子ども教室事業
◇文化財啓発事業
◇スポーツ少年団事業
◇生涯スポーツ教室の開催
◇こどもよさこい事業
◇本の読み聞かせ事業
◇AＬＴや外国人とのイベントの開催
◇町民運動会等の開催
◇ファミリーサポートセンター事業　等

健康対策課
こども課
学校教育課
生涯学習課
地域支援課
各支所 等

②
地域コミュニティの活性化
を資するスポーツ関連
イベントの開催数 （回）

3
地域コミュニティの強化

（１）地域活動の充実

◇町内会等の結成
◇まちづくりセミナーの開催
◇地区別懇談会「香南トーク」の開催
◇地域主催の「ふらっと座談会」の開催
◇出前講座の開催
◇地域活性化総合支援事業
◇市民主役のまちづくり支援事業
◇集落活動センター事業
◇日本語サロン教室の開催
◇民生委員児童委員・主任児童委員との連携
◇いきいきクラブ事業
◇オンライン教室の開催
◇スマホ教室の開催　　等

地域支援課
各支所

情報政策課
生涯学習課
福祉事務所
高齢者介護課

等

4

災害に強いまちづくり

（１）自主防災組織の設立・
　　 活性化と地域の支え
　　 合える体制づくり

（２） 耐震化の促進・防災
　　　対策の充実

（自主防災組織の設立・活性化と
　　　　　　　　地域の支え合える体制づくり ）

◇事前復興まちづくり計画の策定
◇総合防災訓練の開催
◇各訓練の実施
◇防災・減災講習会の開催
◇地域防災対策補助事業
◇リーダー育成研修開催
◇香南市みんなで備える防災総合補助事業
等

（耐震化・防災対策 ）
◇直轄海岸整備の促進
◇住宅耐震診断（改修）事業
◇橋梁耐震補強事業
◇災害時備蓄品整備事業
◇耐震性貯水槽設置事業
◇津波避難道整備事業
◇コンクリートブロック塀耐震対策事業
（再掲）◇老朽化住宅等の除却事業　　等

防災対策課
消防本部
住宅政策課
上下水道課
建設課

地域支援課
各支所 等

1



香南市未来戦略 基本目標 及び 施策一覧

基準値
（R5年）

目標値
（R7年）

目標値
（R8年）

目標値
（R9年）

実績 実績 実績 実績

194 191 203 206

- 195

達成評価
（A/B/C/-） A

基準値 目標値 目標値 目標値

（R5年度実績） 実績 実績 実績

97.1 97.3 97.5 97.8

－ 98.3

達成評価
（A/B/C/-） A

11,437 13,000 13,500 14,000

－ 15,186

達成評価
（A/B/C/-） A

457 450 450 450

－ 458

達成評価
（A/B/C/-） A

166 170 175 180

－ 223

達成評価
（A/B/C/-） A

1,036 1,200 1,200 1,200

－ 1,070

達成評価
（A/B/C/-） B

18 15 20 20

－ 17

達成評価
（A/B/C/-） A

－ 50 50 50

－ 4

達成評価
（A/B/C/-） C

基本目標 こどもまんなか香南市の実現

○連携する計画　（人生支援に関する個別計画）
・ 香南市教育振興基本計画　　・ 香南市子ども・子育て支援事業計画　　・ 香南市健康増進計画（香南市自殺対策計画）
・ 香南市食育推進計画　　　　　・ 香南市高齢者福祉計画　　・ 香南市障害者基本計画　　・ 第2次人権教育・啓発推進後期基本計画　等

数値目標 備 考 関係課

[１] 出生数 （人）
高知県人口減少対策総合交付金

記載目標値
企画財政課

具体的な施策 紐づく事業 関係課

1

妊娠・出産に関する体制
の充実

(1)妊娠・出産期

①
この地域で子育てをしたい
と思う親の割合（％）

◇不妊治療費助成事業（一般・特定）
◇妊娠出産子育て支援事業
◇パパママ教室事業
◇産前産後ヘルパー派遣事業
◇妊産婦・乳児健康診査事業
◇乳幼児等医療費助成事業
◇産後ケア事業　 ◇新生児聴覚検査事業
◇地域子育て支援拠点事業
◇香南市の森からの贈り物事業
◇養育支援訪問事業　◇子育て情報の発信
◇ひとり親家庭医療費助成事業 　 等

健康対策課
福祉事務所
こども課
生涯学習課
市民保険課

①
総合子育て支援センター
 「にこなん」利用者数（人）

②
放課後児童クラブの
利用者数（人）

③
ファミリーサポートセンター
利用件数（件）

3

地域と連携した子育て
の推進　(再掲）

（1）世代等を超えた交流

①
三世代交流事業
参加者数（人） ◇夏休み子ども教室事業

◇文化財啓発事業
◇スポーツ少年団事業
◇生涯スポーツ教室の開催
◇こどもよさこい事業
◇本の読み聞かせ事業
◇AＬＴや外国人とのイベントの開催
◇町民運動会等の開催
◇ファミリーサポートセンター事業　等

健康対策課
こども課
学校教育課
生涯学習課
地域支援課
各支所 等

②
地域コミュニティの活性化
を資するスポーツ関連
イベントの開催数 （回）

4

出会い・結婚に対する
支援
（1）出会い
（2）結婚

①
こうち出会いサポートシステム
入会登録料補助金 活用者数
（人）

◇恋い・めぐりあい応援事業
◇こうち出会いサポートシステム入会登録料
　 補助事業
◇結婚新生活支援事業　等

地域支援課

2

子育てに関する体制の
充実

（１）乳幼児期
（２）就学期

（１）乳幼児期
◇一時預かり事業　◇延長保育事業
◇病後児保育事業
◇幼稚園等預かり保育事業
◇子育て短期支援事業
◇多子世帯保育料軽減事業　等

（２）就学期
◇放課後児童健全育成事業
◇チャレンジ塾事業
◇香南市就学援助費支給事業
◇市営バス運賃無料化（高校生以下等） 等
（再掲）
◇ファミリーサポートセンター事業

健康対策課
福祉事務所
こども課
学校教育課
生涯学習課
地域支援課

2



香南市未来戦略 基本目標 及び 施策一覧

基準値
（R5年度末）

目標値
（R7年度）

目標値
（R8年度）

目標値
（R9年度）

実績 実績 実績 実績

8 10 10 10

- 7
達成評価
（A/B/C/-） B

241 280 285 290

- 246
達成評価
（A/B/C/-） B

770 764 761 758

- 735
達成評価
（A/B/C/-） B

387 397 407 417

- -
達成評価
（A/B/C/-） -

11 16 11 11

- 21
達成評価
（A/B/C/-） A

101.8 108 110 112

- 100
達成評価
（A/B/C/-） B

基準値 目標値 目標値 目標値

（R5年度実績） 実績 実績 実績

8 5 5 5

－ 6
達成評価
（A/B/C/-） A

2 2 2 2

－ 2
達成評価
（A/B/C/-） A

7 60 120 180

－ 51
達成評価
（A/B/C/-） B

7 13 6 6

－ 9
達成評価
（A/B/C/-） B

24 20 20 20

－ 27
達成評価
（A/B/C/-） A

0 1 1 1

－ 0
達成評価
（A/B/C/-） C

－ 7 7 7

－ 5
達成評価
（A/B/C/-） B

14 15 15 15

－ 16
達成評価
（A/B/C/-） A

0 1 1 1

－ 0
達成評価
（A/B/C/-） C

0 1 1 1

－ 1
達成評価
（A/B/C/-） A

11 8 8 8

－ 4
達成評価
（A/B/C/-） C

9 7 7 7

－ 2
達成評価
（A/B/C/-） C

3 3 3 3

－ 1
達成評価
（A/B/C/-） C

76 42 45 45

－ 45
達成評価
（A/B/C/-） A

24 18 20 20

－ 19
達成評価
（A/B/C/-） A

29 30 30 30

－ 16
達成評価
（A/B/C/-） C

2 3 3 3

－ 3
達成評価
（A/B/C/-） A

基本目標 魅力ある産業の活性化と新たなチャレンジへの支援を推進

○連携する計画　（人生支援に関する個別計画）　　・ 香南市産業振興計画　　・ 香南市中心市街地活性化計画　　等

数値目標 備 考 関係課

　[１]　（農業）　　 新規就農者数　（人） 第3期 香南市産業振興計画 農林水産課

　[２]　（水産業）　沿岸漁業総生産額　（百万円） 第3期 香南市産業振興計画 農林水産課

　[３]　（商業）　　 商業者数　（事業所） 第3期 香南市産業振興計画 商工観光課

　[４]　（工業）　　 製造品出荷額　（億円） 第3期 香南市産業振興計画 商工観光課

　[５]　（工業）　　 新規雇用者数　（人） 第3期 香南市産業振興計画 商工観光課

　[６]　（観光）　　 観光施設入込客数　（万人） 第3期 香南市産業振興計画 商工観光課

具体的な施策 紐づく事業 関係課

①
（共通）
香南市産業振興計画推進事業費
補助金 活用件数 （件）

②
（共通）
土佐フードビジネスクリエイター
（本科コース） 修了者数（人）

③
（共通）
香南市未来人材育成奨学金
返還助成事業 利用者数（人）

④
（農業）
園芸用ハウス整備事業費補助金
活用件数　（件）

⑤
（農業）
園芸用ハウス等リノベーション
事業補助金　活用件数（件）

⑥
（水産業）
沿岸漁業設備投資促進事業費
補助金　活用件数 （件）

⑦
（商工業） （観光）
デジタル技術活用促進事業費
補助金 活用件数 （件）

⑧
（観光）
観光客受入研修の参加事業者数
（者）

①-1
（水産業）
学校給食への納入回数
（かちりじゃこ）  （回）

①
（農業）
新規就農者総合対策事業
（就農準備資金）活用件数 （件）

②
（水産業)
新規漁業就業者数　 （人）

③
（商工業）
新規創業件数（件）

新たなチャレンジへの
支援

（1） 農林水産業
（2） 商工業・観光

（１）農林水産業
◇新規就農者農地確保等支援事業
◇新規就農者経営発展支援事業
◇雇用就農資金
◇農業後継者推進事業
◇自営漁業者育成事業
◇漁家子弟支援事業
◇雇用型漁業支援事業 　等

（２）商工業・観光
◇空き店舗を活用した新規事務系
　 企業の誘致
◇空き店舗等対策事業
◇創業支援利子補給金　 等

農林水産課
商工観光課

①-2
（水産業）
学校給食への納入回数
（シイラ）  （回）

②
（商工業）
ものづくり教育推進事業
参加者数 （人）

③
（商工業）
合同企業説明会（回）

④
（商工業）
事業承継件数（件）

⑤
（商工業）
空き店舗等対策事業費補助金
利用件数 （件）

3

魅力ある各産業を知り、
学び・体験する機会の
提供
（1）農林水産業
（2）商工業・観光

（1）農林水産業
◇保・幼・小・中での食育授業
◇保・幼・小・中での森林体験学習
◇水産業教材の授業での活用 等

（2）商工業・観光
◇子ども等を対象とした各種イベント
　・お祭り等の開催　　等

農林水産課
商工観光課

1

生産性や付加価値
の向上を目指す事業者
への支援

（1） 農林水産業
（2） 商工業
（3） 観光

（1）農林水産業
◇地域計画の策定
◇耕作条件改善事業
◇中山間地域等直接支払事業
◇多面的機能直接支払事業
◇有害鳥獣被害対策実施事業
◇有害獣被害防止事業
◇森林境界明確化事業　 ◇各間伐事業
◇農産物のブランド化の推進（ミカン）
◇農産物の販売力の推進（ニラ）
◇水産機能施設の整備事業
◇デジタル機器導入事業　等

（2）商工業
◇中心市街地の振興　◇商談件数
◇各種セミナーの開催
◇合同企業説明会の開催
◇地場産品販売促進事業
◇先端設備等導入支援事業
◇デジタル技術活用促進事業　等

（3）観光
◇新たな観光拠点の形成
◇旅行商品の造成
◇イベントの開催
◇魅力発信
◇ヤ・シィパークを核とする地域の活性化
◇スポーツや体験観光等の推進　　等

農林水産課
商工観光課
企画財政課

2

3



数値目標 基準値 最終目標値

R5年度 R7年度 R8年度 R9年度 R9年度（累計）

4 36 36

年度ごとの
到達目標値 115 115 115 345

達成評価
（A/B/C/-）

C （－％）

(実績根拠)
（目標設定）

香南市未来戦略 数値目標 及び 具体的な施策における重要業績評価指標（KPI）評価書

基本目標 「やっぱり香南市がえい」と思えるまちづくりの推進 企画財政課

基本的方向

1.移住を希望する若者への対応強化
2.空き家活用等の促進
３.地域コミュニティの強化
４.災害に強いまちづくり
５.地域と連携した子育ての推進

実績値

（実績根拠） 住民基本台帳による人口動態調査
（目標設定） 香南市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン

（P) R7年度の取り組み
民間事業者等による新興住宅の建設が続いている影響から、野市町を中心に市外からの転入が増加傾向にある。
しかし、他４町への転入数は減少傾向にあることから、移住施策を軸とした取り組みを進めるとともに、高知県元気な未来創
造戦略と連携も図り、転出数の抑制に努めていく。

（D) これまで（R7年度）の取り組み
R7.4～R8.3月末の転入者は1,224人、転出者は1,188人であり、36人の社会増となっている。
※参考…　R6.4～3月末実績：転入者　1,304人、転出者 1,281人 ▷　23人の社会増
※参考…　R7.4～R8.3月末 自然増減数　　▲287 （ 出生数 190人　/ 死亡数 477人）
　 　　　　　 市全体の人口推移　…　社会増 36　-　自然減 287　＝　▲251人

目標値とは乖離があるが社会増は維持されている。
野市町を中心とした宅地造成に伴う引っ越しや地域支援課を中心とした移住施策により転入者数は安定していることが社会増の
要因と考える。
また、転出者の抑制に向けては、地域支援課や支所が中心となり、住民が今後も香南市で安心して暮らし続けて行く取り組みを進
めることで、その抑制に努めている。
加えて、次代を担う若者たちが、今後も香南市で暮らす、または、一旦市外・県外に出ても、戻ってきてくれることを期待する取り組
みとして、企画財政課が中心となり、10/1に県立山田高校１年生（香南市出身の１年生対象）、11/7に市立野市中学校の１年生を対
象とした出前授業を実施し、香南市の人口減少等の現状や市としての取り組みの紹介に加え、若い世代の力が必要である旨を伝え
た。
移住施策に紐づく取り組みを兼ねて、３４歳以下の市職員に向けたアンケートとR7年度に新成人となる方を対象としたアンケート
を実施。

（C) 数値目標達成に向けた課題等
R7.11月に実施した野市中学校の１年生を対象とした授業の中で、暮らしている地域の町内会名を伺ったところ、知っている生徒
は０人であった。
参加をしたことのある地域の祭りやイベントが町内会等で成り立っていることを生徒やその保護者等に伝えられていないことに改
めて気付かされた。
香南市民が香南市を好きになり、その素地を以て様々な取り組みを市民・企業・団体・行政等が行うことで、香南市の魅力向上につ
ながり、そのことが、社会増の一助となるとするスキームの実現に向けて、関係各課とベクトルを合せ、各取り組みを進め、１人でも
多い社会増の実現と、年齢構成の若返りにつなげていく必要がある。
また、年代別の転出数を確認したところ、R6年度から、第2新卒世代（2３～30歳前後）の転出が多くなっている。
高知県全体でも、この年代の県外転出が増えている傾向があり、理由の多くは、転職であった。
※「働く」という部分の強化が求められる。
加えて、香南市で暮らす外国人人口が近年増加していることを踏まえ、市としてどう取り組んでいくかを整理する必要がある。

（A) 課題解決等に向けた取り組み
即効性のある自然増は見込めないことを考えると、社会増の維持が香南市の人口維持のキーとなることから、引き続き、住民が安
心して暮らせる取り組み（転出抑制）や移住施策（転入増）を進める。
また、本戦略で掲げる『進学や就職等で一旦は市外・県外に出たとしても「やっぱり香南市がえい」と帰って来てくれるまちづくり』を
進めていくためには、「対象となる若者等との接点の回復」と「若者の意見を市の施策に反映させる」が必要であるが、進学や就職
等で転出した若者と再び接点を持ち、関係性を築き直す仕組みが不足していることから、R8年度より「やっぱり香南市がえい！魅
力発掘プロジェクト」を始動し、「接点の回復」を図るとともに、「本市の次代を担う若者等の意見を徴収できる体制づくり」を構築
し、その意見等を本市の各施策に反映させていくことで、『「やっぱり香南市がえい」と帰って来てくれるまちづくりの推進』をさらに
推し進めていく。
外国人への対応は、市の進め方を検討するとともに、策定委員会の中でも協議を進めていく。
（P) R8年度の取り組み
「香南市が好き！」と思われないと、香南市外へ転出してしまう可能性が高まることから、本市の現状を市民に伝える取り組み
を行いつつ、香南市が好きで、これからも暮らしたいと思える各事業を進めることで、「香南市愛」を高め、香南市への定着（転
出抑制）につなげる。
また、市との関係が希薄化している県外で暮らす本市出身の学生等を対象とした「やっぱり香南市がえい！魅力発掘プロジェ
クト」に取り組み、市との接点の回復を図りつつ「本市の次代を担う若者等の意見を徴収できる体制づくり」を構築する。
加えて、いただいた意見等を本市の各施策に反映させ、就職や進学で香南市を離れたとしても、「やっぱり香南市がえい！」と
人生のターニングポイントで想い、帰ってきてくれる、帰ってこれる体制づくりにつなげる。
また、①「香南市が好き！」という市民を増やすことで、地域活動に参加することや香南市をフィールドとして新しいイベントを
考える等、香南市の魅力や暮らしやすい環境の向上を図り、「香南市＝魅力的なまち！」につなげ、魅力的なまちの住民が、さ
らに香南市を好きになり、さらに取り組むという好循環を生むことで、香南市外からの転入者や移住者等の増加につなげて
いく。
外国人への対応については、策定委員会のWS等でその中身を検討していく。

（D) これまでの取り組み

（C) 数値目標達成に向けた課題等

（A) 課題解決等に向けた取り組み

人口動態

最終年度
達成評価
（A/B/C/-）

[１]
社会増減数
（人）

備 考

取り組み実績の
補足や

当事業の課題
を記載

備 考

取り組み実績の
補足や

当事業の課題
を記載
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香南市未来戦略 数値目標 及び 具体的な施策における重要業績評価指標（KPI）評価書

数値目標 基準値 最終目標値

R5年度 R7年度 R8年度 R9年度 R9年度（累計）

184 166 166

年度ごとの
到達目標値 204 224 244 672

達成評価
（A/B/C/-） B （－％）

(実績根拠)
（目標設定）

基本目標 「やっぱり香南市がえい」と思えるまちづくりの推進 地域支援課

実績値

（実績根拠）　高知県が毎年公表する移住者数と組数（年度）
（目標設定）
高知県人口減少対策総合交付金の求める「R１５年度までにR４年度の数字（184人）に戻す」ことを前提とした設定。
※R５年度まで各市町村の判断で移住者を計上していたが、R6年度より県内で基準を統一。
　 このことから、R5年度（基準値）を、R6年度より統一された基準による数値で設定。
　  ※ R5年度の45人をR6年度より統一された基準に合わせると185人

（P) R7年度の取り組み
・夏と冬に東京・大阪で開催する県主催の移住相談会に参加する。
・高知まんなか4市（高知市・南国市・香美市・香南市）合同事業として、東京での移住相談会を２月に実施予定。
　また、まんなか4市の移住情報が分かる合同パンフレットを作成する。
・香南市単独事業として「ちょいなかこうなん県外交流イベント」を大阪で開催する。
  関西圏の34歳以下の移住希望者をターゲットとした交流会をきっかけに、ふるさとワーキングホリデーや
　お試し滞在住宅の利用等につなげ、関係人口を増やし、香南市への移住につなげていく。
・関係人口の拡大を図るためのワーキングホリデー事業や、移住後のアフターフォローとして移住者交流会
　(R7.秋頃）を実施し、定住につなげていく。
・移住検討の手段として整備しているお試し滞在住宅を活用いただき、移住促進につなげていく。

（D) これまで（R7年度）の取り組み
・R7.6.7 　移住者交流会（デイキャンプとこうなん森遊び♪）開催
・R7.6.28 高知暮らしフェア夏in大阪              　         ・R7.6.29 高知暮らしフェア夏in東京
・R7.9.28 南国市×香南市×香美市　オンラインイベント
・R7.10.8 ちょいなかこうなん県外移住イベントPR開始
・R7.11.8　ちょいなかこうなん県外移住イベント（大阪）  　・R7.12　高知まんなかエリアガイドブック作成
・R7.12.14 高知暮らしフェア冬in東京　　　　　　　　　　　　  ・ R8.1.17 高知暮らしフェア冬in大阪
・R8.  2.22 高知まんなか移住相談会（東京）
※ ワーキングホリデー参加者数　　10人
※ お試し滞在住宅稼働率 32.9％ （西川28.7％ ・ 夜須37.2％）

（C) 数値目標達成に向けた課題等
内容を工夫した魅力的な情報発信や、県外移住イベントの開催等により、香南市の認知度を高めるとともに、移住検討者の
ニーズに対応できるよう関係課と連携を強化した取り組みを引き続き行っていく必要がある。
移住検討者のニーズに対応できるように、R７年度に整備したお試し滞在住宅「野市」がR８年度から稼働することから、3棟の
運用を計画的に進めていく必要がある。

（A) 課題解決等に向けた取り組み
引き続き効果的な情報発信や様々な移住定住施策を実施していくとともに、R８年度には、お試し滞在住宅「野市」の開設や地
域おこし協力隊の採用による移住専門相談員の配置等により、事業の強化を図り、移住者の増加に向けた取り組みを行う。

（P) R8年度の取り組み
・夏と冬に東京・大阪で開催する県主催の移住相談会に参加する。
・高知まんなか4市（高知市・南国市・香美市・香南市）合同事業として、オンラインイベントを11月に、
　南国市でマルシェを２月に実施する。
・香南市単独事業として「ちょいなかこうなん県外交流イベント」を大阪で開催する。
  関西圏の34歳以下の移住希望者をターゲットとした交流会をきっかけに、ふるさとワーキングホリデーやお試し
　滞在住宅の利用等につなげ、関係人口を増やし、香南市への移住につなげていく。
・関係人口の拡大を図るためのワーキングホリデー事業や、移住後のアフターフォローとして移住者交流会
　（６．７月予定）を実施し、定住につなげていく。
・移住検討の手段として整備しているお試し滞在住宅を活用いただき、移住促進につなげていく。

（D) これまでの取り組み

（C) 数値目標達成に向けた課題等

（A) 課題解決等に向けた取り組み

移住・定住

最終年度
達成評価
（A/B/C/-）[２]

県外からの
移住者数
（人）

備 考

取り組み実績の
補足や

当事業の課題
を記載

備 考

取り組み実績の
補足や

当事業の課題
を記載
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香南市未来戦略 数値目標 及び 具体的な施策における重要業績評価指標（KPI）評価書

数値目標 基準値 最終目標値

R5年度 R7年度 R8年度 R9年度 R9年度（最終）

106,070 90,338 0

年度ごとの
到達目標値 113,000 116,500 120,000 120,000

達成評価
（A/B/C/-） B （－％）

(実績根拠)
（目標設定）
（事業内容）

R7年度
（P）

当初プラン

（D）
取り組み内容

（C）
課題等

（A）
今後の取り組み

R8年度
（P）

当初プラン

（D）
取り組み内容

（C）
課題等

（A）
今後の取り組み

評価・検証
実施時期

基本目標 「やっぱり香南市がえい」と思えるまちづくりの推進 1

１.移住を希望する若者への対応強化

UターンやIターン等、様々な移住の在り方に対応できるように、本市の魅力や本市で暮らすことのメリット・デメリットを整理し、移
住希望者が必要とする情報（住まいや仕事等）が届くように対応を強化し移住したいと思われる香南市をつくる。
また、移住者等と地域の方々が理解し合える環境づくりの確立やフォロー体制等に引き続き取り組み、定住へつなげ、地域の新た
な担い手の増加につなげていく。

重要業績評価指標(KPI)
具体的
な施策

（１） 移住

実績値

（実績根拠）　香南市HP内の移住定住ポータルサイト「香南住む～ず」のエンゲージ数（閲覧数）を「アクセス」とする。
（目標設定）　R6年度の見込み（109,500）から、毎年3,500ずつアクセス数を伸ばす。
　　　　　　　　 ※R5年度からR6年度の伸び数（見込み） 3,430 と R7年度から取り組むデジタルマーケティングによる誘引
　　　　　　　　　　7,000クリックのうち、1％（70）を合算し算定。
（事業内容）
移住定住ポータルサイト「香南住む～ず」を運営し、移住者が求める情報を発信していく。
R7年度は、関西圏の34歳以下の移住希望者をターゲットとした県外交流イベントのため、若い世代へのSNS広告を打つ。

掲載情報のこまめな更新や庁内関係課、県と連携した情報発信と併せ、LINEの活用も行っている。
今後も掲載内容・方法の工夫や他課や県と連携した幅広い情報発信を行うとともにSNSの積極的な活用を行い、香南市の
PRや住みやすさを発信していく。
また、R7年度に開催する「ちょいなかこうなん県外交流イベント」においては、関西圏の34歳以下の移住希望者をターゲット
としたSNS広告（デジタルマーケティング）を取り入れ、移住定住ポータルサイト「香南住む～ず」へ誘引し、移住検討先として
の認知度向上につなげる。

・ 移住定住ポータルサイト「香南住む～ず」に誘引するために移住相談の謝礼メールやサイトのQRコードを記載した
　ポストカードを用いてPRを実施。
・ ふるさと納税の受領証明書返送時に同ポストカードを同封し、関係人口予備軍へ移住情報を周知。
・ R7.11.8開催 「ちょいなかこうなん県外交流イベント」では、SNS広告を出してHPへ誘引。

目標値は未達だが、アクセス数は、R6年度末と比べ16,919件増加していることから、引き続き移住検討者にとって魅力ある
情報を掲載し、アクセス数の増加につなげていく。

・ 移住検討者が求める情報をしっかりと発信していけるように、関係課との連携を再強化する。
・ 引き続き、来年度以降の「ちょいなかこうなん県外交流イベント」でSNS広告を出す等、香南市移住定住
　 ポータルサイト「香南住む～ず」を周知し、しっかりと情報を届けていく。

掲載情報のこまめな更新や庁内関係課、県と連携した情報発信と併せ、LINEの活用も行っていることから、引き続き、掲載内
容・方法の工夫や他課や県と連携した幅広い情報発信に加え、SNSの積極的な活用を行い、香南市のPRや住みやすさを発信
していく。

また、R8年度に開催する「ちょいなかこうなん県外交流イベント」では、関西圏の34歳以下の移住希望者をターゲットとした
SNS広告（デジタルマーケティング）を取り入れ、移住定住ポータルサイト「香南住む～ず」へ誘引し、移住検討先としての認知
度向上につなげる。

担当課名 〈地域支援課〉 令和8年3月末

重要業績
評価指標
（KPI）

基本的方向

最終年度
達成評価
（A/B/C/-）①市移住HP

のアクセス数
（件）
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香南市未来戦略 数値目標 及び 具体的な施策における重要業績評価指標（KPI）評価書

数値目標 基準値 最終目標値

R5年度 R7年度 R8年度 R9年度 R9年度（最終）

55.7 33.0 0.0

年度ごとの
到達目標値 86 86 86 86

達成評価
（A/B/C/-） C （－％）

(実績根拠)
（目標設定）
（事業内容）

R7年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

R8年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

評価・検証
実施時期

重要業績評価指標(KPI)

具体的
な施策

（２） 定住

実績値

（実績根拠） お試し滞在住宅の稼働率
（目標設定） 第２次香南市振興計画
（事業内容）
移住を検討している方に香南暮らしを体験してもらうため、香我美町にお試し滞在住宅「西川」を整備し、利用期間中の生活やイベントへ
の参加を通して地域の方との交流を深めることで、移住に対する不安の解消と移住促進につなげる。

最終年度
達成評価
（A/B/C/-）②お試し滞在

住宅の
稼働率（％）

移住希望者向けお試し滞在住宅の稼働率を「第２次香南市振興計画」から86%の目標としている。
香我美町西川のお試し滞在住宅に加え、海暮らしが体験できる施設を夜須町に新たに整備した。希望する施設を利用いただ
き、香南暮らしが体験できる機会を増やすことで、移住者の獲得につなげていく。さらに移住相談でニーズのあった街暮らし
も体験できるよう、野市町に新たな施設を整備していく。
（複数のお試し滞在住宅があることで、予約が重なったときに対応できるようになる。）

・お試し滞在住宅 「西川」　：利用者　2件・・・　稼働率 28.7％
・お試し滞在住宅 「夜須」　：利用者  3件・・・　稼働率 37.2％　　　　・２施設合計の平均稼働率 ・・・ 32.9％

・利用を検討される時期が同時期となり、重複申込が発生。(７月に１組のロス）
・移住に対して本気度の高い利用希望者を事前の相談時に見極めることが課題となっている。

R8年度より、市HPにお試し滞在住宅の空室状況を可視化できるようにすることで、移住検討者の利用希望時期の重複解消
を図る。
ただし、低料金の宿泊施設として利用されないよう、事前の移住相談において、目的等をしっかりと聞き取り、本気度の高い
移住検討者に利用いただけるよう取り組む。
R7年度に野市町にお試し滞在住宅を整備し,計３棟となったことから、多くの方を受入れるように運営を図る。

香我美町西川のお試し滞在住宅、夜須町のお試し滞在住宅に加え、R7年度には街暮らしが体験できる施設を
野市町に整備した。
お試し滞在住宅は、市内に計３棟となったことから、希望する施設を利用いただき、香南暮らしが体験できる機会を増やすこ
とで移住者の獲得につなげていく。
※複数のお試し滞在住宅があることで、予約が重なったときに対応できるようになる。

担当課名 〈地域支援課〉 令和8年3月末

重要業績
評価指標
（KPI）
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香南市未来戦略 数値目標 及び 具体的な施策における重要業績評価指標（KPI）評価書

事業名
一覧

R7年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

R8年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

評価・検証
実施時期

基本目標 「やっぱり香南市がえい」と思えるまちづくりの推進 紐づく事業総括

１.移住を希望する若者への対応強化

UターンやIターン等、様々な移住の在り方に対応できるように、本市の魅力や本市で暮らすことのメリット・デメリットを整理し、移
住希望者が必要とする情報（住まいや仕事等）が届くように対応を強化し移住したいと思われる香南市をつくる。
また、移住者等と地域の方々が理解し合える環境づくりの確立やフォロー体制等に引き続き取り組み、定住へつなげ、地域の新た
な担い手の増加につなげていく。

（移住）
◇移住フェアへの参加　　　◇地域おこし協力隊の登用　◇地域移住サポーターの活動
◇地方創生移住支援事業　◇空き家バンク制度の運営
◇移住定住促進空き家活用住宅事業（お試し滞在住宅）　　◇二段階移住
◇ワーキングホリデー事業　 ◇引越し支援事業　　 ◇移住相談の対応
◇ちょいなかこうなん県外交流イベント　 ◇SNS等を活用した情報発信　等
（定住）
◇移住者交流会の開催 ◇地域移住サポーターとの連携　◇移住者へのフォロー
◇移住施策の事業紹介や情報の発信 等

（移住）
各フェアへの参加を通し、香南市で暮らすメリット・デメリットや各支援事業をしっかりと伝え、移住検討者の誘致を図る。
また、農業分野の担い手に繋げることも視野に入れた地域おこし協力隊の確保に向けた取り組みも進めながら、香南市への
移住者獲得へつなげる。
※参加予定の移住者フェア　…　R7年夏：　高知移住フェア　/　R7年冬： 高知移住フェア
※R7年度より、夜須町にて、新たに、お試し滞在住宅の運用を開始。
※移住促進ガイドブック（R5年度作成）による周知を行い、香南市の魅力発信及び移住促進を図る。
※香南市の移住専用HP である「香南住む～ず」についても、今後も掲載内容・方法の工夫や他課や県と
　 連携した幅広い情報発信を行うとともにSNSの積極的な活用を行い、香南市のPRや住みやすさを
　 発信していく。
（定住）
移住者が、今後も安心して香南市で暮らせる体制づくりを強化し、香南市を選んで良かったと思えるよう
に各事業を進めていく。 ※R7年春 ：　移住者交流会の開催

（移住）
・R7.6.28　高知暮らしフェアin大阪、 R7.6.29 高知暮らしフェアin東京への参加。
　※ 大阪：14組18人、東京：18組22人　計 32組　40人
・R7.12.14 高知暮らしフェアin東京、 R8.1.17 高知暮らしフェアin大阪への参加。
　※ 東京：17組19人、大阪：12組15人　計29組　34人　　　　年間合計　61組　74人
・ 地域おこし協力隊（移住専門相談員）の登用を検討（R7.12から募集中）
・ 地域移住サポーター（２者・１団体）に2者追加（R7.8.2委嘱）
　 活動はお試し滞在住宅「夜須」利用者へ先輩移住者としてのアドバイス等
・ 地方創生移住支援事業  　… 東京での移住フェアやHP上等オンライン上で情報発信
・ お試し滞在住宅 　　　　　　… 里山暮らしの「西川」に続き、R7．4より海暮らしの「夜須」が1棟追加。
　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　移住フェアやSNSで情報発信 （利用者　西川2組　夜須3組）
・ 二段階移住　　　　　　　　　 …チラシ、HPで情報発信　　　　（1段階目の高知市と連携し発信）
・ ワーキングホリデー事業 　…国、県、市のHPで情報発信　（受入事業者：２者→5者に拡大）
・ 引越し支援事業 　　　　　　 …毎月対象の転入者に案内文書を送付。（申請件数：Uターン16件・二段階１件）
　　　　　　　　　　　　　 　　　　　 　HPでの発信や市民保険課（転入窓口）でチラシを配付
・ 移住相談 　　　　　　　　　　 …対面だけではなく、オンラインでの対応や電話での相談を対応 （相談数：229件）
・ ちょいなかこうなん県外移住イベント … KITTE大阪にてR7．11．8開催
       来場者37組65名
     　（事前予約）10代1人、20代2人、30代8人、40代4人、50代5人、60代以上12人※代表者以外の年代は不明
     　（当日参加）３４歳以下１人、34歳以上4人※当日は34歳以下、以上での集計をしたため
・ SNSを活用した情報発信 … 香南住む～ずやインスタグラム、LINE、フェイスブック等での情報を発信
（定住）
・ 移住者交流会　　　　　　　　　   … R7.6.7 （デイキャンプとこうなん森遊び♪）開催（参加者：9組13人）
・ 地域移住サポーターとの連携 … お試し滞在住宅利用者へのレンタカー無料貸出を実施。
・ フォロー 　　　　　　　　　　　　　 … 移住者交流会等で移住者同士の交流や移住者と地域住民の交流を通した
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    知り合いづくりを実施
・ 移住施策の事業紹介や情報発信等 … 市HPやSNSでの情報発信

内容を工夫した魅力的な情報発信や、県外移住イベントの開催等により、香南市の認知度を高めるとともに、移住検討者の
ニーズに対応できるよう関係課と連携を強化した取り組みを引き続き行っていく必要がある。

基本的方向

・ 地域おこし協力隊（移住相談員）の募集 　　　　　　　　… R7.12より募集開始
・ 街暮らしを体験できるお試し滞在住宅「野市」を整備 … R8.4～（稼働予定）
・ 高知暮らしフェア夏・冬・・・R8（東京）と（大阪）参加予定
・ 高知まんなかマルシェ参加予定

（移住）
各フェアへの参加を通し、香南市で暮らすメリット・デメリットや各支援事業をしっかりと伝え、移住検討者の誘致を図る。
また、農業分野の担い手に繋げることも視野に入れた地域おこし協力隊の確保に向けた取り組みも進めながら、香南市への
移住者獲得へつなげる。
※参加予定の移住者フェア　…　R8年度夏：　高知移住フェア　/　R8年度冬： 高知移住フェア
※R8年度より、野市町にて、新たに、お試し滞在住宅の運用を開始。
※移住促進ガイドブック（R5年度作成）による周知を行い、香南市の魅力発信及び移住促進を図る。
※香南市の移住専用HPである「香南住む～ず」についても、今後も掲載内容・方法の工夫や他課や県と連携した幅広い
　 情報発信を行うとともにSNSの積極的な活用を行い、香南市のPRや住みやすさを発信していく。
（定住）
移住者が、今後も安心して香南市で暮らせる体制づくりを強化し、香南市を選んで良かったと思えるように
各事業を進めていく。
※R8年度春 ：　移住者交流会の開催

担当課名 〈地域支援課 等〉 令和8年3月末

移住・定住
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香南市未来戦略 数値目標 及び 具体的な施策における重要業績評価指標（KPI）評価書

数値目標 基準値 最終目標値

R5年度 R7年度 R8年度 R9年度 R9年度（累計）

16 8 8

年度ごとの
到達目標値 14 14 14 42

達成評価
（A/B/C/-） C （－％）

(実績根拠)
（目標設定）
（事業内容）

R7年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

R8年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

評価・検証
実施時期

基本目標 「やっぱり香南市がえい」と思えるまちづくりの推進 2

2.空き家活用等の促進

すべての子どもたちがいきいきと健やかに発達・成長できる環境づくりを家庭や地域、関係機関等と連携しながら整えることで、
安心して子育てができる環境を確立する。

重要業績評価指標(KPI)

具体的
な施策

（１） 空き家の利活用

実績値

（実績根拠） 第２次香南市振興計画
（目標設定） 香南市空家等対策計画・第２次香南市振興計画
              　※ R5年度は、未登記等、滞っていた案件が整理されたことにより、登録実績が伸びている。
　　　　　　　　　 R7年度以降は、各計画の設定値である14件で設定。　(参考） R3年～R5登録件数 34軒)
（事業内容）
本市における空き家等対策の推進及び空き家等の活用の促進を図ることにより、「安全で安心してくらせるまちづくり」を目
指し、総合的な空き家対策を推進。
大規模災害発生時に空き家の倒壊による道路の閉塞や火災発生等を防止するため、空き家の所有者に対して適正管理を促す
とともに、空き家の状況に応じて利活用又は除却を推進する等総合的な空き家対策を実施。

空き家バンクの登録につながる「空き家の掘り起こし」をいかに効率的に行うかが課題。
R6.4.1より相続登記が義務化となったことから、空き家の活用について改めて検討し始める所有者も増える可能性があるこ
とから、機会を捉えて空き家バンクに登録してもらう啓発を進める。
また、移住サポーター企業から空き家バンクにつながる情報を得られるよう連携をさらに進めていく。
加えて、空き家バンクのVR件数を増やす等、移住希望者とのスムーズなマッチングを図る。
空き家バンク登録物件は、改修や荷物処分の補助金が利用できることも周知していく。
これらの取り組みの実績を重ねることで、空き家所有者に対する空き家バンク制度に登録するメリットを啓発材料とできるよ
う、住宅政策課・地域支援課で連携・協力しながら、移住希望者の受け皿となる住宅の確保に取り組んでいく。

空き家バンク登録手続き途中で手続きが滞らないように、定期的に物件所有者への後追い連絡を行った。
また、VR撮影導入前に空き家バンクに登録していた物件の所有者へ声掛けし、希望のあった物件についてはVR撮影を行い、
VR件数の増加を図った。 ※未実施物件のうち3件VR撮影を実施
物件所有者や移住希望者から相談があった際には改修・荷物処分の補助金の案内を行い、当制度を利用するメリットをお伝え
し、利用の促進を図った。　※空き家バンク登録8件 （空き家改修2件、荷物処分1件）
解体の相談を受け、老朽判定を行ったが、判定結果が対象外となった所有者に対しては、当制度の登録の案内を行った。
高知県主催「空き家カレッジ」にてチラシの配布を行った（9/7）。
司法書士や建築士等の専門家を招いた「空き家相談会」を県と連携して実施した。 (11/29) ※来場者10組

基本的方向

最終年度
達成評価
（A/B/C/-）①空き家

バンクの
新規登録数
（軒）

空き家バンクの相談は一定数あるものの、未相続・不動産登記がされていないことや、県外在住のため現地調査がスムーズ
に行えない等の理由で物件登録までに時間を要している案件がある （手続き中 10件）。
空き家の活用について検討し始めている方も増えてはきているが、「知らない人に家を貸したくない」や「将来的に利用する
かもしれない」等の理由から、空き家をそのままにしている方も多いため、空き家を所有し続けることのデメリットや空き家
の活用方法等の周知を強化していく必要がある。

空き家バンク登録及び成約件数の増加を図るため、R8年度から2年間限定で「空き家バンク登録・取得奨励金事業」を実施す
る。
※ 一部 高知県人口減少対策総合交付金を活用
空き家バンク登録手続き途中（手続き中 10件）で手続きが滞らないように、定期的に物件所有者へ連絡し進捗管理を行い、
KPIの達成に結び付けていく。
空き家バンクの認知度向上や空き家所有者に空き家活用方法等の理解を深めていただくよう、チラシ等の作成や固定資産税
納税通知書への封入等、他市町村の事例も参考にしながら、より良い周知啓発方法を引き続き検討していく。
空き家バンク登録のメリットとして改修や荷物処分の補助金が利用できることも周知していき、空き家バンク登録物件数の増
加を図っていく。
空き家バンク登録及び成約件数の増加を図るため、R8年度から2年間限定で「空き家バンク登録・取得奨励金事業」を実施す
る。
※ 一部 高知県人口減少対策総合交付金を活用
空き家バンク登録手続き途中（手続き中 10件）で手続きが滞らないように、定期的に物件所有者へ連絡し進捗管理を行い、
KPIの達成に結び付けていく。
空き家バンクの認知度向上や空き家所有者に空き家活用方法等の理解を深めていただくよう、チラシ等の作成や固定資産税
納税通知書への封入等、他市町村の事例も参考にしながら、より良い周知啓発方法を検討していく。
空き家バンク登録のメリットとして改修や荷物処分の補助金が利用できることも周知していき、空き家バンク登録物件数の増
加を図っていく。
空き家バンクのVR件数を増やす等、移住希望者とのスムーズなマッチングを図る。
これらの取り組みの実績を重ねることで、空き家所有者に対する空き家バンク制度に登録するメリットを啓発材料とできるよ
う、住宅政策課・地域支援課で連携・協力しながら、移住希望者の受け皿となる住宅の確保に取り組んでいく。

担当課名 〈住宅政策課・地域支援課〉 令和8年3月末

重要業績
評価指標
（KPI）
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香南市未来戦略 数値目標 及び 具体的な施策における重要業績評価指標（KPI）評価書

事業名
一覧

R7年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

R8年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

評価・検証
実施時期

基本目標 「やっぱり香南市がえい」と思えるまちづくりの推進 紐づく事業総括

2.空き家活用等の促進

すべての子どもたちがいきいきと健やかに発達・成長できる環境づくりを家庭や地域、関係機関等と連携しながら整えることで、
安心して子育てができる環境を確立する。

◇老朽住宅等除却事業　◇空き家改修事業　（再掲）　◇空き家バンク制度の運営

空き家バンクの登録につながる「空き家の掘り起こし」をいかに効率的に行うかが課題。
R6.4.1より相続登記が義務化となったことから、空き家の活用について改めて検討し始める所有者も増える可能性があるこ
とから、機会を捉えて空き家バンクに登録してもらう啓発を進める。
また、移住サポーター企業から空き家バンクにつながる情報を得られるよう連携をさらに進めていく。
加えて、空き家バンクのVR 件数を増やす等、移住希望者とのスムーズなマッチングを図る。
空き家バンク登録物件は、改修や荷物処分の補助金が利用できることも周知していく。
これらの取り組みの実績を重ねることで、空き家所有者に対する空き家バンク制度に登録するメリットを啓発材料とできるよ
う、住宅政策課・地域支援課で連携・協力しながら、移住希望者の受け皿となる住宅の確保に取り組んでいく。
その他、危険な空き家等や適正管理の必要な空き家に関しては、所有者に管理を促し、場合によっては老朽住宅除却補助金
や危険廃屋解体撤去補助金の利用を勧めていく。

空き家改修事業（改修）の申請件数　　　　 　 2件、空き家改修事業（荷物処分）の申請件数 1件
老朽住宅等除却事業に対する判定件数　  47件、事業認定件数 17件、　 事業申請件数 14件
危険廃屋解体撤去事業に対する判定件数 36件、事業認定件数 24件、   事業申請件数 10件

・司法書士や建築士等の専門家を招いた「空き家相談会」を県と連携して実施(11/29)。 ※来場者10組
・移住サポーター企業の空き家情報聞き取りはR6年度で終了。
  今後、取りまとめた情報を空き家担当課に繋げていく。

空き家改修事業は、不動産業者との連携や専門的な知識が必要な部分があり、実施に踏み込めない人が多い。
除却事業は、判定件数に対して認定数が少ない。事業対象に認定されながらも未実施である。
空き家情報が香南市外のものが多く、市内の空き家バンク登録につながらない。

基本的方向

・空き家バンク登録及び成約件数の増加を図るため、R8年度から2年間限定で「空き家バンク登録・取得奨励金事業」を実施。
・司法書士や建築士等の専門家を招いた「空き家相談会」を県と連携して実施し、補助金制度を周知する。
・引き続き市HPや広報誌等を活用し補助制度の周知を図っていく。
  また、市民から管理不全な状態の空き家等の情報提供があった場合は、所有者への指導・助言時に補助制度の紹介を行う。
・移住サポーター企業の施設を活用し、移住や空き家情報の発信を行っていく。

・空き家バンク登録及び成約件数の増加を図るため、R8年度から2年間限定で「空き家バンク登録・取得奨励金事業」を実施。
・空き家バンク登録手続き途中（手続き中 10件）で手続きが滞らないように、定期的に物件所有者へ連絡し進捗管理を行い、
　KPIの達成に結び付けていく。
・空き家バンクの認知度向上や空き家所有者に空き家活用方法等の理解を深めていただくよう、チラシ等の作成や固定資産
  税納税通知書への封入等、他市町村の事例も参考にしながら、より良い周知啓発方法を検討していく。
・空き家バンク登録のメリットとして改修や荷物処分の補助金が利用できることも周知していき、空き家バンク登録物件数
　の増加を図っていく。
・空き家バンクのVR 件数を増やす等、移住希望者とのスムーズなマッチングを図る。
・これらの取り組みの実績を重ねることで、空き家所有者に対する空き家バンク制度に登録するメリットを啓発材料と
　できるよう、住宅政策課・地域支援課で連携・協力しながら、移住希望者の受け皿となる住宅の確保に取り組んでいく。
・危険な空き家等や適正管理の必要な空き家に関しては、所有者に管理を促し、場合によっては老朽住宅除却補助金や
　危険廃屋解体撤去補助金の利用を勧めていく。

担当課名 〈住宅政策課 等〉 令和8年3月末

空き家対策
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香南市未来戦略 数値目標 及び 具体的な施策における重要業績評価指標（KPI）評価書

数値目標 基準値 最終目標値

R5年度 R7年度 R8年度 R9年度 R9年度（最終）

92.6 92.6 0

年度ごとの
到達目標値 93 94 95 95

達成評価
（A/B/C/-） B （－％）

(実績根拠)
（目標設定）
（事業内容）

R7年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

R8年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

評価・検証
実施時期

基本目標 「やっぱり香南市がえい」と思えるまちづくりの推進 3

担当課名 〈地域支援課・各支所〉 令和8年3月末

３.地域コミュニティの強化

地域が求める「ありたい姿」の課題等の解決に向けた支援や提案を進め、自分の暮らす地域のことが他人事にならないコミュニティーを形成する。

重要業績評価指標(KPI)
具体的
な施策

（１） 地域活動の充実

実績値

（実績根拠）　自治会数　○/95自治会　　　※R5： 88/95
◇結成自治会数（88組織）の内訳
　※ R5年度　　　  自治会結成目標数：　野市町 39、香我美町 27、夜須町 11、吉川町9、赤岡町 9
　※ R7年度以降　自治会結成目標数：　野市町 40、香我美町 27、夜須町 10、吉川町9、赤岡町 9

★R7年度実績：野市町…33/40　★香我美町…27/27　★夜須町…10/10　★吉川町…9/9　 ★赤岡町…9/9　計　88/95　＝ 92.6％

（目標設定）  第２次香南市振興計画 ・ 第３次香南市地域福祉計画 等
（事業内容）
地域と行政が協働でまちづくりを進めるために、懸け橋となる自治会・協議会を設立する。
自治会は、いくつかの町内会が集まり、１００世帯程度で構成される住民自治組織。
※協議会： 自治会が集まり取り組む、さらに大きな団体。
未設立地域では、自治会の必要性を感じていないことが理由の１つとしてあるため、自治会組織について理解していただく住民説明会等を行い、地区担当
職員と共に設立に向けて取り組む。
また、人口増加が進む野市町では、自治会の基礎組織となる町内会への加入が低下していることや、新しい振興住宅地において町内会組織の立ち上げに
至っていない現状があることから、転入時での説明と併せ、地域へ出向いての働きかけを強化することで、既存組織の維持継続と組織設立に向けて取り
組む。

（赤岡町）
赤岡町まちづくり協議会 … 総会（4/18）、運営委員会（5/21、8/18、9/17、11/21、3/25）、役員会（3/12）、
　　　　　　　　　　　　　　　　　 イベント部会（5/7、6/25、8/20、1/21）
赤岡小学校児童、各自治会との花植え（環境美化活動）、スポーツレクリエーション大会（世代間交流事業）、
防災ウォーキング・講演会（防災活動）、芸術鑑賞会（世代間交流事業）
各自治会・・・総会、清掃活動、避難訓練、夏まつり等
（香我美町…協議会の活動）
岸本地区　 … 総会（4/20）、岸本地区常会長・まちづくり協議会合同会：１回、運営委員会等：８回（総会・合同会除く）
徳王子地区… 総会（4/9）　、運営委員会：４回（総会除く）　/　山南地区 … 総会（4/20）、運営委員会：9回（総会除く）
山北地区　 … 総会（4/24）、運営委員会６回・役員会４回（総会除く）
西川地区　 … 総会（4/22）、運営委員会：４回（総会除く） /　東川地区  … 総会（4/24）、役員会：5回（総会除く）
（夜須町… 協議会の活動）
総会（4/25）、役員会（4/11、6/6、7/18、8/22、10/10、11/27、2/6、3/6）、
運営委員会（6/13、9/5、12/5、3/18）、コスモス巡り（11/8）
（吉川町… 協議会の活動）
総会（4/23）、R６年度の取り組み報告。R７年度の事業計画を確認を実施。
運営委員会 … 5/16 （第１回）、7/29（第２回）、9/18（第３回）、11/28（第４回）、1/28（第5回）、3/17（第6回）を開催
（地域支援課/野市町）
R6年度から設立に向け取り組んでいた仁尾島地区で、R7.4月に自治会を設立。
引き続き、地区担当職員と連携して新たな自治会・協議会の設立に向けて取り組んでいる。
町内会未設立地区においては、設立に向けた取り組みや窓口での町内会への加入案内のほか、本市へ転入する前に町内会の活動に関心を持っていただくために、
高知県宅地建物取引業協会、全日本不動産協会高知県本部、香南市まちづくり評議会、香南市の４者で「町内会・自治会の加入促進を図る協定」を１０月に締結し、
転入予定者に加入案内チラシの配布を行っている。

基本的方向

最終年度
達成評価
（A/B/C/-）①自治会組織

結成率（％）

重要業績
評価指標
（KPI）

（赤岡町）
設立5年目となるまちづくり協議会は、新たな企画内容を検討するイベント部会を立ち上げる等、活動に対し積極的に取り組む姿勢がみられる一方で、会
の開催や資料作成等、内部運営に関してはほとんどを支所が担っており、自立に至っていない状況。
（香我美町）
香我美町の自治会は協議会の中の組織として位置づけられ、活動が協議会によって各々である。役員も単年で代わるところもあり、役員の高齢化や人口
減少問題もあり、自治会としての活動の実施や継続、引継ぎが難しい自治会もある。
（夜須町）　三世代交流イベント等で、地域交流・地域の活性化を行っているが、役員の高齢化が進んでいる。
（吉川町）
本市においては、社会経済情勢の変化に対応した簡素で効率的な市政の推進を図るため、R7.5月に香南市行政改革推進委員会が設置され、各課の事務
事業の見直しの検討段階に入った。吉川町まちづくり協議会の事務局機能は全面的に吉川支所が担っているが、今後、上記委員会における審議において、
支所機能の見直しの意見が出されたことから、まちづくり協議会をどのように支援していくかの検討が必要。
（地域支援課/野市町）
自治会設立について、基礎となる町内会の加入世帯数の減少や新興住宅地における町内会の未設立が課題となっている。
また、協議会の設立については、自治会が未設立の地区があることに加えて、自治会が設立されている地区においても、それ以上の組織を望んでいない
ことも課題となっている。
最近、長期にわたり役員を担っていた方の高齢化が進み、地域活性化総合補助金の実績報告等書類の作成にサポートが必要な地域が出てきている。

（赤岡町）
自立した運営が行われるためには、事務局体制の構築を図ることが必要である。構築を図るうえでは、事務局員の増員や役割の分散化等、担う者への負担が大き
くならないよう助言等を行い、協議会と対話しながら進めていく。併せて必要なサポート等も行っていく。
（香我美町）今後も協議会をとおして、必要に応じて直接自治会に活動に必要な説明や支援を行う。
（夜須町）まちづくり協議会の活動に対して支援・協力を行っていく中で、若い世代にも関心を持ってもらうようなイベントの実施等について助言を行う。
（吉川町）
行財政改革の一環として、支所機能や支所人員の縮小が行われた場合、吉川支所から地域へまちづくり協議会の事務局機能を返還し、後方支援に努める。
現段階においては、現状を維持し、今後の香南市行政改革推進委員会における審議（事務事業の見直し）を注視しながら、地域支援課や他支所と情報交換に努め
る。
（地域支援課/野市町）
集落支援員を中心に、町内会の加入促進や未設立地区における設立に向けての支援を引き続き行うとともに、地区担当職員と連携し、自治会・協議会設立の兆し
のある地区については、地域の声を聞きながら進めていく。
また、既存自治会についても、活動の維持・継続について補助金交付等により支援を行っていく。
自治会内で役員の世代交代を案内したり、地区担当職員にサポートをしてもらうといった、継続して自治会活動が行えるような提案を進めていく。

未設立地域では、自治会の必要性を感じていないことが理由の１つとしてあるため、自治会組織について理解していただく住民説明会等を行い、地区担当職員と
共に設立に向けて取り組む。
また、人口増加が進む野市町では、自治会の基礎組織となる町内会への加入が低下していることや、新しい振興住宅地において町内会組織の立ち上げに至ってい
ない現状があることから、転入時での説明と併せ、地域へ出向いての働きかけを強化することで、既存組織の維持継続と組織設立に向けて取り組む。
※R8年度は、1自治会(母代寺)設立に向けて、取り組みを進めている。
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香南市未来戦略 数値目標 及び 具体的な施策における重要業績評価指標（KPI）評価書

数値目標 基準値 最終目標値

R5年度 R7年度 R8年度 R9年度 R9年度（累計）

413 611 611

年度ごとの
到達目標値 557 585 614 1,756

達成評価
（A/B/C/-） A （－％）

(実績根拠)
（目標設定）
（事業内容）

R7年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

R8年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

評価・検証
実施時期

具体的
な施策

（１） 地域活動の充実

実績値

（実績根拠）　地区懇談会「香南トーク」 + ふらっと座談会 + 出前講座 + まちづくりセミナー参加者数　（市民のみ）
※R5年度 ： 96 +  69 + 220 + 28
（目標設定）　第２次香南市振興計画
（事業内容）
○ 地区懇談会「香南トーク」
市主催で年度の重点施策の説明を行い、市長や関係課と懇談を行うもの。いただいたご意見を今後の市政運営の参考にさせていただく懇談会。
○ふらっと座談会
「地域の市民懇談会」として“地域の活性化"をテーマに、自治会や協議会単位で開催。市長と車座になって市の未来について地域の皆様と語り、市政に反
映するもの。
○出前講座
市の職員が講師として地域へ出向き、暮らしに役立つ情報や香南市の取り組み等についてご説明し、市民の皆さんが学べる機会を増やすことを目的とし
た講座。
○まちづくりセミナー　　毎年、地域間の交流・情報交換の場として自治会・協議会を対象に開催するセミナー。

まちづくりにおいて、市民と行政が一緒に考え、取り組むための体制づくりを推進していく。
また、地域での暮らしをより良くしていくため、地域の課題について住民自らが考え、ともに行動していくうえで必要となる知識や
暮らしに役立つ情報を学ぶ機会を提供するとともに、地域間の交流・情報交換の場となるセミナー等も開催し、持続可能なまちづく
りの実現に向けて取り組む。

・ 地区懇談会 「香南トーク」　　 ：　赤岡町 28人 （4/9）、　  香我美町 15人 （4/14）、 野市町　21人 （4/11）、
　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　   夜須町 18人 （4/15）、　 吉川町　  12人 （4/8）　  計5か所　94人
・ 出前講座　　　　　　　　　　　　 ：　424人　（計26回開催）
・ ふらっと座談会　　　　　　　　 ：　  58人   （計 4地区で開催）
・ まちづくりセミナー参加者数  ：    35人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※R8.2.21 （土） のいちふれあいセンターで、高知大学 地域協働学部の教授をお招きし開催

香南トークは、参加者の固定化や偏りがある。
市民から前向きな提案が少なく、行政に対する不満や要望が多い傾向にある。
出前講座は、開催回数や参加者数も増加傾向にあり、市民の学びの機会となっている。
ふらっと座談会への参加についても、例年同じ団体（協議会・自治会）の傾向がある。
併せて、参加者の固定化等による参加者数が伸び悩んでいる。
また、セミナー等への参加者も固定化されてきており、新規の参加者が少ない。

・ 地区懇談会 「香南トーク」　：　参加者の固定化等により、R８年度より１ヶ所での開催とし、事前質問受付形式で開催する
・ 出前講座　　　　　     　　　  ：　R7.11月以降　…　8箇所で開催。人気の高い取り組みとなっている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　   参加者は増加傾向にあり、今後も各課と連携して講座メニューの充実に努める。
・ ふらっと座談会　　　　　  　 ：　R7.11月以降 …　0箇所。
　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　   より多くの団体に活用いただけるよう引き続き周知に努めるとともに、
　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　   ふらっと座談会を開催した際にアンケートを実施し、今後の参考にしていく。
・ まちづくりセミナー　　　　  ： 参加者の獲得に向けて市HP等での周知を行い、実りあるセミナーにするための準備を
　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　  引き続き進めていく。
　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　  なお、R8年度は、「人口減少下における地域の後継者づくり」をテーマに、持続可能なまち
                                        づくりを目指すセミナーを開催予定（赤岡支所対応）

まちづくりについては、市民と行政が一緒に考え、取り組むための体制づくりを推進していく。
また、地域での暮らしをより良くしていくため、地域の課題について住民自らが考え、ともに行動していくうえで必要となる知
識や暮らしに役立つ情報を学ぶ機会を提供するとともに、地域間の交流・情報交換の場となるセミナー等も開催し、持続可能
なまちづくりの実現に向けて取り組む。
自治会・協議会にデジタルを組み込むことで「若い世代」も交流しやすいまちづくりを目指す。
事業への周知活動については、広報4月号への回覧折込や協議会・自治会長への補助金ハンドブックの配布、補助金説明会で
の案内を行っており、今後も継続して行っていく。
〇香南トーク　　　　　 　… 参加者の固定化等により、R８年度より１ヶ所での開催とし、事前質問受付形式で開催する
〇まちづくりセミナー  … 持続可能なまちづくり「人口減少下における地域の後継者づくり」をテーマに開催予定。

最終年度
達成評価
（A/B/C/-）

②セミナーや
懇談会等への
参加者数（人）

重要業績
評価指標
（KPI）

担当課名 〈地域支援課・各支所〉 令和8年3月末
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香南市未来戦略 数値目標 及び 具体的な施策における重要業績評価指標（KPI）評価書

数値目標 基準値 最終目標値

※R4年度 R7年度 R8年度 R9年度 R9年度（最終）

100 91.7 0

年度ごとの
到達目標値 100 100 100 100

達成評価
（A/B/C/-） B （－％）

(実績根拠)
（目標設定）
（事業内容）

R7年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

R8年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

評価・検証
実施時期

基本目標 「やっぱり香南市がえい」と思えるまちづくりの推進 3

３.地域コミュニティの強化

地域が求める「ありたい姿」の課題等の解決に向けた支援や提案を進め、自分の暮らす地域のことが他人事にならないコミュニ
ティーを形成する。

重要業績評価指標(KPI)

具体的
な施策

（１） 地域活動の充実

実績値

（実績根拠） 民生委員児童委員の定数に対する委嘱者数
（目標設定） 第３次香南市地域福祉計画
（事業内容）
民生委員児童委員は、子育てや高齢、障害等による悩みを抱えている人や生活支援が必要な人を早期に把握し、地域で孤立しないように
見守り活動を行う等、大きな役割を担っており、充足率１００％（維持）を目指し取り組む。

民生委員児童委員のなり手不足や高齢化等の課題があるが、不在地区が出ないように各地区の民生委員児童委員協議会と
協力して取り組む。

※ 111/121地区 ＝91.7％
なり手不足や高齢化といった状況を踏まえ、民生委員児童委員の活動や役割について広報等による周知を行う。
また、各地区民生委員協議会と連携しながら人口変動に合わせて担当区域を平準化し、委員間の負担の偏りを解消するよう
取り組んでいる。

基本的方向

最終年度
達成評価
（A/B/C/-）③民生委員

児童委員の
充足率（％）

重要業績
評価指標
（KPI）

高齢化や働き方の変化、活動内容の多様化等による活動負担の大きさから、後任の確保や継続的な担い手確保が困難と
なっていることを受け、定期的に欠員数を把握し、充足率の改善状況を確認している。

広報等を通じ民生委員児童委員の役割や大切さ等を分かりやすく伝え、制度や活動への理解促進を図る。
また、年齢要件の緩和を検討し再任委員の確保を図る。
各地区の民生委員協議会と連携し地域の実情に応じた柔軟な取り組みを推進していく。

民生委員児童委員のなり手不足や高齢化等の課題があるが、不在地区が出ないように各地区の民生委員児童委員協議会や
市社会福祉協議会と協力して取り組む。

担当課名 〈福祉事務所〉 令和8年3月末
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香南市未来戦略 数値目標 及び 具体的な施策における重要業績評価指標（KPI）評価書

数値目標 基準値 最終目標値

R5年度 R7年度 R8年度 R9年度 R9年度（最終）

36 34 - 0

年度ごとの
到達目標値 36 36 36 36

達成評価
（A/B/C/-） B （－％）

(実績根拠)
（目標設定）
（事業内容）

R7年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

R8年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

評価・検証
実施時期

具体的
な施策

（１） 地域活動の充実

実績値

（実績根拠） 市内で開催されるいきいきクラブの地区数
（目標設定） 香南市高齢者福祉計画・第9期介護保険事業計画
（事業内容）
地域で運営している、高齢者が気軽に集まれる交流の場、仲間づくりの場として運営されているいきいきクラブを開催し、
体操やレクリエーション等の介護予防活動を実施することで、フレイル等の対策につなげる。

参加者も減少しており、活動継続が困難になる可能性があるが、高齢者が身近な集会所や公民館等に集い、閉じこもり予防や
運動習慣の動機付けを図り介護予防を図るため、実施地区の維持に努める。
「高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施事業」に合わせて、アンケートを行い参加者の実態把握を行う。
また、調査結果に基づいてメニューの提案や健康教育への活用を行い、フレイル等の対策を実施する。
加えて、ケーブルテレビや市広報等で事業紹介を行い、普及啓発をしながら新規参加者の獲得に努める。

・支援員を派遣し、補助金申請や各地区の活動の補助・支援を実施。
・普及啓発・新規参加者獲得のためケーブルテレビにて事業紹介を実施。
・フレイル対策の普及・啓発のため、代表者研修会等を実施。
・R７年度から新宮つぼみ会が新規活動開始。　（１増）

参加者、ボランティアともに高齢化が進み、活動継続が困難な地区が増えてきている。（R7年度…3減）
地域の担い手の育成、参加者主体の集いの場づくりを行うことが課題となっている。

引き続き地域の担い手の育成と、参加者主体の活動の支援を実施。
「高齢者の保健活動と介護予防の一体的実施事業」にて、調査結果をもとに実態を踏まえた予防対策を検討し、健康教育や活
動メニューの活用につなげ、フレイル等の対策を継続して行う。

参加者、代表者とも高齢化により活動継続が困難になっているが、高齢者が身近な集会所や公民館等に集い、閉じこもり予防
や運動習慣の動機付けを図り介護予防を図るため、実施地区の維持に努める。
「高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施事業」に合わせて、アンケートを行い参加者の実態把握を行う。
また、調査結果に基づいて健康教育等への活用を行い、フレイル等の対策を実施する。
補助金申請や事業計画等の作成時、支援員を派遣し、地区主体の活動ができるよう支援する。
加えて、ケーブルテレビ や市広報等で事業紹介を行い、普及啓発をしながら新規参加者の獲得に努める。

最終年度
達成評価
（A/B/C/-）④いきいき

クラブ
実施地区数
（地区）

重要業績
評価指標
（KPI）

担当課名 〈高齢者介護課〉 令和8年3月末
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香南市未来戦略 数値目標 及び 具体的な施策における重要業績評価指標（KPI）評価書

数値目標 基準値 最終目標値

R5年度 R7年度 R8年度 R9年度 R9年度（累計）

- 1,413 1,413

年度ごとの
到達目標値 1,000 1,200 1,400 3,600

達成評価
（A/B/C/-） A （－％）

(実績根拠)
（目標設定）
（事業内容）

R7年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

R8年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

評価・検証
実施時期

基本目標 「やっぱり香南市がえい」と思えるまちづくりの推進 3

３.地域コミュニティの強化

地域が求める「ありたい姿」の課題等の解決に向けた支援や提案を進め、自分の暮らす地域のことが他人事にならないコミュニ
ティーを形成する。

重要業績評価指標(KPI)

具体的
な施策

（１） 地域活動の充実

実績値

（実績根拠） 市民が電子申請サービスを活用し、各種行政手続きを行う件数
（目標設定） 香南市デジタル化推進計画
（事業内容）
デジタル化によるメリットを享受できる地域社会への移行を推進するため、各課と民間事業者等が行う地域の課題に対する取り組
みの中にデジタル技術の実装を推進していくこととする。
PCやスマートフォンの操作と情報の取捨選択の不慣れな方に対して、 身近な場所で身近な人からデジタル機器・サービスの安全な
利用方法を学ぶことができる環境作りを推進する「デジタル活用支援」事業に取り組むものとする。
機器の保有、通信 環境の確保等所得格差ほかの様々な要因から 、デジタル化のメリットを享受しづらい市民に対して、公共施設に
フリーWi-㉀ ほか、デジタル機器を設置し、 自宅以外でも気軽に利用できる環境を構築する。

（電子申請サービスの推進）
各種行政手続きのオンライン化を推進し、市民がパソコンやスマートフォンを使って、24時間いつでも、どこでも申請すること
ができる環境を整え利便性の向上を図るとともに、引き続き、環境を整備する。
（フリーWi-Fi の整備）
公共施設他、観光施設、災害時の指定避難所等へフリーWi-Fi の整備を行い、市民の利便性の向上及び避難所開設時の情報
収集・伝達手段の円滑化を図る。
(キャッシュレス決裁の推進)
公金収納を現金のみでなく、多様な決済手段（クレジットガード・電子マネー・スマホ決裁等）に対応できる環境を構築し、市民
の利便性の向上を図る。

開庁時間に市役所で行うという、「時間」と「場所」の制約を受けない申請方法として、インターネットサービスを利用した電子
申請を開設。申請書と同じ項目を利用者に入力等してもらうことで、２４時間３６５日自宅や仕事の空き時間に申請を行える
よう各課が申請メニューを増やしている。

基本的方向

最終年度
達成評価
（A/B/C/-）⑤電子申請

サービスの
活用件数（件）

本年度は国の給付事業に電子申請を利用したことにより件数が大幅に増加したが、一年限りのため今後も件数を伸ばすため
には既存の申請をPRしていくことと、新たな申請項目を増やしていくことが必要となる。

申請受付時に広報等で電子申請をPRしていくこと、新たな制度の改正時等に電子申請の利用を進めていく。

（電子申請サービスの推進）
引き続き、各種行政手続きのオンライン化を推進し、市民がパソコンやスマートフォンを使って、24時間いつでも、どこでも申
請することができる環境を整え利便性の向上を図る。
またR7年度は国の給付事業に電子申請を利用したことにより件数が大幅に増加したが、それ以外の内訳を確認すると、イベ
ントの申請や検診・予防接種の申込み等の利用が多い傾向があるため、育児世代の申請項目を拡充していく。

(キャッシュレス決済の推進)
引き続き、公金収納の多様な決済手段（クレジットガード・電子マネー・スマホ決裁等）に対応できる環境を構築し、市民の利便
性の向上を図る。
R8年度 …　公共施設予約システム・スマートロック整備事業を実施する。

担当課名 〈情報政策課 等〉 令和8年3月末

重要業績
評価指標
（KPI）
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香南市未来戦略 数値目標 及び 具体的な施策における重要業績評価指標（KPI）評価書

事業名
一覧

R7年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

R8年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

評価・検証
実施時期

基本目標 「やっぱり香南市がえい」と思えるまちづくりの推進 紐づく事業総括

３.地域コミュニティの強化

地域が求める「ありたい姿」の課題等の解決に向けた支援や提案を進め、自分の暮らす地域のことが他人事にならないコミュニ
ティーを形成する。

◇町内会等の結成　　　　　◇まちづくりセミナーの開催　　◇地区別懇談会「香南トーク」の開催
◇地域主催の「ふらっと座談会」の開催　　◇出前講座の開催　　　 ◇地域活性化総合支援事業
◇市民主役のまちづくり支援事業　 ◇集落活動センター事業　　　 ◇日本語サロン教室の開催
◇いきいきクラブ事業　　◇民生委員児童委員・主任児童委員との連携
◇オンライン教室の開催　　　　　　　  ◇スマホ教室の開催　等

（地域コミュニティに紐づく事業）
自治会未設立地域もあることから、早期解消を図るため、地区担当職員と共に住民説明会等を行う。
コロナ禍明けでイベントを再開する自治会もあるため、事例について情報提供し、地域の課題解決に向けた活動を支援してい
く。
町内会等の意義に疑問を持たれる方も多く、対応が間に合っていない現状を変えるため、LINEを活用した町内会事務等の効
率化を図る。
（市民を対象としたデジタル推進に向けた対応）
民間事業者と連携し、スマートフォン教室の開催に引き続き取り組む。
※ 情報政策課 ：　スマートフォンへの乗換えを検討している方を対象にした体験教室を年間2教室開催予定。
※ 生涯学習課 ：　公民館活動の一環として、年間5教室開催を予定。

（地域コミュニティに紐づく事業）
野市町は、新興住宅地の増加による町内会未設立地区が増えているため、町内会設立に向けた案内を行っている。
転入者を対象に、窓口で町内会の役割等について説明し、加入促進に取り組んでいる。
その他、本市へ転入する前に町内会の活動に関心を持っていただくために、高知県宅地建物取引業協会、全日本不動産協会
高知県本部、香南市まちづくり評議会、香南市の４者で「町内会・自治会の加入促進を図る協定」をR7.１０月に締結し、転入予
定者への加入案内チラシ配布を行っている。
地域内や地域と市の連絡の効率化等を図るため、自治会等へデジタルアプリを導入する取り組みを検討。
（市民を対象としたデジタル推進に向けた対応）
スマートフォンをお持ちでない方等21人を対象に、10/21に体験教室を行い、安心安全に使うための方法や、家族、知人との
交流を広める使い方等について学んだ。
また、「香南市たまぁるかデジタル商品券」の利用普及に向け、８月の4日間で７回に分けて合計74人を対象にPayPayの導
入、設定及び利用についての教室を行った。（情報政策課）
※ 香南市スマホ教室：　11/17 ： 香我美市民館 6人、11/28 ： 夜須公民館3人、12/5： 赤岡市民館4人、
　 （生涯学習課）　　      12/ ８ ： 吉川市民館 　  7人、12/15 ： のいちふれあいセンター 10人
　　　　　　　　　　　　　   　　 2/18 ： のいちふれあいセンター8人　　参加者合計 3８人
　　 　　　　　　　　　　　　                NPO法人香南市国際情報化推進協議会に講師依頼し、スマホの安全な利用方法や
                                         アプリの使い方について学習する。

（地域コミュニティに紐づく事業）
野市町は、町内会未加入世帯や、町内会未設立の新興住宅地が増加し、地域住民のつながりが希薄化している状況。
町内会等の住民自治組織の役員の高齢化や固定化、会員数の減少等により、地域の担い手が不足し、 主体的な活動が困難に
なってきている。
（市民を対象としたデジタル推進に向けた対応）
スマートフォンの普及に合わせて、未所有の方が減少し、参加者も伸び悩んでいる。
また、受講内容が基礎的内容の為、市の提供するサービスつながっていない状況がある。（情報政策課）
参加者はすべて60歳以上（80歳以上が半数を占める）であることから、特に操作技術や知識に個人差があるため、対個人
の指導が必要になる。　また、交通手段を持たない方が参加しやすい会場設定が必要となる。　（生涯学習課）

基本的方向

（地域コミュニティに紐づく事業）
窓口での案内や、 「町内会・自治会の加入促進を図る協定」の取り組み等により、町内会の加入促進を図る。
また、不動産会社等によるマンション、アパートの入居（転入）説明会があれば参加し、町内会加入の案内を行う。
希望のあった自治会等に、デジタルアプリを試験導入し、その効果等を検証したうえで、今後の導入について検討する。
（市民を対象としたデジタル推進に向けた対応）
３G停波に伴い、スマートフォンへの移行が完了したとして、所有者の利便性向上と市の電子申請の利用促進等を目的に、基
礎的な講習から利用目的を限定し、より内容の深い講習に変更していく。（情報政策課）
市民のニーズにあったスマホ教室となるように教室内容や指導人数、参加しやすい会場等についての工夫等を考えていく。
（生涯学習課）

（地域コミュニティに紐づく事業）
・自治会未設立地域もあることから、早期解消を図るため、地区担当職員と共に住民説明会等を行う。
・コロナ禍明けでイベントを再開する自治会もあるため、事例について情報提供し、地域の課題解決に向けた活動を支援して
いく。
・町内会等の意義に疑問を持たれる方も多く、対応が間に合っていない現状を変えるため、町内会アプリ
　(CHIKUWA!)を活用した町内会事務等の効率化を図る。

（市民を対象としたデジタル推進に向けた対応）
・民間事業者と連携し、スマートフォン教室の開催に引き続き取り組む。(生涯学習課…5回を予定）
  ※ 情報政策課 ：　スマートフォンへの乗換えを検討している方を対象にした体験教室を年間2教室開催予定。

担当課名 〈地域支援課・情報政策課 等〉 令和8年3月末

まちづくり

16



香南市未来戦略 数値目標 及び 具体的な施策における重要業績評価指標（KPI）評価書

数値目標 基準値 最終目標値

R5年度 R7年度 R8年度 R9年度 R9年度（最終）

90.2 90.5 0

年度ごとの
到達目標値 100 100 100 100

達成評価
（A/B/C/-） B （－％）

(実績根拠)
（目標設定）
（事業内容）

R7年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

R8年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

評価・検証
実施時期

数値目標 基準値 最終目標値

R5年度 R7年度 R8年度 R9年度 R9年度（最終）

4,267 3,219 0

年度ごとの
到達目標値 5,000 5,200 5,400 5,400

達成評価
（A/B/C/-） B （－％）

(実績根拠)
（目標設定）
（事業内容）

R7年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

R8年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

評価・検証
実施時期

基本目標 「やっぱり香南市がえい」と思えるまちづくりの推進 4

年度当初に自主防災組織連絡会を行い、年度の方向性や訓練等の調整を実施して計画的に活動の活性化を図る。
また、まちづくり協議会や自治会等との連携や各種訓練時等での地域との交流を基に設立されていない地域の自主防災組織
の設立を図る。

担当課名 〈防災対策課〉 令和8年3月末

　４.災害に強いまちづくり
「自助・共助」を基盤とした防災・減災のまちづくりを推進し、市民の意識向上や環境整備に取り組み、「いざという時に支え合える
地域力」をさらに強化する。

重要業績評価指標(KPI)

具体的
な施策

（１） 自主防災組織の設立・活性化と地域の支え合える体制づくり 

実績値

（実績根拠） 自主防災組織加入世帯数の割合　　　※ R5 ： 13,993/15,519世帯　（参考）組織数  102地区
（目標設定） 地域防災計画・第２次香南市振興計画
（事業内容）
市民の隣保協同の精神と連帯感に基づく防災組織の充実強化を図り、防災意識の高揚ならびに人命の安全確保に資する自主防災
組織の結成・活動を促進することで、災害に備えるとともに、災害時の自主防災活動をより効果的に行うために、日頃から地域住民
への啓発活動や訓練等を積み重ねておく。
◇自主防災組織連絡会　◇事前復興まちづくり計画の策定　◇総合防災訓練の開催　◇各訓練の実施  ◇防災・減災講習会の開催
◇地域防災対策補助事業　◇リーダー育成研修開催 　◇香南市みんなで備える防災総合補助事業 等

年度当初に自主防災組織連絡会を行い、年度の方向性や訓練等の調整を実施して計画的に活動の活性化を図る。
また、まちづくり協議会や自治会等との連携や各種訓練時等で設立されていない地域の自主防災組織の設立を図る。

（14,067/15,542世帯　※ 90.5％　（参考） 組織数 102）
自主防災組織連絡会を実施し、総合防災訓練・避難所整備状況を含む防災・減災に関する取り組み・防災総合補助事業等につ
いて情報発信を行った。
また、出前講座等を開催し地域の防災力向上に努めた。

基本的方向

最終年度
達成評価
（A/B/C/-）

①自主防災
組織の

結成率（％）

担当課名 〈防災対策課〉 令和8年3月末

重要業績
評価指標
（KPI）

重要業績
評価指標
（KPI）

具体的
な施策

（１） 地域活動への支援

実績値

（実績根拠）　市主催の総合防災訓練参加者数
（目標設定）　地域防災計画・第２次香南市振興計画　※振興計画の目標値をR7年度より上記目標値に改める。
（事業内容）
大規模地震・津波発生時には、家屋倒壊やがけ崩れ等からの救出・救護、二次的に発生する火災や津波からの避難・消火、通信や交通網の
寸断等による混乱に対し、各種の対策が同時に要求される。
このような、地震・津波災害の特性から、市総合防災訓練では、風水害とともに大規模地震・津波を想定した訓練を実施し、防災関係機関
の職員の能力向上、防災関係機関相互および防災関係機関と住民等との連携強化、さらには住民の防災意識の高揚を図る。
◇香南市総合防災訓練事業

R7 年度は赤岡町内をメイン会場とした市総合防災訓練を１１月に実施し、一層住民に対し、訓練の重要性や防災意識の高揚を図る。

市民と一緒に訓練を作り上げられるように年度当初から積極的に地域の会に参加し、住民連携を図った結果、２ヶ所（①と②）
の指定避難所で自主防災組織が主体的に避難所開設訓練が開催された。
① 野市東小学校：みどり野自主防災組織　② 赤岡小学校 ：本町・弥生町自主防災組織、横町・弁天自主防災組織
また、官民連携訓練や炊き出し等の様々な計画を立て、訓練参加者を増やそうとしたが、訓練当日が大雨となり、メイン会場
の訓練が中止となったことが影響し、KPIの達成には至らなかった。

雨天時の中止のお知らせや代替案等検討の余地があったので、今回の課題を次年度につながるように活かす。

早い時期から地域に入って住民と連携強化を図ることで少しでも多くの参加者を増やしていけるよう、次年度も地域の会に
参加する。
また、訓練計画自体がマンネリ化しないように、企画の段階から意見集約の幅を広げてみる。
R８年度は香我美中学校をメイン会場とした総合防災訓練を１１月に実施し、一層住民に対し、訓練の重要性や防災意識の高揚を図る。
また、昨年の課題にあがった雨天時のメイン会場での訓練中止を解決するべく、香我美中学校と連携し雨天時でも参観日として防災研修
を行う。

最終年度
達成評価
（A/B/C/-）②市総合防災

訓練参加者数
（人）

地域住民の高齢化、リーダー不足、防災に対する認識不足等により、新たな自主防災組織の設立に至っていない地域や防災
活動が難しい地域がある。

広く市民の方が参加できる防災・減災に関する講演会や補助事業の案内等を実施していくとともに、県主催のリーダー育成研
修・防災士研修・シンポジウム等への参加案内を通知し、市民の防災意識向上と地域の防災活動の活性化を図る。
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香南市未来戦略 数値目標 及び 具体的な施策における重要業績評価指標（KPI）評価書

数値目標 基準値 最終目標値

R5年度 R7年度 R8年度 R9年度 R9年度（最終）

- 素案作成中

年度ごとの
到達目標値 基本計画策定 地域協議 計画策定 計画策定

達成評価
（A/B/C/-） A （－％）

(実績根拠)
（目標設定）
（事業内容）

R7年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

R8年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

評価・検証
実施時期

③事前復興
まちづくり
計画の策定

基本目標 「やっぱり香南市がえい」と思えるまちづくりの推進 4

重要業績
評価指標
（KPI）

土地利用のゾーニングの具体化や住民が参加しやすいワークショップの開催方法の検討に加え、次年度以降の継続的な取り
組みについて検討する必要がある。

実施した住民アンケートを取りまとめ、内容の分析・評価を行い、地域の実情や被災後のまちづくりに関するニーズを把握し、
土地利用の具体化を進めるとともに、庁内プロジェクトチーム会や住民ワークショップ等を行い、事前復興まちづくり計画の
内容を充実させる。

R８年度に住民ワークショップを開催し、計画策定に向けて地域との協議を行う。また、庁内プロジェクトチーム会も引き続き
開催する。

担当課名 〈防災対策課〉 令和8年3月末

　４.災害に強いまちづくり

「自助・共助」を基盤とした防災・減災のまちづくりを推進し、市民の意識向上や環境整備に取り組み、「いざという時に支え合える
地域力」をさらに強化する。

重要業績評価指標(KPI)

具体的
な施策

（１） 自主防災組織の設立・活性化と地域の支え合える体制づくり 

実績値

〈当初〉
（実績根拠） ワークショップにより地域との合意の上で作成した本市の「事前復興まちづくり計画」の完成
（目標設定） 地域防災計画・第２次香南市振興計画
（事業内容）
香南市事前復興まちづくり計画の策定に向け、防災対策課以外に商工観光課、農林水産課、学校教育課等13部署で構成する
庁内プロジェクトチームを設置し、R5年度より取り組みを進めている。
R7年度に「事前復興まちづくり計画」の素地となる「事前復興まちづくり計画（基本計画）」を策定し、R8年度からワークショッ
プを開催し、被災後の新しいまちづくりに向けて、地域の方々と協議を実施する。
（WS予定） R8年度　… 各町ごとに２回（計１０回）のWSを開催
                 R9年度  … 各町ごとに最終WS（計５回）を開催し、当計画を策定。

R７年度に庁内プロジェクトチームにより「事前復興まちづくり計画（基本計画）」を策定し、各町ごとのワークショップを経て
「事前復興まちづくり計画」を策定する。

R7.8.22に庁内プロジェクトチーム会を開催し、事前復興の検討を進める対象区域の選定について意見交換を行い、浸水想
定や地域特性を踏まえた候補区域を検討した。
また、事前復興に関する住民アンケートについては、設問内容や対象者、実施方法等について協議し、住民意向を的確に把握
するための方向性を確認した。

基本的方向

最終年度
達成評価
（A/B/C/-）
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香南市未来戦略 数値目標 及び 具体的な施策における重要業績評価指標（KPI）評価書

数値目標 基準値 最終目標値

R5年度 R7年度 R8年度 R9年度 R9年度（最終）

85 86.9 0

年度ごとの
到達目標値 87 88 89 89

達成評価
（A/B/C/-） B （－％）

(実績根拠)
（目標設定）
（事業内容）

R7年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

R8年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

評価・検証
実施時期

重要業績評価指標(KPI)

具体的
な施策

（２） 耐震化の促進・防災対策の充実 

実績値

（実績根拠） R5年度 住宅・土地統計調査による耐震基準無の住宅を母数とし、当市住宅耐震改修工事費補助金を活用した件
数や除却件数を反映させた件数で割合を計算。　（※ R5年度調査より ： 11,582/13,620件 ＝ 85.03％）
（目標設定） 香南市空家等対策計画・第２次香南市振興計画
（事業内容） 　…　R8.3月末実績　： 12,219 / 14,055件 ＝ 86.94％
住宅・建築物の倒壊による死傷者の発生や避難道の閉塞、火災等の被害を防ぐため、住宅の耐震化を推進している。
引き続き、耐震化の必要性や支援制度の周知、所有者負担の軽減等を図り、地域防災計画に基づく事業及び住環境整備事業
を活用し、住宅・建築物の耐震化を着実に推進していく。

耐震診断未実施の家屋を中心にダイレクトメールの送付を継続実施し、耐震改修に至るまでの補助制度の周知に努めるほか、
耐震診断後に耐震設計に至っていない家屋に対して、低コスト工法による改修の例や費用等を示したり、県に登録している耐
震設計業者や耐震改修工事のできる工務店等のリストを同封する等、所有者自身が具体的な行動を起こすサポートとなるよ
うなアプローチを続け、事業の促進を図る。

・住宅耐震診断実施件数 53件、住宅耐震改修設計実施件数 113件、住宅耐震改修工事実施件数 92件
・市HP及び広報誌（4月広報）への事業内容の掲載
・市内民間企業主催の防災イベントにて、住宅耐震ブースを設置し、パネル等の展示やチラシを配布（10/4.10/5）
・市総合防災訓練で住宅耐震ブースの設置を予定していたが、雨天のためイベント中止（11/9）
・① 耐震診断未実施先51件、② 診断実施先20件　の家屋所有者に対してダイレクトメール送付 （3/30）

近年日本各地で発生している地震の影響により耐震改修等に関心が高まっている傾向にあるが、過去に診断を実施しているが設
計に進んでいない方が相当数いるため、引き続きイベントでの周知やダイレクトメール等により啓発を行い、設計・改修につなげて
いく必要がある。
また、耐震診断まで実施している住宅は高齢者世帯が多く、工事費用の負担から耐震化に前向きでない方が多いため、耐震改修利
子補給制度についての案内も併せて行っていき耐震化の促進を図っていく必要がある。

・戸別訪問やダイレクトメール等関心を持ってもらえる方策を工夫し実施していく。
　① 耐震診断未実施先、② 診断実施先の家屋所有者に対してダイレクトメール送付
・市総合防災訓練以外のその他イベント等の催しに出展できないか検討する。
・木造住宅耐震診断事業の対象要件を現行耐震基準（Ｈ12年制定）への拡充、木造住宅除却費補助事業の実施等について
  検討を行う。

最終年度
達成評価
（A/B/C/-）

④住宅耐
震化率（％）

・戸別訪問やダイレクトメール等関心を持ってもらえる方策を工夫し実施していく。
　① 耐震診断未実施先、② 診断実施先の家屋所有者に対してダイレクトメール送付
・市総合防災訓練以外のその他イベント等の催しに出展できないか検討する。
・木造住宅耐震診断事業の対象要件を現行耐震基準（Ｈ12年制定）への拡充、木造住宅除却費補助事業の実施等について
  検討を行う。

担当課名 〈住宅政策課〉 令和8年3月末

重要業績
評価指標
（KPI）
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香南市未来戦略 数値目標 及び 具体的な施策における重要業績評価指標（KPI）評価書

数値目標 基準値 最終目標値

R5年度 R7年度 R8年度 R9年度 R9年度（最終）

44 47.7 0.0

年度ごとの
到達目標値 50 60 70 70

達成評価
（A/B/C/-） B （－％）

(実績根拠)
（目標設定）
（事業内容）

R7年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

R8年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

評価・検証
実施時期

基本目標 「やっぱり香南市がえい」と思えるまちづくりの推進 4

担当課名 〈防災対策課・消防本部〉 令和8年3月末

　４.災害に強いまちづくり

「自助・共助」を基盤とした防災・減災のまちづくりを推進し、市民の意識向上や環境整備に取り組み、「いざという時に支え合える
地域力」をさらに強化する。

重要業績評価指標(KPI)

具体的
な施策

（２） 耐震化の促進・防災対策の充実 

実績値

（実績根拠） 香南市全職員に住宅用火災警報器設置率に関するアンケート調査を実施
（目標設定） 第２次香南市振興計画　※振興計画の目標値をR7年度より上記目標値に改める
（事業内容）
住宅火災から死者を防ぐため、香南市火災予防条例に基づき一般住宅に住宅用火災警報器の設置を推進する。

各種講習会や消防訓練で住宅用火災警報器の説明や市広報誌へ啓発文の掲載、香南ケーブルテレビで設置促進の放映を実
施する。
今後も、設置後１０年を経過したものについて交換や買い替えについての広報活動及び住宅用火災警報器の重要性や住宅火
災からの死者を防ぐために広報活動等を継続して行う。

R8.1月に全庁的アンケート（市職員のパソコン付与者対象）を実施。 ※ 回答者数：241名、うち設置者115名。（47.7％）
各種講習会や訓練等で住宅用火災警報器の設置促進活動を継続して実施している。
また、女性防火クラブによる住宅防火のための家庭訪問や春秋の全国火災予防運動期間中にスーパー等で住宅用火災警報器
のパンフレット等の配布を行い、住宅用火災警報器の重要性ついて広報活動を実施。

基本的方向

最終年度
達成評価
（A/B/C/-）⑤住宅火災

警報器
設置率（％）

重要業績
評価指標
（KPI）

設置後１０年を経過し、住宅用火災警報器の取替えや交換時期を迎えている。
設置していても電池切れでは意味がないことから、電池試験や点検方法を住民に周知し、電池切れ等がないように広報活動
を実施する必要がある。

住宅火災による死者を防ぐため、住宅用消火器や住宅用火災警報器の設置を推進する。

各種講習会や消防訓練で住宅用火災警報器の説明や市広報誌へ啓発文の掲載、香南ケーブルテレビで設置促進の放映を実
施する。
今後も、設置後１０年を経過したものについて交換や買い替えについての広報活動及び住宅用火災警報器の重要性や住宅火
災からの死者を防ぐために広報活動等を継続して行う。
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香南市未来戦略 数値目標 及び 具体的な施策における重要業績評価指標（KPI）評価書

事業名
一覧

R7年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

R8年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

評価・検証
実施時期

（自主防災組織の設立・活性化と地域の支え合える体制づくり）
・総合防災訓練については、３年に１回は野市を入れ、各小学校を回れるように取り組み、地域の防災意識高揚及び防災力の
　充実強化につなげる。
・各種訓練の実施については、職員及び地域の防災意識向上に向け、様々な視点から発信できるよう訓練計画を立てる。
・防災・減災講習会の開催については、「自助・共助」の重要性発信及び防災意識の高揚を図るため、今後も開催数を増やしていく。
・市主催のリーダー育成研修を引き続き開催するとともに、県や防災団体が行う研修への参加案内を通知し、市民の防災意識向上
　と地域の防災活動の活性化を図る。
（耐震化・防災対策）
・ 耐震事業については、戸別訪問やダイレクトメール等関心を持ってもらえる方策を工夫し実施していく。　（R９.3月（予定））
　 ①耐震診断未実施先 、 ②診断実施先の家屋所有者に対してダイレクトメール送付
・ 引き続き市HPや広報誌等を活用し補助制度の周知を図っていく。
・ 市民から管理不全な状態の空き家等の情報提供があった場合は、所有者への指導・助言時に補助制度の紹介を行っていく。
・ 災害時に備蓄品を指定避難所まで適切に配送できるように平時からの訓練等を通して物資環境対策部と連携を図っていく。
（国直轄化関係）　　国土交通省及び財務省、県選出国会議員に要望活動を行い、香南工区の早期の工事完成を求めていく。

（自主防災組織の設立・活性化と地域の支え合える体制づくり）
各種防災・減災研修会への参加案内やれんけいこうちの取り組みを活用しながら、出前研修等市独自の防災・減災研修の開催を増やす
等、あらゆる機会を通して啓発を行い、自主防災組織の設立へつなげていく。
避難所運営マニュアルを使った避難所の開設・運営訓練や事前復興まちづくりワークショップ等、市独自の防災・減災研修を開催し、「協
働」、「共助」への防災意識の醸成を図る。
※ R８.１１月 ： 香我美中学校をメイン会場とした市総合防災訓練を実施し、一層住民に対し、訓練の重要性や防災意識の高揚を図る。
（耐震化・防災対策）
・ 耐震事業については、戸別訪問やダイレクトメール等関心を持ってもらえる方策を工夫し実施していく。（R９.3月（予定）
　 ①耐震診断未実施先 、 ②診断実施先の家屋所有者に対してダイレクトメール送付
・市HPや広報誌等を活用し補助制度の周知を図っていく。
・市民から管理不全な状態の空き家等の情報提供があった場合は、所有者への指導・助言時に補助制度の紹介を行っていく。
（国直轄化関係）
　R8年7月・10月、R9年2月の計3回、本省要望（国土交通省・財務省）及び県選出国会議員に対して要望活動を実施予定。

担当課名 〈防災対策課・住宅政策課・建設課 等〉 令和8年3月末

防災

基本目標 「やっぱり香南市がえい」と思えるまちづくりの推進 紐づく事業総括

　４.災害に強いまちづくり

「自助・共助」を基盤とした防災・減災のまちづくりを推進し、市民の意識向上や環境整備に取り組み、「いざという時に支え合える
地域力」をさらに強化する。

（自主防災組織の設立・活性化と地域の支え合える体制づくり ）
◇地域防災計画の策定　　◇市総合防災訓練の開催　　◇ 各訓練の実施　◇防災・減災講習会の開催
◇地域防災対策補助事業 ◇リーダー育成研修開催 ◇香南市みんなで備える防災総合補助事業 等
（耐震化・防災対策 ）
◇直轄海岸整備の促進　　　◇住宅耐震診断（改修）事業　◇橋梁耐震補強事業　 ◇災害時備蓄品整備事業
◇耐震性貯水槽設置事業 　◇津波避難道整備事業　　　　◇コンクリートブロック塀耐震対策事業
（再掲）◇老朽化住宅等の除却事業　　等

（自主防災組織の設立・活性化と地域の支え合える体制づくり）
各種防災・減災研修会への参加案内やれんけいこうちの取り組みを活用しながら、出前研修等市独自の防災・減災研修の開催を増やす
等、あらゆる機会を通して啓発を行い、自主防災組織の設立へつなげていく。
避難所運営マニュアルを使った避難所の開設・運営訓練や事前復興まちづくりワークショップ等、市独自の防災・減災研修を開催し、「協
働」、「共助」への防災意識の醸成を図る。
※ R7.１１月 ： 赤岡町をメイン会場とした市総合防災訓練を実施し、一層住民に対し、訓練の重要性や防災意識の高揚を図る。
（耐震化・防災対策）
耐震診断未実施の家屋を中心にダイレクトメールの送付を継続実施し、耐震改修に至るまでの補助制度の周知に努めるほか、耐震診断後
に耐震設計に至っていない家屋に対して、低コスト工法による改修の例や費用等を示したり、県に登録している耐震設計業者や耐震改修
工事のできる工務店等のリストを同封する等、所有者自身が具体的な行動を起こすサポートとなるようなアプローチを続け、事業の促進
を図る。

（自主防災組織の設立・活性化と地域の支え合える体制づくり）
・ 総合防災訓練開催においては、市内５地区（野市・夜須・赤岡・香我美・吉川）を５年周期で回りながら、地域の防災力向上に努めている。
・ 各訓練の実施については、職員及び地域の防災力向上につながる訓練を計画し、「自助・共助・公助」を強化を図っている。
・ 防災・減災講習会の開催については、出前講座27件（R5⇒９件）行い、「自助・共助」の重要性の発信及び防災意識の高揚を図れた。
・ リーダー育成研修については、防災・減災に関する訓練を通じてリーダーに求められる知識や経験を伝えている。
（耐震化・防災対策）
・ 住宅耐震診断実施件数 53件、住宅耐震改修設計実施件数 113件、住宅耐震改修工事実施件数 92件、
・ コンクリートブロック塀耐震対策事業実施件数 9件
・ 老朽住宅等除却事業に対する判定件数 　 47件、 事業認定件数 17件、　事業申請件数 14件
・ 危険廃屋解体撤去事業に対する判定件数 36件、 事業認定件数 24件、  事業申請件数 10件
・ 想定最大避難者数の12,000人1日分の備蓄品を計画的に購入している。
（国直轄化関係）　国土交通省より、R7.4に直轄海岸工事施工区域に指定された。

（自主防災組織の設立・活性化と地域の支え合える体制づくり）
・総合防災訓練のメイン会場となる地区により、参加者数が大幅に変動するのが課題。
・野市は３つの小学校を回るのに15年かかる。
・各種訓練の実施については、職員の防災意識向上に繋がる新たな取り組みが検討課題。
・防災・減災講習会の開催については、土日開催希望が多いため担当職員への負担が課題。
・リーダー育成研修については、参加者が少なく地域の防災意識低下が課題。
（耐震化・防災対策）
・ 近年日本各地で発生している地震の影響により耐震改修等に関心が高まっているが、過去に診断を実施して設計に
　 進んでいない方がいる。
・ 耐震診断まで実施している先では、高齢者世帯が多く、工事費用の負担から耐震化に前向きでない方が多いため、耐震
　 改修利子補給制度について案内も併せて行い、耐震化の促進を図っていく必要がある。
・ 老朽化した空き家等の増加や補助制度の認知度の高まりにより、問い合わせ等は近年増加傾向にあるが、所有者が
　 県外在住や所有者不明の土地・建物等もあり、解体に進んでいない物件もある。
・ 備蓄品を適切に管理し、入れ替えを行っていく必要がある。
（国直轄化関係）
・ 国において地質調査を行い、設計作成を実施中。
　 詳細な工事方法については、国において地域の特性を考慮しつつ慎重に検討中であり、具体的な工法が決まり次第、
　 説明会等を開催し地域の理解が得られるよう、市として努める必要がある。

基本的方向

21



香南市未来戦略 数値目標 及び 具体的な施策における重要業績評価指標（KPI）評価書

数値目標 基準値 最終目標値

R5年度 R7年度 R8年度 R9年度 R9年度（最終）

1,036 1,070 0

年度ごとの
到達目標値 1,200 1,200 1,200 1,200

達成評価
（A/B/C/-） B （－％）

(実績根拠)
（目標設定）
（事業内容）

R7年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

R8年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

評価・検証
実施時期

５.地域と連携した子育ての推進

子どもや若者、子育て当事者等が子育てを通じて地域と一緒に成長しあえる環境づくりを推進し、携わるすべての人が生きがいを
感じ、活躍できる地域社会を創出するとともに、子どもたちの郷土愛・地域愛の素地を育くみます。

（実績根拠）　青少年育成香南市民会議本部事業への参加者数
（目標設定）　第2期香南市まち・ひと・しごと創生総合戦略を踏襲
（事業内容）
青少年育成香南市民会議本部や各地域単位で実施される世代間交流事業を関係団体と連携しながら事業を進める

三世代交流事業として、三世代交流パークゴルフ大会、三世代交流土佐凧づくり教室、三世代交流凧あげ大会、三世代交流モ
ルック大会を開催する。
伝統の遊びとそれに関連する伝統事業の企画を講じて、地域での関係の希薄化が進む中、子育て中の親子等多様な世代を対
象にした企画を各公民館とともに行い、充実した地域づくりを図っていく。

○三世代交流パークゴルフ大会… R7.11.1開催　16名参加
○三世代交流土佐凧づくり教室… R7.11.9開催　12名参加，11.29開催　12名参加，12.6開催　４名参加
○三世代交流凧あげ大会　　　　… R8.1.11開催　1,000人参加（延）
○三世代交流モルック大会　　　… R8.2.14開催　26人参加

各事業ともに、リピート率は高いが、天候にも左右される部分はある。
また、三世代交流事業に足を運んでもらうための対応が課題。

１月開催の新正凧あげ大会には、幅広い広報の成果もあり多くの人に足を運んでもらえることができた。
R8年度以降についても土佐凧づくり教室は、市内２～３カ所で実施予定。各地区で開催したモルック大会も、より多くの方に
参加して頂けるよう周知に対する工夫を行っていく。
また、パークゴルフ大会のような地域の施設を活かした三世代交流事業も継続的に行っていく。
凧あげ大会の市内外への広報を積極的に行う。

三世代交流事業として、三世代交流凧あげ大会と凧づくり教室、モルック大会やパークゴルフ大会などを開催する。
各地区を巻き込んで様々なイベントを展開することにより、世代を超えて多くの方に参加してもらえるような事業を展開して
いく。
地域の希薄化が進む中、子育て中の親子など多様な世代を対象にした行事を通して、共に楽しむだけではなく意見交換の場
や地域の絆づくりを図っていける場としていく。

重要業績評価指標(KPI)

具体的
な施策

（１） 世代を超えた交流 

実績値

基本目標 「やっぱり香南市がえい」と思えるまちづくりの推進 5

重要業績
評価指標
（KPI）

基本的方向

最終年度
達成評価
（A/B/C/-）①三世代交流

事業参加者数
（人）

担当課名 〈生涯学習課〉 令和8年3月末
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香南市未来戦略 数値目標 及び 具体的な施策における重要業績評価指標（KPI）評価書

数値目標 基準値 最終目標値

R5年度 R7年度 R8年度 R9年度 R9年度（累計）

18 17 17

年度ごとの
到達目標値 15 20 20 55

達成評価
（A/B/C/-） A （－％）

(実績根拠)
（目標設定）
（事業内容）

R7年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

R8年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

評価・検証
実施時期

担当課名 〈生涯学習課課〉 令和8年3月末

具体的
な施策

（１） 世代を超えた交流 

実績値

（実績根拠）　町民運動会、町内駅伝大会、各種市長杯実施回数
（目標設定） 第２次香南市振興計画後期基本計画・第２期香南市教育振興基本計画・香南市教育行政方針
（事業内容）
スポーツを通した活力あるまちづくりを推進するため、市民同士のコミュニケーションの促進や交流人口の拡大に寄与するさまざまなス
ポーツイベントの開催を支援する。
スポーツ関連団体等と連携して、スポーツを通した経済・地域の活性化に努める必要がある。

新型コロナウイルスの影響もなくなり、数多くの大会やイベントが開催できるようになった。
地域コミュニティを維持・活性化していくためにも、軽スポーツ等を普及する等継続して取り組む。
〇地域別の運動会（4回）　： 10/5　野市地区 約３００名、10/26　夜須地区　約３００名、赤岡地区　約１７０名、吉川地区　約１３０名
〇駅伝大会（３回） 　　　　　：　1/11　香我美地区132名、1/12　野市地区141名、1/18　夜須地区　72名
〇市長杯 （10回）　　　　　 ：　5/4～5　　  　市長旗中学校招待野球大会,12団体　191名参加
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 6/1・7　　　 市長旗争奪小学生野球大会、8団体　120名参加
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 6/ 8 　     　市長杯バドミントン大会、18団体　81名参加　　/　市長杯卓球大会　28団体　127名参加
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　6/15　　 　　市長杯ソフトバレーボール大会　10団体　50名参加
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　9/13～14  市長杯サッカー大会（小学生の部）　23団体　480名参加
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　9/20～21　市長杯サッカー大会（中学生の部）　12団体　340名参加
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 10/26　　　　 市長杯パークゴルフ大会　50名参加
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　3/18　　　　  市長杯オープンゴルフ大会　34名参加
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　3/21 　　　　 市長杯ミックスダブルステニス大会　42団体　84名参加
※ 計17のスポーツ関連イベントを実施し、地域コミュニティの活性化につながっている。

重要業績
評価指標
（KPI）

市民のスポーツ交流の場として、多くの大会やイベントが開催できている。

引き続き、地域コミュニティを維持・活性化していくために、軽スポーツ等を普及する等継続して取り組む。

地域コミュニティを維持・活性化していくためにも、誰もが気軽にスポーツに取り組めるきっかけづくりとスポーツの楽しさを
知ってもらうことができる軽スポーツ等を普及する等継続して取り組む。
また、モルックの貸出についても幅広く周知を行い、軽スポーツに触れる機会を拡充します。

最終年度
達成評価
（A/B/C/-）

②地域コミュニ
ティの活性化に
資するスポーツ
関連イベントの
開催数（回）
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香南市未来戦略 数値目標 及び 具体的な施策における重要業績評価指標（KPI）評価書

事業名
一覧

R7年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

R8年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

評価・検証
実施時期

５.地域と連携した子育ての推進

子どもや若者、子育て当事者等が子育てを通じて地域と一緒に成長しあえる環境づくりを推進し、携わるすべての人が生きがいを
感じ、活躍できる地域社会を創出するとともに、子どもたちの郷土愛・地域愛の素地を育くみます。

◇夏休み子ども教室事業　　◇文化財啓発事業　　　  ◇スポーツ少年団事業 　　　◇生涯スポーツ教室の開催
◇こどもよさこい事業  　　　◇本の読み聞かせ事業　◇AＬＴや外国人とのイベントの開催　◇町民運動会等の開催
（再掲） ◇ファミリーサポートセンター事業　等

家庭や地域が、子どものしつけや基本的な生活習慣の確立等の教育基盤となる役割をしっかりと担うとともに、仕事と育児の
両立を支援し、安心して子育てができる環境づくりを推進する。
また、保護者の子育てに対する不安や悩みを軽減し、望ましい子育てを支援するために、多様な手段により学習機会や情報の
提供に努める。
加えて、生涯学習に関するボランティア等の登録者の確保に努めるとともに、地域コミュニティの活性化に資するスポーツイベ
ント等を開催し、携わるすべての人が生きがいを感じ、活躍できる地域社会を創出する。
① こどもよさこい事業  ： R7.４月募集。99名の踊り子が「みなこい港まつり」「よさこい祭り本祭」「田園祭」に参加
② 生涯スポーツ教室　  ： スポーツ振興委託事業において、年間を通じ様々な教室を開催
③ 町民運動会等の開催 ： スポーツ協会と連携し町民運動会Ｒ７.１０月や町内駅伝大会Ｒ８.１月を開催
④ 本の読み聞かせ事業 ： 年間を通じ毎週土曜日に野市図書館及び香我美図書館で開催
⑤ 文化財啓発事業 　　　： 年間を通じ子ども向けの文化財教室や出前講座等を開催
⑥ 夏休み子ども教室 　 ： R7.７月～８月に開催

基本目標 「やっぱり香南市がえい」と思えるまちづくりの推進 紐づく事業総括

①　 踊り子参加人数（９９名）　/ 練習（7/1～8/8計18回　野市小体育館等）
    　みなこい港まつり（7/27）、よさこい本祭（8/10～8/11）、田園祭（8/23）へ参加
②③スポーツ関連団体の活動を支援することにより、子どもたちへのスポーツの普及と機会の提供に努める。
④　 本の読み聞かせ事業：毎週土曜日の午前中、野市図書館ではのいち子ども図書館クラブが、香我美
　　　図書館ではかがみ読書の会が本の読み聞かせを開催している。
　 　 各図書館への読み聞かせ参加人数は、野市図書館は232人、香我美図書館は211人、合計４４３人であった。
⑤　 他市等で子どもに人気のある「まが玉つくり」を夏休み期間（８月）に実施した。
⑥　 夏休み子ども教室：夏休み期間中に子どもたちに様々な体験（16教室）をしてもらい、健やかな
　　　成長と豊かな想像力や発想を促すことができた。

地域連携

基本的方向

担当課名 〈生涯学習課 等〉 令和8年3月末

①　　チラシの掲載内容・配布回数・募集方法等の工夫により参加人数については概ね達成できた。
　　　 また、事業を通し異なる学校や地域の踊り子と仲良くなる等地域間の交流も出来た。
②③ 今年度１団体登録が増え合計24団体となっている。
④　　本の読み聞かせを実施するボランティアの高齢化もあり、若い世代のボランティアの加入促進と
　　　 育成や図書館に協同できる新しいボランティア制度等の創設が課題。
⑤　　大人の参加はあったが、こどもの参加がなかった。子どもだけで参加しやすいように工夫する必要がある。
　　　 子どもに人気のある「まが玉づくり（文化財教室）」を開催したが、子どもの参加がなかった。
⑥　　例年、どの教室も盛況で、「夏休みこども教室」の受講者数も定員を充足しているが、参加できない方
　　　 もいる現状がある。
　 　　実施メニューや場所、ニーズ等の把握について事前協議を行うことも必要。

①　　事業内容・方針はこれまで同様に続けていく。
　 　　ただし、近年の物価高騰等によりバスや地方車借上げの費用が増加しているので、参加費の増額や
　 　　新規の協賛への呼びかけ等によって収入を増やす工夫を考えていく。
②③ 引き続き、多様なスポーツ機会を提供する。
④　　既存のボランティア団体の活動だけでなく、機会を見つけて、図書館からも保幼小等へ積極的に
　　　 出かけて行く活動をしていきたい。
⑤　　子どもだけで参加できる内容や会場で、文化財教室を今後開催していきたい。
⑥　　人気の定番教室のほかに、新たな教室も用意し、また、参加しやすさも考慮した地区公民館での開催
　　　 も考慮しながら等の工夫を考えていきたい。

家庭や地域が、子どものしつけや基本的な生活習慣の確立等の教育基盤となる役割をしっかりと担うとともに、仕事と育児の
両立を支援し、安心して子育てができる環境づくりを推進する。
また、保護者の子育てに対する不安や悩みを軽減し、望ましい子育てを支援するために、多様な手段により学習機会や情報の
提供に努める。
加えて、生涯学習に関するボランティア等の登録者の確保に努めるとともに、地域コミュニティの活性化に資するスポーツイベ
ント等を開催し、携わるすべての人が生きがいを感じ、活躍できる地域社会を創出する。
① 夏休み子ども教室 　 ： R8.７月～８月に開催予定
② 文化財広報啓発事業 ： 年間を通じ子ども向けの文化財教室や出前講座等を開催予定
③ 生涯スポーツ教室　   ： スポーツ振興委託事業において、年間を通じ様々な教室を開催予定
④ こどもよさこい事業  ： R8.４月募集（１００名）　　みなこい港まつり、本祭、田園際へ参加を予定
⑤ 本の読み聞かせ事業 ： 年間を通じ毎週土曜日に野市図書館及び香我美図書館で開催予定
⑥ 町民運動会等の開催 ： スポーツ協会と連携し町民運動会Ｒ8.１０月や町内駅伝大会Ｒ9.１月を開催予定
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数値目標 基準値 最終目標値

R5年 R7年 R8年 R9年 R9年（累計）

194 195 195

年度ごとの
到達目標値 191 203 206 600

達成評価
（A/B/C/-）

A （－％）

(実績根拠)
（目標設定）

香南市未来戦略 数値目標 及び 具体的な施策における重要業績評価指標（KPI）評価書

基本目標 こどもまんなか香南市の実現 健康対策課

基本的方向

１.妊娠・出産に関する体制の充実
２.子育てに関する体制の充実
３.地域と連携した子育ての推進　(再掲）
４.出会い・結婚に対する支援

実績値

（実績根拠）　高知県健康づくり支援システムにおいて公表される実績　 ※実績は暦年（１月～１２月）の出生数
                 ※公表は毎年翌年１１月頃。
（目標設定）　高知県人口減少対策総合交付金の求める「R１５年度までにR４年度の数字（211人）に戻す」ことを前提
                 とした設定。

（P) R7年度の取り組み
個々の価値観を尊重しながら、誰もが望むタイミングで安心して出産・子育てができる環境を整えるため、引き続き、各事業
の進捗状況等を確認し、選択と集中を以て、ライフステージに応じた切れ目のない支援を取り組むことで、香南市で子育て
することの満足度向上につなげ、将来の出生数向上を目指す。

（D) これまで（R7年度）の取り組み　　※参考　R7.1～12月：195人　/　R7.4～R8.3月：190人
地区担当保健師が、妊婦全員に伴走型支援として妊娠届出時の面談から妊娠後期の状況確認、出産後は早期に赤ちゃん訪
問を実施し、必要なサービスにつなげることで、不安なく妊娠期～子育て期を過ごせるように支援している。
里帰り出産の方には里帰り先での訪問を依頼し、里帰り先でも支援や利用できるサービスにつなげている。

（C) 数値目標達成に向けた課題等
R6年度（１月～１２月）の数値（186人）及び目標値（191人）以上の出生数となったが、２００人以下の出生数となっている。
出生数は全国的に減少傾向であり、出生数の増加に対し特効薬があるわけではないのも事実である。
本市では引き続き、妊娠された方に対する丁寧な関わり（パパママ教室等での不安を取り除いたり、初産の方には後期に面
談を行う等）に引き続き取り組んでいくことで、出生数の増加につなげていく。

（A) 課題解決等に向けた取り組み
希望する妊娠が成立するよう不妊治療費の助成支援を継続する。
出生後は育児の孤立化を防ぐため「にこなん」等、他課とも連携して子育て支援を行う。

（P) R8年度の取り組み
個々の価値観を尊重しながら、誰もが望むタイミングで安心して出産・子育てができる環境を整えるため、引き続き、各事業
の進捗状況等を確認し、選択と集中を以て、ライフステージに応じた切れ目のない支援を取り組むことで、香南市で子育て
することの満足度向上につなげ、将来の出生数向上を目指す。

（D) これまでの取り組み

（C) 数値目標達成に向けた課題等

（A) 課題解決等に向けた取り組み

出産
子育て

備 考

取り組み実績の
補足や

当事業の課題
を記載

最終年度
達成評価
（A/B/C/-）

[１]出生数
（人）
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香南市未来戦略 数値目標 及び 具体的な施策における重要業績評価指標（KPI）評価書

数値目標 基準値 最終目標値

R5年度 R7年度 R8年度 R9年度 R9年度（最終）

97.1 98.0 0

年度ごとの
到達目標値 97.3 97.5 97.8 97.8

達成評価
（A/B/C/-） A （－％）

(実績根拠)
（目標設定）
（事業内容）

R7年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

R8年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

評価・検証
実施時期

事業名
一覧

R7年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

R8年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

評価・検証
実施時期

基本目標 こどもまんなか香南市の実現 1

１.妊娠・出産に関する体制の充実

妊娠期からの継続した相談や支援が受けられる体制の充実に引き続き取り組む。
出産後の支援にもしっかり取り組むことで、母子ともに健やかに過ごせる環境づくりをさらに確立し、安心して子育てできる
フェーズへとつなげていく。

重要業績評価指標(KPI)

実績値

（実績根拠） 成育医療等基本方針
（目標設定） 第２次香南市振興計画　（１歳８か月時）
（事業内容）
不妊治療費助成事業（一般・特定）、妊娠出産子育て支援事業、パパママ教室事業、マタニティ教室事業、産前産後ヘルパー派遣事業、
妊産婦・乳児健康診査事業、産後ケア事業、新生児聴覚検査事業 の実施

不妊治療の助成を行うことで治療の機会が増え、出生数の増加につなげる。
新生児訪問の対応や乳児家庭全戸訪問に引き続き取り組むことで、タイムリーに相談・対応ができる体制を維持していく。
全ての家庭がゆとりをもって子どもを産み育てる環境づくりに向けて、産前産後ヘルパー派遣事業、産後ケア事業、伴走型
相談支援、子育て支援の拡大等、子育て家庭に配慮した環境づくりを推進する。

・不妊治療の助成：（延べ数）一般不妊治療５件　特定不妊治療５１件
・妊娠期からの伴走支援として、妊娠届出時の面談や８か月アンケートは全妊婦に実施、初産婦には妊娠後期に面談を実施
　し安心して出産まで望めるように支援を実施。
・産後ケア事業：（延べ数）訪問型５３件、通所型８３件、宿泊型５６件

不妊治療の助成件数は伸びており、出生数の増加が期待される。
ユニバーサル事業として産後ケア事業が展開され、実績も伸びているため、必要時に利用できるような事業所の体制づくり
が求められる。

産後ケア事業の拡充や地区担当保健師の伴走型相談支援を継続する。

産後ケア事業の拡充をはかり、産後も安心して育児が出来るよう支援することで出生数の増加につなげる。
不妊治療の助成を継続し、治療の経済的負担を軽減することで出生数の増加につなげる。

担当課名 〈健康対策課〉 令和8年3月末

基本目標 こどもまんなか香南市の実現 紐づく事業総括

１.妊娠・出産に関する体制の充実

妊娠期からの継続した相談や支援が受けられる体制の充実に引き続き取り組む。
出産後の支援にもしっかり。取り組むことで、母子ともに健やかに過ごせる環境づくりをさらに確立し、安心して子育てできる
フェーズへとつなげていく。

◇不妊治療費助成事業（一般・特定）　 ◇妊娠出産子育て支援事業　　◇産前産後ヘルパー派遣事業
◇妊産婦・乳児健康診査事業   ◇パパママ教室事業  ◇乳幼児等医療費助成事業   ◇産後ケア事業
◇新生児聴覚検査事業　        ◇地域子育て支援拠点事業　　◇子育て情報の発信
◇香南市の森からの贈り物事業　    　◇養育支援訪問事業　　◇ひとり親家庭医療費助成事業　等

目標値を達成するため、ライフステージに合わせた切れ目ない支援を今後も継続して行う。
各事業内容についても、これまで改善や工夫を凝らしたことから、引き続き、事業の見直しを図りながら、継続し取り組んで
いく。

妊婦一般健康診査受診券（14回分）の交付や、妊婦のための支援給付により、出産にむけての経済的支援を行うことで不安
なく準備等が行えるよう支援ができた。
また乳児の健診受診券の配布等で家庭に係る負担をのぞき、妊産婦・乳幼児の健康管理にも努めている。
R6年度途中に整備した初回産科受診料助成（非課税世帯の妊婦に対して初回受診料を補助するもの）の実績は3件。
◇香南市の森からの贈り物事業　…　R7年度　申請者数 174件

不妊治療の助成については県が一定基準を示したことにより、市としてもR9年度以降、県の基準に合わせるよう準備をし
ていく。

引き続き経済的支援を行うとともに、保健師による伴走型相談支援事業を実施し、切れ目ない支援を行う。

マタニティ教室にも父親や家族が参加できるよう対象者を拡大し、妊娠中からの不安を少なくし、夫婦での育児に取り組め
るよう支援する。
こんにちは赤ちゃん訪問については全戸訪問を目標とし、育児の孤立を防ぎ、必要な支援につなぐことで香南市で子育てを
してよかったと思う保護者を増やす。

担当課名 〈健康対策課・こども課 等〉 令和8年3月末

重要業績
評価指標
（KPI）

子育て

基本的方向

最終年度
達成評価
（A/B/C/-）

①この地域で
子育てを
したいと思う
親の割合（％）

基本的方向
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香南市未来戦略 数値目標 及び 具体的な施策における重要業績評価指標（KPI）評価書

数値目標 基準値 最終目標値

R5年度 R7年度 R8年度 R9年度 R9年度（累計）

11,437 15,186 15,186

年度ごとの
到達目標値 13,000 13,500 14,000 40,500

達成評価
（A/B/C/-） A （－％）

(実績根拠)
（目標設定）
（事業内容）

R7年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

R8年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

評価・検証
実施時期

基本目標 こどもまんなか香南市の実現 2

２.子育てに関する体制の充実

R8年度も引き続き、「にこなん」を拠点とした相談体制の拡充や、病後児保育等のサービスを充実させることにより、利用者
の増加へとつなげていく。

担当課名 〈こども課〉 令和8年3月末

すべての子どもたちがいきいきと健やかに発達・成長できる環境づくりを家庭や地域、関係機関等と連携しながら整えることで、
安心して子育てができる環境を確立する。

重要業績評価指標(KPI)

具体的
な施策

（１） 乳幼児期

実績値

（実績根拠） 地域子育て支援センター活動状況報告書（四半期毎に県子育て支援課へ提出）
（目標設定） 第２次香南市振興計画・第３次香南市教育振興基本計画では、R7.R8年度の目標値は10,800だが、
　　　　　　　 　R5年度実績とR7年度より毎週土曜日の開設を行うことを考慮して、R7年度以降の目標値を設定。
（事業内容）
子育て支援の拠点施設として、就学前の乳幼児及びその保護者等が相互の交流を行う広場を常時開設し、育児講座等の開催や子育て
についての相談、情報の提供・助言その他の援助を行う。
総合子育て支援センター「にこなん」を拠点として、香我美おれんじ保育所・夜須こども園・野市東こども園（R7年度より）は出張ひろば
事業を実施する。

R5年度から親子のひろばの開設時間を1時間延長して16時までに拡大するとともに、月1回の土曜日開設を第2と第4の
月2回開設（9時～11時30分）にし、8時から16時までであった病後児保育施設の開設時間を、７時30分から16時30分ま
で前後30分拡大する等、サービスを拡充した。
R7年度から、毎週土曜日の開設を行うことにより、今まで以上に就学前の保護者の子育てに対する不安感や悩みを軽減し、
子育てに活かしてもらえるよう、妊娠から出産、育児まで、関係機関と連携しながら切れ目のない子育て支援を行う。
「にこなん」を拠点とした相談体制の拡充や、病後児保育等のサービスを充実させることにより、利用者の増加へとつなげて
いく。

平日は９時から16時まで、土曜日は９時から１１時30分まで、未就園の乳幼児とその保護者等が相互の交流を行う「親子の
ひろば」を開設。
また、毎週第３金曜日の午後及び保育所における家庭保育協力日に合わせて「にこなんであそぼう！」と題して就園児の利
用拡大を行っている。
その他、骨盤ケア教室やマタニティ教室等の育児学級を開催したり、栄養相談や助産師相談等子育てに関する相談を行い、
妊娠期から子育て期までの切れ目ない子育て支援策を展開している。

限られた予算と人員体制の中で日曜日開設や一時預かり事業の実施といったサービス拡充が可能かどうかの検討が必要。

重要業績
評価指標
（KPI）

基本的方向

最終年度
達成評価
（A/B/C/-）①総合子育て

支援センター
「にこなん」の
利用者数（人）

一時預かり事業は、香我美おれんじ保育所及び夜須こども園で実施。
前述の２園での希望を上回るニーズを含めて、にこなんでの 「一時預かり事業」の実施の必要性について要検討。
R7.11.15(土）に、子育て講演会「あかちゃんからの性教育ってどんなこと？」を開催。
子ども自身が自分と他者とを大切にすることができるよう、幼児期からの性教育について保護者が知識を深め、日常に取り
入れることができるよう、講話をいただいた。
（参考） 子育て講演会参加者　…　保護者等27人（父親７人、母親19人、祖母１人）、教育関係者２人、合計29名
　　　                                    ※ 上記には含みませんが、託児利用の子ども：12人
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香南市未来戦略 数値目標 及び 具体的な施策における重要業績評価指標（KPI）評価書

数値目標 基準値 最終目標値

R5年度 R7年度 R8年度 R9年度 R9年度（最終）

457 458 0

年度ごとの
到達目標値 450 450 450 450

達成評価
（A/B/C/-） A （－％）

(実績根拠)
（目標設定）
（事業内容）

R7年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

R8年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

評価・検証
実施時期

重要業績評価指標(KPI)

具体的
な施策

（２） 就学期

実績値

（実績根拠） R４～６年度の4月１日時点の利用者数
（目標設定） 第２次香南市振興計画 ・ 第２期香南市教育振興基本計画
　　　　　　　　※募集状況や支援員数等により受入れられる人数は変化するため、R7年度以降も450人の受入維持を
　　　　　　　　　 目標値に設定する。
（事業内容）
保護者が就労等により昼間家庭にいない小学校児童に対し、放課後に適切な遊びや生活の場を提供し、児童の健全な育成を図る。
設置場所（12ヶ所）：野市小（4）、佐古小（2）、野市東小（2）、赤岡小、香我美小（2）、夜須小

R7年度の放課後児童クラブの利用者数は目標値450人に対して、458(456)人　※カッコ書き数字はR6年度
（野市小：179(178)人、佐古小：78(86)人、野市東小：75(71)人、赤岡小：17(16)人、香我美小：76(76)人、
  夜須小：33(29)人）

放課後児童クラブを市内12ヶ所で開設し、共働き家庭等の児童（1～6年生）を対象として放課後から18時（一部18時30
分）まで遊びや生活の場を提供し、子どもたちの健全育成を図っている。
R7年度から、公営児童クラブにおいて学校のある日の平日に18時30分までの延長保育を実施する。
ただし、施設面では受け入れ可能であっても、常勤支援員が不足すると受け入れ人数を少なくせざるを得ない場合が生じか
ねない状況であるため、引き続き支援員確保に向けた取り組みを行い、受入の維持につなげていく。

募集人数を上回る入会決定を行ったが、待機児童が発生した。
(再掲)R7年度より公営児童クラブにおいて学校のある日の平日に18時30分までの延長保育を実施。

継続的な支援員の確保、特性のある児童への対応
・歳入増加 … 保護者負担金の見直し
・歳出削減 … 支援員の配置基準の見直し

市から業務委託を受けて保護者会が運営している夜須はーと児童くらぶはR８年度より市の直営となる。
入会選考基準の見直し（低学年を優先）を行い、入会基準を満たした１年生から順番に入会決定を行う。

R8年度の放課後児童クラブの利用者数は目標値450人に対して、452人を受け入れている。
野市小：179人、佐古小：92人、野市東小：74人、赤岡小：16人、香我美小：68人、夜須小：23人
放課後児童クラブを市内12ヶ所で開設し、共働き家庭等の児童（1～6年生）を対象として放課後から18時（一部18時30
分）まで遊びや生活の場を提供し、子どもたちの健全育成を図っている。
R8年度は、クラブ支援員の各小学校の学校運営協議会への参加や、学校の避難訓練に参加する等して情報を共有し、学校
とのさらなる連携の強化を図る。
また、今後の障害のある児童の利用ニーズに備え、研修等で引き続き支援のあり方を学ぶ。

担当課名 〈こども課〉 令和8年3月末

重要業績
評価指標
（KPI）

最終年度
達成評価
（A/B/C/-）②放課後児童

クラブの
利用者数（人）
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香南市未来戦略 数値目標 及び 具体的な施策における重要業績評価指標（KPI）評価書

数値目標 基準値 最終目標値

R5年度 R7年度 R8年度 R9年度 R9年度（累計）

166 223 223

年度ごとの
到達目標値 170 175 180 525

達成評価
（A/B/C/-） A （－％）

(実績根拠)
（目標設定）
（事業内容）

R7年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

R8年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

評価・検証
実施時期

基本目標 こどもまんなか香南市の実現 2

２.子育てに関する体制の充実

すべての子どもたちがいきいきと健やかに発達・成長できる環境づくりを家庭や地域、関係機関等と連携しながら整えることで、
安心して子育てができる環境を確立する。

重要業績評価指標(KPI)

具体的
な施策

（２） 就学期

実績値

（実績根拠） こうなんファミリーサポートセンター活動状況報告書 （R5年度に県生涯学習課へ提出した実数）
（目標設定） こうなんファミリーサポートセンター活動状況報告書 （四半期ごとに県生涯学習課へ提出する実数）
（事業内容）
子育て家庭の支援の一環として、育児支援を必要とする「おねがい会員」と、支援ができる「まかせて会員」が会員登録をし、
お互いに助け合う「こうなんファミリサポートセンター」を、香南市社会福祉協議会に委託し運営。

R6年12月末のファミリーサポートセンターの会員数は152人。(おねがい会員:103人, まかせて会員:49人)
R3年度より、おねがい会員が初めて当センターを利用する際の利用料金を16時まで無料化とする等、預かりに対する不安
感の解消につなげ、利用促進を図っている。
核家族化や共働き家庭等からのニーズは高まる一方、ボランティアのなり手が不足しており、まかせて会員数は伸び悩んで
いることに加え、マッチングに苦慮するケースや会員登録はしているものの活動にいたらないまかせて会員も多いこと等か
ら、社会福祉協議会と協働し、子育てに関して経験豊富な保育士ＯＢに声掛けを行うとともに、R7年2月より新たに行った
総合子育て支援センター「にこなん」で開催する「子どもの救命講習」を通じて、まかせて会員とおねがい会員の交流及び事
業のPRへとつなげている。
R7年度は、上記取り組みの継続に加え、登録時におねがい会員とまかせて会員の両方登録について説明し、まかせて会員
の確保に努めていく。
※ R7年度 まかせて会員講習会　：　R7年7月、1月に開催を予定

R8年3月末日：おねがい会員… 113名、まかせて会員 … 42名が登録。
　　　　　　　　　　 活動回数は 223回で、前年を上回る利用率となっている。
R7年９月26日に香美市ファミリーサポートセンターと共同開催で、「子どもの虫歯予防のスキルアップ講座」を実施し、香南
市からは保護者の３名が参加。
また、R7年10月には、まかせて会員講習会を開催し、10/11 救命講習講座に4名、10/25 児童虐待と社会的養護の講座
に5名の既存まかせて会員の参加。
2/22開催のフォローアップ講座では、「音と身体で学ぶ安全対策『みんなで楽しくリトミック』」を開催し、23名が参加。
3/7に交流会を開催し、13名の参加があった。

おねがい会員の数は増えているが、まかせて会員の数が微減となり、まかせて会員の確保が引き続きの課題。

11/21に赤岡町のまちづくり協議会に参加、3/11に香我美町まちづくり評議会にてチラシを配布し、ファミサポの事業内容
と現況説明を行うことで、事業周知と新たな会員の確保につなげる広報活動を行った。
R8年度はまかせて会員となる可能性が高い、元気な高齢者層への声掛けが見込まれるいきいきセミナー等で事業PRを行
い、会員確保を目指す。

R8年3月末のファミリーサポートセンターの会員数は155名。(おねがい会員:113名, まかせて会員:42名)
R3年度より、おねがい会員が初めて当センターを利用する際の利用料金を16時まで無料化とする等、預かりに対する不安
感の解消につなげ、利用促進を図っている。
核家族化や共働き家庭等からのニーズは高まる一方、ボランティアのなり手が不足しており、まかせて会員数は伸び悩んで
いることに加え、マッチングに苦慮するケースや会員登録はしているものの活動にいたらないまかせて会員も多いこと等か
ら、社会福祉協議会と協働し、子育てに関して経験豊富な保育士ＯＢに声掛けを行うとともに、R7年2月より新たに行った
総合子育て支援センター「にこなん」で開催する講習を通じて、まかせて会員とおねがい会員の交流及び事業のPRへとつな
げている。
R8年度はまかせて会員となれる可能性が高い、元気な高齢者層への声掛けが見込まれるいきいきセミナー等で事業PRを
行い、会員確保を目指す。　※ R8年度 まかせて会員講習会　：　7月開催を予定

担当課名 〈こども課〉 令和8年3月末

重要業績
評価指標
（KPI）

基本的方向

最終年度
達成評価
（A/B/C/-）③ファミリー

サポート
センター

利用件数（件）
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香南市未来戦略 数値目標 及び 具体的な施策における重要業績評価指標（KPI）評価書

事業名
一覧

R7年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

R8年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

評価・検証
実施時期

基本目標 こどもまんなか香南市の実現 紐づく事業総括

２.子育てに関する体制の充実

すべての子どもたちがいきいきと健やかに発達・成長できる環境づくりを家庭や地域、関係機関等と連携しながら整えることで、
安心して子育てができる環境を確立する。

（乳幼児期）
◇地域子育て支援拠点事業　◇一時預かり事業　◇延長保育事業　◇病後児保育事業　◇子育て短期支援事業
◇幼稚園等預かり保育事業　◇多子世帯保育料軽減事業　◇こどもの遊び場確保事業 等
（再掲）◇乳幼児等医療費助成事業　◇養育支援訪問事業　◇子育て情報の発信　◇ひとり親家庭自立支援給付事業
　　　　 ◇ひとり親家庭医療費助成事業　◇ファミリーサポートセンター事業　　　　 ◇子育て情報の発信
（就学期）
◇放課後児童健全育成事業　　◇チャレンジ塾事業　◇就学援助費支給事業　◇市営バス運賃無料化（高校生以下等）   等
（再掲）◇子育て短期支援事業 ◇乳幼児等医療費助成事業  ◇ひとり親家庭自立支援給付事業
　　　　 ◇ひとり親家庭医療費助成事業　◇ファミリーサポートセンター事業　 ◇子育て情報の発信
　　　　 ◇養育支援訪問事業　　◇こどもの遊び場確保事業　　　　◇子育て情報の発信

（乳幼児期）
誰もが安心して子どもを生み育てることができ、子どもがいきいきと健やかに育つ環境を整えるために、家庭・地域・関係機
関と連携しながら、妊娠・出産・育児・就学前保育・教育をサポートしていく施策を展開する。
すべての子どもがすこやかに成長・発達できるよう、また安心して子育てができるよう、妊娠期からの継続した相談や支援
が受けられる体制の充実を図る。
（就学期）
豊かな心を持ち、たくましく健やかに子どもが育つ環境を整えるために、家庭・地域・関係機関と連携しながらサポートして
いく施策を展開する。
また、地域社会の見守り等によって、香南市で子どもを育てたいと思える環境づくりを推進する。
加えて、子どもたちが安心して学校生活を送れるよう、健やかな成長や学力向上につなげる支援の充実を図る。

◇地域子育て支援拠点事業 　：　総合子育て支援センター「にこなん」 ： 15,186人（児童：7,843人、保護者等：7,343人）
◇一時預かり事業　（一般型） ：　香我美おれんじ保育所　402人、夜須こども園：217人
　　　　　　　　　　　 　 （幼稚園型Ⅰ（預かり保育） ：　野市幼稚園 7,866人、香我美幼稚園：16,856人
　　　　　　　　　　　　　※のいち幼稚学園 2,525人 (※ R7.７月より)
◇延長保育事業  　　： のいち幼稚学園：1,091人　　◇病後児保育事業 ：  総合子育て支援センター「にこなん」　２人
◇子育て情報の発信： 子育て情報サイト「香南キッズ」へのアクセス数　10,790回
◇ファミリー・サポート・センター事業 ： 提供（まかせて）会員 42人、依頼（おねがい）会員 113人
◇こどもの遊び場確保事業　　　　　　 ： パスポート引換対象世帯　2,150件　（パスポート引換 910件、引換率 42.33％）
◇チャレンジ塾事業 ： 香南市の中学３年生を対象に家庭学習を定着させ、将来の進路を選択できるように支援すること
　　　　　　　　　　　　　　  を目的に実施。（公営塾）。
　　　　　　　　　　　　　　 10月から翌年２月末の期間、毎週火・木曜日の18：30～20：30まで、夜須公民館、赤岡市民館、
　　　　　　　　　　　　　　 のいちふれあいセンター、香我美市民館の４ヶ所で教室を開設し、数学と英語の学習支援を行う。
　　　　　　　　　　　　　　 ※ R7年度：７１名の生徒が参加。
◇就学援助費支給事業 ： 香南市の小中学校の児童生徒の保護者等を対象に、経済的な理由で就学が困難な家庭に対し、
　　　　　　　　　　　　　　　　 　給食費や学用品費等、学習に必要な費用の一部の援助を行う。
　　　　　　　　　　　　　　　　　 毎年１月から新年度の受付を始めるため、１２月上旬に周知し、新年度の４月までに大半の受付
　　　　　　　　　　　　　　　　　 と審査結果通知を終える。５月以降は月割りでの支給になるが、通年受付している。
◇市営バス運賃無料化（高校生以下等） ： R６.10月から運用開始
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総利用者のうち高校生以下等利用割合7.0％ （のべ総利用者数　58,967人）

・ 限られた予算と人員の中で子育て支援サービスを継続していく必要がある。
・ チャレンジ塾は生徒や保護者への認知度が上がっており、R６年度に引き続き多くの生徒が受講している。
   生徒が多くなることによって支援員が現場で直面している課題等が多くなっている。
・ 就学援助費支給事業は、国からの財政支援は要保護世帯（生活保護世帯）のみで、それ以外である準要保護
　 世帯は全額市の負担であるため、市の財政負担が大きい。

基本的方向

・R８年度より「乳児等通園支援事業(通称:誰でも通園制度)」実施。
・チャレンジ塾事業は、定期的に支援員とのコミュニケーションを図り、支援員が直面している課題等を把握し、
　学校と連携を行い、課題解決はもちろんのこと、指導員及び生徒両方によりよい学習環境を提供する。
・就学援助費支給事業は、経済的に困窮するすべての保護者に援助が行き渡るよう、今後も引き続き広く
　制度の周知を行うとともに、持続可能な支援を充実させるため、財源の確保に努めていく必要がある。

（乳幼児期）
誰もが安心して子どもを生み育てることができ、子どもがいきいきと健やかに育つ環境を整えるために、家庭・地域・関係機
関と連携しながら、妊娠・出産・育児・就学前保育・教育をサポートしていく施策を展開する。
すべての子どもがすこやかに成長・発達できるよう、また安心して子育てができるよう、妊娠期からの継続した相談や支援
が受けられる体制の充実を図る。
（就学期）
豊かな心を持ち、たくましく健やかに子どもが育つ環境を整えるために、家庭・地域・関係機関と連携しながらサポートして
いく施策を展開する。
また、地域社会の見守り等によって、香南市で子どもを育てたいと思える環境づくりを推進する。
加えて、子どもたちが安心して学校生活を送れるよう、健やかな成長や学力向上につなげる支援の充実を図る。

担当課名 〈健康対策課・福祉事務所・こども課・学校教育課 等〉 令和8年3月末

子育て
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香南市未来戦略 数値目標 及び 具体的な施策における重要業績評価指標（KPI）評価書

数値目標 基準値 最終目標値

R5年度 R7年度 R8年度 R9年度 R9年度（最終）

1,036 1,070 0 0 0

年度ごとの
到達目標値 1,200 1,200 1,200 1,200

達成評価
（A/B/C/-） B （－％）

(実績根拠)
（目標設定）
（事業内容）

R7年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

R8年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

評価・検証
実施時期

基本目標 こどもまんなか香南市の実現 3

３.地域と連携した子育ての推進　(再掲）　…「やっぱり香南市がえい」と思えるまちづくりの推進 と同内容

子どもや若者、子育て当事者等が子育てを通じて地域と一緒に成長しあえる環境づくりを推進し、携わるすべての人が生きがい
を感じ、活躍できる地域社会を創出するとともに、子どもたちの郷土愛・地域愛の素地を育くみます。

重要業績評価指標(KPI)

具体的
な施策

（１） 世代を超えた交流 

実績値

（実績根拠）　青少年育成香南市民会議本部事業への参加者数
（目標設定）　第2期香南市まち・ひと・しごと創生総合戦略を踏襲
（事業内容）
青少年育成香南市民会議本部や各地域単位で実施される世代間交流事業を関係団体と連携しながら事業を進める

三世代交流事業として、三世代交流凧あげ大会と三世代交流凧づくり、親子サイクリング教室等を開催している。伝統の遊
びとそれに関連する伝統事業の企画を講じて、地域の希薄化が進むなか子育て中の親子等多様な世代を対象にした企画を
各公民館とともに行い、充実した地域づくりを図っていく。

○三世代交流パークゴルフ大会… R7.11.1開催　16名参加
○三世代交流土佐凧づくり教室… R7.11.9開催　12名参加，11.29開催　12名参加，12.6開催　４名参加
○三世代交流凧あげ大会　　　　… R8.1.11開催　1,000人参加（延）
○三世代交流モルック大会　　　… R8.2.14開催　26人参加

基本的方向

最終年度
達成評価
（A/B/C/-）①三世代交流

事業参加者数
（人）
※再掲

各事業ともに、リピート率は高いが、天候にも左右される部分はある。
また、三世代交流事業に足を運んでもらうための対応が課題。

１月開催の新正凧あげ大会には、幅広い広報の成果もあり多くの人に足を運んでもらえることができた。
R8年度以降についても土佐凧づくり教室は、市内２～３カ所で実施予定。各地区で開催したモルック大会も、より多くの方
に参加して頂けるよう周知に対する工夫を行っていく。
また、パークゴルフ大会のような地域の施設を活かした三世代交流事業も継続的に行っていく。
凧あげ大会の市内外への広報を積極的に行う。

三世代交流事業として、三世代交流凧あげ大会と凧づくり教室、モルック大会やパークゴルフ大会などを開催する。
各地区を巻き込んで様々なイベントを展開することにより、世代を超えて多くの方に参加してもらえるような事業を展開し
ていく。
地域の希薄化が進む中、子育て中の親子など多様な世代を対象にした行事を通して、共に楽しむだけではなく意見交換の
場や地域の絆づくりを図っていける場としていく。

担当課名 〈生涯学習課課 等〉 令和8年3月末

重要業績
評価指標
（KPI）
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香南市未来戦略 数値目標 及び 具体的な施策における重要業績評価指標（KPI）評価書

数値目標 基準値 最終目標値

R5年度 R7年度 R8年度 R9年度 R9年度（累計）

18 17 17

年度ごとの
到達目標値 15 20 20 55

達成評価
（A/B/C/-） A （－％）

(実績根拠)
（目標設定）
（事業内容）

R7年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

R8年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

評価・検証
実施時期

具体的
な施策

（１） 世代を超えた交流 

実績値

（実績根拠）　町民運動会、町内駅伝大会、各種市長杯実施回数
（目標設定） 第２次香南市振興計画後期基本計画・第２期香南市教育振興基本計画・香南市教育行政方針
（事業内容）
スポーツを通した活力あるまちづくりを推進するため、市民同士のコミュニケーションの促進や交流人口の拡大に寄与するさまざまな
スポーツイベントの開催を支援する。
スポーツ関連団体等と連携して、スポーツを通した経済・地域の活性化に努める必要がある。

新型コロナウイルスの影響もなくなり、数多くの大会やイベントが開催できるようになった。
地域コミュニティを維持・活性化していくためにも、軽スポーツ等を普及する等継続して取り組む。

〇地域別の運動会（4回）　： 10/5　野市地区 約３００名、10/26　夜須地区　約３００名、赤岡地区　約１７０名、吉川地区　約１３０名
〇駅伝大会（３回） 　　　　　：　1/11　香我美地区132名、1/12　野市地区141名、1/18　夜須地区　72名
〇市長杯 （10回）　　　　　 ：　5/4～5　　  　市長旗中学校招待野球大会,12団体　191名参加
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 6/1・7　　　 市長旗争奪小学生野球大会、8団体　120名参加
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 6/ 8 　     　市長杯バドミントン大会、18団体　81名参加　　/　市長杯卓球大会　28団体　127名参加
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　6/15　　 　　市長杯ソフトバレーボール大会　10団体　50名参加
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　9/13～14  市長杯サッカー大会（小学生の部）　23団体　480名参加
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　9/20～21　市長杯サッカー大会（中学生の部）　12団体　340名参加
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 10/26　　　　 市長杯パークゴルフ大会　50名参加
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　3/18　　　　  市長杯オープンゴルフ大会　34名参加
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　3/21 　　　　 市長杯ミックスダブルステニス大会　42団体　84名参加
※ 計17のスポーツ関連イベントを実施し、地域コミュニティの活性化につながっている。

市民のスポーツ交流の場として、多くの大会やイベントが開催できている。

引き続き、地域コミュニティを維持・活性化していくために、軽スポーツ等を普及する等継続して取り組む。

地域コミュニティを維持・活性化していくためにも、誰もが気軽にスポーツに取り組めるきっかけづくりとスポーツの楽しさ
を知ってもらうことができる軽スポーツ等を普及する等継続して取り組む。
また、モルックの貸出についても幅広く周知を行い、軽スポーツに触れる機会を拡充します。

最終年度
達成評価
（A/B/C/-）

②地域コミュニティ
の活性化に資する
スポーツ
関連イベントの
開催数（回）
※再掲

担当課名 〈生涯学習課課 等〉 令和8年3月末

重要業績
評価指標
（KPI）
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香南市未来戦略 数値目標 及び 具体的な施策における重要業績評価指標（KPI）評価書

事業名
一覧

R7年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

R8年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

評価・検証
実施時期

基本目標 こどもまんなか香南市の実現 紐づく事業総括

３.地域と連携した子育ての推進

子どもや若者、子育て当事者等が子育てを通じて地域と一緒に成長しあえる環境づくりを推進し、携わるすべての人が生きがい
を感じ、活躍できる地域社会を創出するとともに、子どもたちの郷土愛・地域愛の素地を育くみます。

◇夏休み子ども教室事業　　◇文化財啓発事業　　　  ◇スポーツ少年団事業 　　　◇生涯スポーツ教室の開催
◇こどもよさこい事業  　　　◇本の読み聞かせ事業　◇AＬＴや外国人とのイベントの開催　◇町民運動会等の開催
（再掲） ◇ファミリーサポートセンター事業　等

家庭や地域が、子どものしつけや基本的な生活習慣の確立等の教育基盤となる役割をしっかりと担うとともに、仕事と育児
の両立を支援し、安心して子育てができる環境づくりを推進する。
また、保護者の子育てに対する不安や悩みを軽減し、望ましい子育てを支援するために、多様な手段により学習機会や情報
の提供に努める。
加えて、生涯学習に関するボランティア等の登録者の確保に努めるとともに、地域コミュニティの活性化に資するスポーツイ
ベント等を開催し、携わるすべての人が生きがいを感じ、活躍できる地域社会を創出する。
① こどもよさこい事業  ： R7.４月募集。99名の踊り子が「みなこい港まつり」「よさこい祭り本祭」「田園祭」に参加
② 生涯スポーツ教室　  ： スポーツ振興委託事業において、年間を通じ様々な教室を開催
③ 町民運動会等の開催 ： スポーツ協会と連携し町民運動会Ｒ７.１０月や町内駅伝大会Ｒ８.１月を開催
④ 本の読み聞かせ事業 ： 年間を通じ毎週土曜日に野市図書館及び香我美図書館で開催
⑤ 文化財啓発事業 　　　： 年間を通じ子ども向けの文化財教室や出前講座等を開催
⑥ 夏休み子ども教室 　 ： R7.７月～８月に開催

①　 踊り子参加人数（９９名）　/ 練習（7/1～8/8計18回　野市小体育館等）
    　みなこい港まつり（7/27）、よさこい本祭（8/10～8/11）、田園祭（8/23）へ参加
②③スポーツ関連団体の活動を支援することにより、子どもたちへのスポーツの普及と機会の提供に努める。
④　 本の読み聞かせ事業：毎週土曜日の午前中、野市図書館ではのいち子ども図書館クラブが、香我美
　　　図書館ではかがみ読書の会が本の読み聞かせを開催している。
　 　 各図書館への読み聞かせ参加人数は、野市図書館は232人、香我美図書館は211人、合計４４３人であっ
た。
⑤　 他市等で子どもに人気のある「まが玉つくり」を夏休み期間（８月）に実施した。
⑥　 夏休み子ども教室：夏休み期間中に子どもたちに様々な体験（16教室）をしてもらい、健やかな
　　　成長と豊かな想像力や発想を促すことができた。

①　　チラシの掲載内容・配布回数・募集方法等の工夫により参加人数については概ね達成できた。
　　　 また、事業を通し異なる学校や地域の踊り子と仲良くなる等地域間の交流も出来た。
②③ 今年度１団体登録が増え合計24団体となっている。
④　　本の読み聞かせを実施するボランティアの高齢化もあり、若い世代のボランティアの加入促進と
　　　 育成や図書館に協同できる新しいボランティア制度等の創設が課題。
⑤　　大人の参加はあったが、こどもの参加がなかった。子どもだけで参加しやすいように工夫する必要がある。
　　　 子どもに人気のある「まが玉づくり（文化財教室）」を開催したが、子どもの参加がなかった。
⑥　　例年、どの教室も盛況で、「夏休みこども教室」の受講者数も定員を充足しているが、参加できない方
　　　 もいる現状がある。
　 　　実施メニューや場所、ニーズ等の把握について事前協議を行うことも必要。

①　　事業内容・方針はこれまで同様に続けていく。
　 　　ただし、近年の物価高騰等によりバスや地方車借上げの費用が増加しているので、参加費の増額や
　 　　新規の協賛への呼びかけ等によって収入を増やす工夫を考えていく。
②③ 引き続き、多様なスポーツ機会を提供する。
④　　既存のボランティア団体の活動だけでなく、機会を見つけて、図書館からも保幼小等へ積極的に
　　　 出かけて行く活動をしていきたい。
⑤　　子どもだけで参加できる内容や会場で、文化財教室を今後開催していきたい。
⑥　　人気の定番教室のほかに、新たな教室も用意し、また、参加しやすさも考慮した地区公民館での開催
　　　 も考慮しながら等の工夫を考えていきたい。

担当課名 〈生涯学習課 等〉 令和8年3月末

地域連携

基本的方向
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香南市未来戦略 数値目標 及び 具体的な施策における重要業績評価指標（KPI）評価書

数値目標 基準値 最終目標値

R5年度 R7年度 R8年度 R9年度 R9年度（累計）

- 4 4

年度ごとの
到達目標値 50 50 50 150

達成評価
（A/B/C/-） C （－％）

(実績根拠)
（目標設定）
（事業内容）

R7年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

R8年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

評価・検証
実施時期

基本目標 こどもまんなか香南市の実現 4

４.出会い・結婚に対する支援

出会いや結婚を望む方への支援を進めます。

重要業績評価指標(KPI)

具体的
な施策

（１） 出会い

実績値

（実績根拠）　こうち出会いサポートシステム入会登録料補助金 活用者数
（目標設定）　高知県人口減少対策総合交付金（連携加算型）と連動
（事業内容）
こうち出会いサポートシステムの入会登録料に対する補助金等を設け、若者の出会いの場づくりを応援していく。

婚活支援に取り組む団体を増やすため、市内の企業・組織等に対し、「高知で恋しよ!!応援サイト」の応援団登録を推進すると
ともに、恋い・めぐりあい応援事業費補助金の周知・活用に向けた働きかけを行う。
R7年度より、こうち出会いサポートシステムの入会登録料に対する補助金等を設け、若者の出会いの場づくりを応援する。
加えて、事業の開催について様々な面でサポートを行うことも説明していき、行政と各団体をはじめ地域全体で出会いの場
の提供に対する理解を深め、少子化対策への機運を高める。
※ 市主催の婚活セミナーに関しては、マッチングにつながりづらく単に男女参加型のイベントで終わる等、事業効果が
　　見えづらいことや参加者集めに苦慮するといった課題がありR6年度より廃止。

ホームページやSNS等での情報発信のほか、こうち出会いサポートセンターや同団体のサポーターと連携し、入会者へチラ
シ等の配布により制度のPRを行っている。
R8.3月からこうち出会いサポートシステム入会登録料補助金の電子申請を開始した。

R7.4月から制度を開始したが、対象となる入会者が20人と少なく、補助金についての問い合わせも少ないことから、実績
が伸びない状況。
こうち出会いサポートセンターや市内１３団体の「高知家の出会い・結婚・子育て応援団」と連携し、入会者へチラシ等の配布
により、制度のPRを引き続き行う。

県やサポートセンターとの連携を強化し、新規入会者を増やす取り組みを行う。
入会者が窓口に来なくても補助金の申請をしやすい環境づくりとして、R8年度より電子申請をさらにPRしていく。

婚活支援に取り組む団体を増やすため、市内の企業・組織等に対し、「高知で恋しよ!!応援サイト」の応援団登録を推進すると
ともに、恋い・めぐりあい応援事業費補助金の周知・活用に向けた働きかけを行う。
R7年度より、こうち出会いサポートシステムの入会登録料に対する補助金等を設け、若者の出会いの場づくりを応援してい
る。
事業の開催について様々な面でサポートを行うことも説明していき、行政と各団体をはじめ地域全体で出会いの場の提供
に対する理解を深め、少子化対策への機運を高める。
R8.3月から開始したこうち出会いサポートシステム入会登録料補助金の電子申請をさらにPRしていく。

担当課名 〈地域支援課〉 令和8年3月末

重要業績
評価指標
（KPI）

基本的方向

最終年度
達成評価
（A/B/C/-）①こうち出会い

サポートシステム
入会登録料補助金
 活用者数（人）
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香南市未来戦略 数値目標 及び 具体的な施策における重要業績評価指標（KPI）評価書

事業名
一覧

R7年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

R8年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

評価・検証
実施時期

（出会い）
婚活支援に取り組む団体を増やすため、市内の企業・組織等に対し、「高知で恋しよ!!応援サイト」の応援団への登録を推進す
るとともに、恋い・めぐりあい応援事業費補助金の周知・活用に向けた働きかけを行う。
事業の開催について様々な面でサポートを行うことも説明していき、行政と各団体をはじめ地域全体で出会いの場の提供
に対する理解を深め、少子化対策への機運を高める。
（結婚）
結婚新生活支援事業費補助金等の制度を、県や関係課と連携しながら周知していく。

基本目標 こどもまんなか香南市の実現 紐づく事業総括

担当課名 〈地域支援課〉 令和8年3月末

４.出会い・結婚に対する支援

子どもや若者、子育て当事者等が子育てを通じて地域と一緒に成長しあえる環境づくりを推進し、携わるすべての人が生きがい
を感じ、活躍できる地域社会を創出するとともに、子どもたちの郷土愛・地域愛の素地を育くみます。

（出会い）◇恋い・めぐりあい応援事業等　　◇こうち出会いサポートシステム入会登録料補助事業 等
（結婚）　 ◇結婚新生活支援事業等

（出会い）
婚活支援に取り組む団体を増やすため、市内の企業・組織等に対し、「高知で恋しよ!!応援サイト」の応援団への登録を推進す
るとともに、恋い・めぐりあい応援事業費補助金の周知・活用に向けた働きかけを行う。
事業の開催について様々な面でサポートを行うことも説明していき、行政と各団体をはじめ地域全体で出会いの場の提供
に対する理解を深め、少子化対策への機運を高める。
（結婚）
結婚新生活支援事業費補助金等の制度を、県や関係課と連携しながら周知していく。

(出会い)
・こうち出会いサポートセンターのイベントや登録会を広報に掲載、SNSでの情報発信を行う。
・恋い・めぐりあい応援事業費補助金の活用PR。
（結 婚）
・ 結婚新生活支援事業費補助金の制度を市HPに掲載し周知を行う。
・ 婚姻届を提出した際に、結婚新生活支援事業費補助金の制度紹介のチラシを配布し周知を行う。
・ 市内の不動産業者へ結婚新生活支援事業費補助金のチラシを郵送し周知を行う。
・ 移住者アンケートの理由が「移住」・「結婚」・「39歳以下」のチェックしている方に、結婚新生活支援事業費補助金
　 の書類を郵送し周知を行う。

・ 現在、恋い・めぐりあい応援事業費補助金は、相談はあるが活用まで結びついていない。
・ 結婚新生活支援事業費補助金は、様々な周知により、相談や申請は多い状況であるが、毎年度、制度変更
　 があるため、申請者が混乱しないよう変更点についての周知もしっかりと行っていく必要がある。

出会い
結婚

基本的方向

・ 高知家の出会い・結婚・子育て応援団の市内応援団体を訪問し、活用していただけるよう周知を強化する。
・ 結婚新生活支援事業は、国の制度変更による申請要件に変更が生じる予定があるため、県と情報共有を図り、
　 周知を行っていく。
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数値目標 基準値 最終目標値

R5年度 R7年度 R8年度 R9年度 R9年度（累計）

8 7 7

年度ごとの
到達目標値 10 10 10 30

達成評価
（A/B/C/-）

B （－％）

(実績根拠)
（目標設定）

香南市未来戦略 数値目標 及び 具体的な施策における重要業績評価指標（KPI）評価書

基本目標 魅力ある産業の活性化と新たなチャレンジへの支援を推進 農林水産課

基本的方向
１.生産性や付加価値の向上を目指す事業者への支援
２.新たなチャレンジへの支援
３.魅力ある各産業を知り、学び、体験する機会の提供

実績値

（実績根拠）　高知県中央東農業振興センターが毎年公表する前年度の新規就農者数
（目標設定）　市内の耕作放棄地を増やさないために必要な人数　（香南市産業振興計画）

（P) R7年度の取り組み
担い手確保に向け、就労準備段階から就労後までサポートを行い、地域で暮らし、稼げる農業の確立に取り組む。
また、地域計画の策定により、耕作放棄地の減少、新規就農者の農地確保に向けて、地域で農地を守っていく体制を目指す。

（D) これまで（R7年度末）の取り組み
新規就農相談件数は32件（前年比＋8件）と相談件数は増加。
相談内容として、親元就農や他産業からの新規参入のほか、研修を受けないまま就農をしている方からの相談もある。
補助事業の要件を満たさない方も多いが、就農意欲や農業に対する考え等、十分に聞き取りを行い対応を行っている。

（C) 数値目標達成に向けた課題等
相談者数は毎年一定数いるものの、補助要件を満たさない相談者も多く、補助金を活用できなければ就農を考え直すような
方もいる。
補助金がなければ就農や営農の継続が厳しいのが現状ではあるが、事業活用の要件の一つである研修受講にも消極的な方
が多いことも大きな課題。

（A) 課題解決等に向けた取り組み
引き続き、農業振興センターやＪＡと連携を図り、各機関の担当者も交え就農相談に対応していく。
その中で、就農するにあたって必要な知識や技術を習得するための基礎研修や長期研修の必要性をしっかりと説明し、受講
を促していく。
また、県外の就農相談会等を活用し、本市のPRを行っていくことでU・Iターンによる新規就農者の確保にも注力していく。

（P) R8年度の取り組み
担い手確保に向け、就農準備段階から就農後までサポートを行い、地域で暮らし、稼げる農業の確立に取り組む。
また、地域計画の策定により、耕作放棄地の減少、新規就農者の農地確保に向けて、地域で農地を守っていく体制を目指す。

（D) これまでの取り組み

（C) 数値目標達成に向けた課題等

（A) 課題解決等に向けた取り組み

農業

備 考

取り組み実績の
補足や

当事業の課題
を記載

最終年度
達成評価
（A/B/C/-）[１]〈農業〉

新規就農者数
（人）
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香南市未来戦略 数値目標 及び 具体的な施策における重要業績評価指標（KPI）評価書

数値目標 基準値 最終目標値

R5年度 R7年度 R8年度 R9年度 R9年度（累計）

241 246 246

年度ごとの
到達目標値 280 285 290 855

達成評価
（A/B/C/-）

B （－％）

(実績根拠)
（目標設定）

基本目標 魅力ある産業の活性化と新たなチャレンジへの支援を推進 農林水産課

基本的方向
１.生産性や付加価値の向上を目指す事業者への支援
２.新たなチャレンジへの支援
３.魅力ある各産業を知り、学び、体験する機会の提供

実績値

（実績根拠）　高知県漁協（手結・赤岡・吉川）と漁協水揚げデータに反映されない法人経営体の売上高の合計
（目標設定）　高知県漁協（手結・赤岡・吉川）と漁協水揚げデータに反映されない法人経営体のH29年度からR5年度までの最大値・最小値
　　　　　　　　 を除く平均を算出し、伸び率10％（高知県浜の活力再生プランより）を考慮して算出　（香南市産業振興計画）

（P) R7年度の取り組み
効率的な生産体制の構築による漁業生産の維持、香南市ブランドの確立による認知度の向上により、漁業の生産高を伸ば
し、漁業収入の向上を目指す。
また、持続可能な水産業のため、担い手の確保に向けて、高知県漁業就業支援センターと連携し、若い世代が安定した所得
が得られ、持続的に漁業活動ができる環境を整える。

（D) これまで（R7年度末）の取り組み
担い手の確保に向けて高知県漁業就業支援センターと連携し、県内外でフェア等を開催また参加し取り組んでいる。
また、省力化、省コスト等につながるデジタル機器の導入についても県補助金の案内を行い周知した。

（C) 数値目標達成に向けた課題等
黒潮大蛇行は終息したものの、黒潮の流れが速いことや海水温の上昇、イワシシラスの親魚の産卵後に土佐湾へ入ってきて
いない状況が不漁の原因と思慮。
また、漁業者の高齢化や担い手不足により、設備投資等に費用をかけにくく、現在の機器類を修繕しながら操業している。

（A) 課題解決等に向けた取り組み
シイラの漁期は終了したものの、今後最盛期を迎えるイワシシラスの動向に注視し、高知県中央漁業指導所とも連携してい
く。
担い手対策については、高知県漁業就業支援センターと連携し、フェア等にて市水産業についてPRし、若い世代が安定した
所得を得られるようデジタル機器の導入を図る。

（P) R8年度の取り組み
効率的な生産体制の構築による漁業生産の維持、香南市ブランドの確立による認知度の向上により、漁業の生産高を伸ば
し、漁業収入の向上を目指す。
また、持続可能な水産業のため、担い手の確保に向けて、高知県漁業就業支援センターと連携し、若い世代が安定した所得
が得られ、持続的に漁業活動ができる環境を整える。

（D) これまでの取り組み

（C) 数値目標達成に向けた課題等

（A) 課題解決等に向けた取り組み

水産業

備 考

取り組み実績の
補足や

当事業の課題
を記載

最終年度
達成評価
（A/B/C/-）[2]〈水産業〉

沿岸漁業
総生産額
（百万円）
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香南市未来戦略 数値目標 及び 具体的な施策における重要業績評価指標（KPI）評価書

数値目標 基準値 最終目標値

R5年度 R7年度 R8年度 R9年度 R9年度（最終）

770 735 0

年度ごとの
到達目標値 764 761 758 758

達成評価
（A/B/C/-）

B （－％）

(実績根拠)
（目標設定）

（D) これまでの取り組み

（C) 数値目標達成に向けた課題等

（A) 課題解決等に向けた取り組み

基本目標 魅力ある産業の活性化と新たなチャレンジへの支援を推進 商工観光課

基本的方向
１.生産性や付加価値の向上を目指す事業者への支援
２.新たなチャレンジへの支援
３.魅力ある各産業を知り、学び、体験する機会の提供

実績値

商業

備 考

取り組み実績の
補足や

当事業の課題
を記載

最終年度
達成評価
（A/B/C/-）[3]〈商業〉

商業者数
（事業所）

（実績根拠）　香南市商工会が毎年高知県へ報告している日本標準産業分類（大分類）のＦ～Ｏ ・Ｑ ・Ｒに分類される事業所数
（目標設定）　第３期香南市産業振興計画　※ 市内商業者の維持、微減に留める目標値を設定

（P) R7年度の取り組み
空き店舗の活用により、地域商業のにぎわい創出を図り、市民の多様なニーズに応えられるまちづくりを目指す。
また、新規創業の促進や事業承継の促進等により地域商業を維持し、既存事業者が持続的に発展できるよう取り組む。

（D) これまで（R7年度末）の取り組み
・市HPでの創業支援等事業計画および空き店舗等対策事業費補助金の周知
・市内金融機関に対する補助事業の説明会を実施
・香南市商工会と連携し、創業希望者に対し特定創業支援等事業計画について事業案内
・立地企業の人員募集にかかる広報支援
・事業承継等推進事業費補助金の新設および事業承継・引継ぎ支援センターに関する情報を市広報誌に掲載

（C) 数値目標達成に向けた課題等
R８年度に実施するクーポン事業の準備段階で、廃業を把握した事業者も多くあったことから、R７年度末の商業者数は大き
く減少した。
※参考　R6年度実績 … 753　/ 　R7年度実績 ・・・ 735　（▲18）
空き店舗の有効活用も見据えた新規創業を推進していくのみでなく、既存事業者が廃業に至らないよう、商工会や事業承
継・引継ぎ支援センター等の関係機関とも連携しながら、事業者数の維持、地域経済の活性化につながる取り組みを継続し
ていく必要がある。

（A) 課題解決等に向けた取り組み
今後も、各種支援策の周知に努めるとともに、香南市商工会等と連携し、創業時の経営計画策定や手順等について支援を行
い、創業につなげていく。
また、事業承継に関する情報についても引き続き市広報誌等を活用して発信することで、事業承継に対する意識向上を図
る。
あわせて、市内不動産会社や商工会とも連携し、市内空き店舗情報の集約に努め、空き店舗の利活用を推進する。

（P) R8年度の取り組み
各種支援策の周知に努めるとともに、香南市商工会等と連携し、創業時の経営計画策定や手順等について支援を行い、創業
につなげていく。
また、事業承継に関する情報についても引き続き市広報誌等を活用して発信することで、事業承継に対する意識向上を図っ
ていく。
あわせて、市内不動産会社や商工会とも連携し、市内空き店舗情報の集約に努め、空き店舗の利活用を推進していく。
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香南市未来戦略 数値目標 及び 具体的な施策における重要業績評価指標（KPI）評価書

数値目標 基準値 最終目標値

R5年度 R7年度 R8年度 R9年度 R9年度（累計）

387 - #VALUE!

年度ごとの
到達目標値 397 407 417 1,221

達成評価
（A/B/C/-）

- （－％）

(実績根拠)
（目標設定）

基本目標 魅力ある産業の活性化と新たなチャレンジへの支援を推進 商工観光課

基本的方向
１.生産性や付加価値の向上を目指す事業者への支援
２.新たなチャレンジへの支援
３.魅力ある各産業を知り、学び、体験する機会の提供

実績値

（実績根拠）　経済構造実態調査（調査年は前年度の製造品出荷額）
（目標設定）　第３期香南市産業振興計画

（P) R7年度の取り組み
工業団地の完売等もあり、現在新たな企業を誘致することが難しい現状にあるが、企業誘致のための遊休地調査は継続して
行う。
既存立地企業への育成・支援をより充実させ、本市の経済を支える市内中小企業の雇用の創出を高めることで、経済の活性
化を促進する。

（D) これまで（R7年度末）の取り組み
製造品出荷額397億円の目標に対し、R7年実績（Ｒ6.1～Ｒ6.12）の経済構造実態調査結果は未だ公表されてないことか
ら、Ｒ8年3月末現在の評価は示していない。

（C) 数値目標達成に向けた課題等
企業の万全な生産体制の確保のためには安定した雇用の創出と設備導入の補助が必要不可欠である。
市としても各企業の現状や雇用等の情報を可能な範囲で知っておくことで、必要な支援を適宜検討していく。

（A) 課題解決等に向けた取り組み
企業の雇用支援や既存企業に対する育成支援を継続して行うとともに、立地企業への企業訪問等を通じて、状況の把握及び
情報の共有を図り、安定した生産体制に向けた支援を行う。

（P) R8年度の取り組み
工業団地の完売等もあり、現在新たな企業を誘致することが難しい現状にあるが、企業誘致のための遊休地調査は継続して
行う。
既存立地企業への育成・支援をより充実させ、新規採用(市内居住)の増加につなげる。

（D) これまでの取り組み

（C) 数値目標達成に向けた課題等

（A) 課題解決等に向けた取り組み

工業

備 考

取り組み実績の
補足や

当事業の課題
を記載

最終年度
達成評価
（A/B/C/-）[4]〈工業〉

製造品出荷額
（億円）
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香南市未来戦略 数値目標 及び 具体的な施策における重要業績評価指標（KPI）評価書

数値目標 基準値 最終目標値

R5年度 R7年度 R8年度 R9年度 R9年度（累計）

11 21 21

年度ごとの
到達目標値 16 11 11 38

達成評価
（A/B/C/-）

A （－％）

(実績根拠)
（目標設定）

基本目標 魅力ある産業の活性化と新たなチャレンジへの支援を推進 商工観光課

基本的方向
１.生産性や付加価値の向上を目指す事業者への支援
２.新たなチャレンジへの支援
３.魅力ある各産業を知り、学び、体験する機会の提供

実績値

（実績根拠）　市内立地企業に新たに雇用された市在住者の人数　（毎年4月1日時点）
（目標設定）　第３期香南市産業振興計画
　　　　　　　　　※ 市内立地企業の雇用計画に基づく雇用者数の半分を市在住者と仮定し、その70％を見込んだ数値で設定。

（P) R7年度の取り組み
工業団地の完売等もあり、現在新たな企業を誘致することが難しい現状にあるが、企業誘致のための遊休地調査は継続して
行う。
既存立地企業への育成・支援をより充実させ、本市の経済を支える市内中小企業の雇用の創出を高めることで、経済の活性
化を促進する。

（D) これまで（R7年度末）の取り組み
R7年度は、一定数の企業で事業の拡大が実施され、それに伴う雇用人数の増加が目標を達成できた要因の一つと考えられ
る。
※参考 …  R7年度 外国人在籍数 ３３人

（C) 数値目標達成に向けた課題等
県外への流出・少子高齢化等の影響で、求職者の母数が少なくなっている現状がある。
今後、各企業の生産体制の維持が難しくなってくる可能性が大いに考えられることから、学生・求職者に、より市内での就職
に目を向けてもらう必要がある。

（A) 課題解決等に向けた取り組み
工場見学や合同企業説明会の開催等により、市内立地企業を就職活動の選択肢として認識してもらえるように努めていく。
高知職業能力開発短期大学校、関係機関と連携し、市内立地企業の魅力発信の場を設けるとともに、企業に対しては企業訪
問等で現状把握と要望事項等を伺い、雇用の創出につながるよう努める。

（P) R8年度の取り組み
工業団地の完売等もあり、現在新たな企業を誘致することが難しい現状にあるが、企業誘致のための遊休地調査は継続して
行う。
既存立地企業への育成・支援をより充実させ、新規採用(市内居住)の増加につなげる。

（D) これまでの取り組み

（C) 数値目標達成に向けた課題等

（A) 課題解決等に向けた取り組み

工業

備 考

取り組み実績の
補足や

当事業の課題
を記載

最終年度
達成評価
（A/B/C/-）[5]〈工業〉

新規雇用者数
（人）
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香南市未来戦略 数値目標 及び 具体的な施策における重要業績評価指標（KPI）評価書

数値目標 基準値 最終目標値

R5年度 R7年度 R8年度 R9年度 R9年度（累計）

101.8 100 100

年度ごとの
到達目標値 108 110 112 330

達成評価
（A/B/C/-）

B （－％）

(実績根拠)
（目標設定）

基本目標 魅力ある産業の活性化と新たなチャレンジへの支援を推進 商工観光課

基本的方向
１.生産性や付加価値の向上を目指す事業者への支援
２.新たなチャレンジへの支援
３.魅力ある各産業を知り、学び、体験する機会の提供

実績値 最終年度
達成評価
（A/B/C/-）[６]〈観光〉

観光施設
入込客数
（万人）

観光

備 考

取り組み実績の
補足や

当事業の課題
を記載

（実績根拠）　観光庁の「観光客入込客統計に関する共通基準」に該当する対象施設の入込客数。（暦年 1-12月の合計） 【対象11施設】
①県立のいち動物公園　　 ②月見山こどもの森　 ③ヤ・シィパーク　　 ④絵金蔵 　　　⑤天然色市場　　　　⑥やすらぎ市
⑦あぐりのさと　　　　　　　 ⑧黒潮温泉　　　　　　　⑨創造広場「アクトランド」 　 ⑩土佐カントリークラブ　 ⑪四国自動車博物館
（目標設定）　第３期香南市産業振興計画

（P) R7年度の取り組み
本市の観光情報を各媒体を活用して広く発信し、知名度の向上や観光客の増加につなげていく。
また、観光拠点の形成や広域観光の推進、スポーツツーリズムを推進する。
受入体制の強化のため、満足度の向上を図り、リピーター及び香南市ファンを増加させていくよう取り組む。

（D) これまで（R7年度末）の取り組み
高知ものべがわエリア観光博「ものべすと」と連携した情報発信を行い、観光商品の造成により誘客促進を図った。
また、サイクリングイベント「ものべすと周遊ライド」を初開催し、県内外より135名参加。
三宝山エリアでは誘客・周遊促進につなげるため、R7.12.1 ～  R8.3.25まで303スタンプラリーを実施。
大阪関西万博の開催期間と重複し、伸び悩みもあったが、連続テレビ小説あんぱんの放送終了後も各種誘客イベント等を実
施し、全体としては微増となった。

（C) 数値目標達成に向けた課題等
県外からの誘客やインバウンド対策、見てもらえる情報発信、各種イベント等の周知方法に課題がある。

（A) 課題解決等に向けた取り組み
アフターあんぱんの取り組みとして企画展を実施するとともに高知物部川エリア観光博「ものべすと」をきっかけに増えた
フォロワーに向けて、各種イベント等の情報発信を行い、誘客を図る。
香南市観光協会のSNS投稿からホームページへ誘導するよう、魅力ある投稿を積極的に行う。
物部川DMO協議会を中心に誘客に向けた素材造成を図る。
2028年大河ドラマ「ジョン万」の放送決定に伴い、同時代を生きた人物の洗い出しを行い、香南市への誘客につなげる企画
展等の内容を検討する。

（P) R8年度の取り組み
本市の観光情報を各媒体を活用して広く発信し、知名度の向上や観光客の増加につなげていく。
また、観光拠点の形成や広域観光の推進、スポーツツーリズムを推進する。
受入体制の強化や足度の向上を図り、リピーター及び香南市ファンを増加させていくよう取り組む。
よさこい高知文化祭2026開催に合わせて、関連事業（伝統芸能まつり等）を実施し、誘客を図る。
2028年大河ドラマ「ジョン万」の放送決定に伴い、同時代を生きた人物の洗い出しを行い、香南市への誘客につなげる企画
展等の内容を検討する。

（D) これまでの取り組み

（C) 数値目標達成に向けた課題等

（A) 課題解決等に向けた取り組み
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香南市未来戦略 数値目標 及び 具体的な施策における重要業績評価指標（KPI）評価書

数値目標 基準値 最終目標値

R5年度 R7年度 R8年度 R9年度 R9年度（累計）

8 6 6

年度ごとの
到達目標値 5 5 5 15

達成評価
（A/B/C/-） A （－％）

(実績根拠)
（目標設定）
（事業内容）

R7年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

R8年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

評価・検証
実施時期

（実績根拠） 香南市産業振興計画推進事業費補助金活用件数
（目標設定） 第3期香南市産業振興計画　※R２～５年度実績の平均件数より、R7年度以降の目標値を設定
（事業内容）
香南市産業振興計画を効果的に実行するため、商品企画・開発や農林水産加工及び販路拡大等、生産段階から販売段階までの取り組み及び観光資源を活かした交流人口
の拡大の取り組み等を総合的に支援する。

生産性や付加価値の向上を目指す事業者に、当補助金を活用いただき、魅力ある産業の維持・成長へとつなげていく。

・市HPや観光施設連絡会、産業振興計画各分野別部会にて周知した。
・市内6事業者へ補助金交付決定、商品のリブランディングや機器等導入、市場のニーズに合わせた梱包資材の
　開発等が実施されている。
・ふるさと納税返礼品登録事業者による活用が多く、ふるさと納税返礼品への登録や販路拡大に向けて取り組んでいる。

・ 活用している分野に偏りがみられる（商業・農業分野が主）ことから、他分野でも活用していただけるよう、
　 周知に取り組む。
・ ふるさと納税返礼品登録や販路拡大等の幅広い活用ができることから、申請件数と予算残額の調整、
　 補正予算対応等円滑に事業着手できることが必要。

・産業振興計画各分野目標達成のために、適正に補助金を活用していただく。
・各分野で活用できるよう、制度の周知を継続していく。

生産性や付加価値の向上を目指す事業者に、当補助金を活用いただき、産業振興計画の目指す姿である「地域住民が元気に
いつまでも働くことのできる香南市」、「次代を担う若者が、地域で誇りと希望を持ち、産業の新たな担い手となって活力が
保たれる香南市」に向けて、魅力ある産業の維持・成長へとつなげていく。

基本的方向

最終年度
達成評価
（A/B/C/-）

 ① （共通）
香南市産業振興
計画推進事業費

補助金
活用件数（件）

重要業績
評価指標
（KPI）

担当課名 〈商工観光課〉 令和8年3月末

基本目標 魅力ある産業の活性化と新たなチャレンジへの支援を推進 1

１.生産性や付加価値の向上を目指す事業者への支援

① 新規・拡充等による事業の更なる魅力化に対する支援
② 働き方改革やワークライフバランス、女性が活躍できる環境づくり、SDGs等、職場環境の改善等に対する取り組みへの支援
③ 外国人材を含めた担い手の確保や育成への支援
④ デジタル技術を用いた取り組みの強化（DX化）への支援　等
生産性の向上や付加価値化を高める取り組み等を支援し、魅力ある各産業の維持・成長へとつなげていきます。

重要業績評価指標(KPI)
具体的
な施策

（-） 共通

実績値
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香南市未来戦略 数値目標 及び 具体的な施策における重要業績評価指標（KPI）評価書

数値目標 基準値 最終目標値

R5年度 R7年度 R8年度 R9年度 R9年度（累計）

2 2 2

年度ごとの
到達目標値 2 2 2 6

達成評価
（A/B/C/-） A （－％）

(実績根拠)
（目標設定）
（事業内容）

R7年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

R8年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

評価・検証
実施時期

重要業績評価指標(KPI)

具体的
な施策

（-） 共通

実績値

（実績根拠） 土佐フードビジネスクリエーター（本科コース） のカリキュラムを修了した者の人数
（目標設定） 直近申請者数の平均により設定。
（事業内容）
豊かな高知の食材を広く展開し、地域の食産業の中核を担うことができる人材の育成を目指し、高知県の産学官が連携して生産・加工・流通・販売をトータルにつなげて食
品産業にイノベーションをもたらす、食品ビジネスのプロ人材を育成するプログラム（土佐FBC）の受講を促し、各産業の付加価値の向上を支援する。

高知大学及び近隣市町村との協議を行い、当事業受講者に向けた補助金の要綱改正等を検討し、受講者増へつなげる。

これまで、補助対象が市内在住の個人の受講者のみとなっていたが、R7.9に要綱を改正し、市内に事業所等を有する中小
企業等が従業員を受講させる場合にも補助が受けられるよう補助対象を拡充。
R7年度は、市内企業に務める2名の方が受講を修了され、申請に至っている。

土佐フードビジネスクリエーターでは入門コース、本科コース、イノベーションコースのカリキュラムが設定されており、入門
コースのみの受講生や入門コースを受講したのちに本科コースを受けるといったコースアップをするケースもあることから、
この方々を補助対象とし、支援をするべきかの検討が必要。
また、当事業は県下で定着してきている事業であることから、市として支援を継続し続けるか否かの検討も併せて必要とな
る。
当事業を活用された経済波及効果が当市にどれくらいあるか等の整理をしていく必要もある。

高知大学及び近隣市町村との協議を行い、入門コースの受講者への補助を行うか、また、継続し、支援を続けて以下の整理
を進める。
また、大学側へは、修了された方々のその後の実績や市への波及効果等についてとりまとめを依頼しており、その結果を以
て、整理を進めていく。

R8年度は、引き続き受講者の支援を継続するが、本補助金を活用された方々のその後の状況をもとに当補助金の在り方を
再考する。
※ これまでと同様の受講時支援とするか、受講後に活用できるものに改めるか等の整理を予定

担当課名 〈企画財政課〉 令和8年3月末

重要業績
評価指標
（KPI）

最終年度
達成評価
（A/B/C/-）

② （共通）
土佐フード
ビジネス
クリエイター
修了者数（人）
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香南市未来戦略 数値目標 及び 具体的な施策における重要業績評価指標（KPI）評価書

数値目標 基準値 最終目標値

R5年度 R7年度 R8年度 R9年度 R9年度（最終）

7 51 0

年度ごとの
到達目標値 60 120 180 180

達成評価
（A/B/C/-） B （－％）

(実績根拠)
（目標設定）
（事業内容）

R7年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

R8年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

評価・検証
実施時期

基本目標 魅力ある産業の活性化と新たなチャレンジへの支援を推進 1

１.生産性や付加価値の向上を目指す事業者への支援

① 新規・拡充等による事業の更なる魅力化に対する支援
② 働き方改革やワークライフバランス、女性が活躍できる環境づくり、SDGs等、職場環境の改善等に対する取り組みへの支援
③ 外国人材を含めた担い手の確保や育成への支援
④ デジタル技術を用いた取り組みの強化（DX化）への支援　等
生産性の向上や付加価値化を高める取り組み等を支援し、魅力ある各産業の維持・成長へとつなげていきます。

重要業績評価指標(KPI)
具体的
な施策

（-） 共通

実績値

（実績根拠） 香南市未来人材育成奨学金返還助成事業 交付件数
（目標設定） 第３期香南市産業振興計画
　　　　　　　  一般枠（市外就労）と一般地域枠（市内就労）で区別化する。　一般枠（市外就労）：40人 / 一般地域枠（市内就労）20人
（事業内容）
大学等卒業後、市内に住所を有し、県内に事業所等を有する事業主に雇用され、又は起業する若年者（満40歳未満）を対象に奨学金返
還額の一部を助成することにより、人材の確保と市への定着を図る。

R7年度より、市内に住所を有し市外で就労する若年者においても対象となるよう事業の拡充を行い、人口定着に向けた更
なる取り組みを行う。
広報、市HP、SNS、各企業への訪問等で幅広く周知を行い、奨学金の返還を行っている若年者の助成事業活用を促す。

・香南市未来人材育成奨学金返還助成金交付要綱の改正
・香南市広報4月号掲載　・校長会にて周知
・香南市公式LINEで周知(5月/10月/1月)　・チラシの作成および市役所窓口で配布
・県内の大学・専門学校等で事業案内

・定住を図る取り組みの一つとして、県内の教育機関等への周知を継続して行う必要がある。
・対象となり得る市民への事業周知も継続して行う必要がある。

転居者や転入者に対しチラシを配布する等、少しでも多くの市民に周知できるよう努める。
市のSNS(LINE)も活用し、若い世代への周知をより効率的に行う。
県内の教育機関へ訪問等を行うことによって、今後活用可能性のある学生にも広く周知を図り、香南市の定住者増加につな
げていく。

R7年度より、市内に住所を有し市外で就労する若年者においても対象となるよう事業の拡充を行っており、利用件数の増
につながっている。
今後も、人口定着に向けた取り組みとして、広報、市HP、SNS、各企業への訪問等で幅広く周知を行い、奨学金の返還を
行っている若年者の助成事業活用を促す。

担当課名 〈商工観光課〉 令和8年3月末

重要業績
評価指標
（KPI）

③ （共通）
香南市未来人材
育成奨学金返還
助成事業

交付件数（件）

基本的方向

最終年度
達成評価
（A/B/C/-）

44



香南市未来戦略 数値目標 及び 具体的な施策における重要業績評価指標（KPI）評価書

数値目標 基準値 最終目標値

R5年度 R7年度 R8年度 R9年度 R9年度（累計）

7 9 9

年度ごとの
到達目標値 13

13
→6

13
→6

39
→25

達成評価
（A/B/C/-） B （－％）

(実績根拠)
（目標設定）
（事業内容）

R7年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

R8年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

評価・検証
実施時期

担当課名 〈農林水産課〉 令和8年3月末

重要業績評価指標(KPI)

具体的
な施策

（１） 農林水産業

実績値

（実績根拠） 香南市園芸用ハウス整備事業費補助金 活用件数
（目標設定） 第３期香南市産業振興計画
　　　　　　　 ※R8.4月開催の農林業部会の協議の結果、R8より目標値を13件→6件 （R5～R7の実績３ヵ年平均）に下方修正。
（事業内容）
新規就農者や規模拡大農家に対して園芸用ハウス建設等の助成を行い、生産性の向上を支援する。

JA高知県農協香美地区が園芸農家に賃貸する園芸用ハウスや自然災害の被害を受けたハウスの復旧、また、中古ハウスの
改良費等に必要な経費の一部を県と市が補助し、農業者負担の軽減を図る。
市広報誌への事業内容の掲載やJA高知県香美地区主催の説明会に参加し、事業説明を行う。

重要業績
評価指標
（KPI）

最終年度
達成評価
（A/B/C/-）

④ （農業）
園芸用ハウス
整備事業費
補助金 （件）

流動化区分(新規就農) … 2件 、流動化区分 … 2件、 新規就農区分 … 1件
高度化区分 … 2件 、 災害復旧区分 … 2件

要望どおりに事業申請まで至らない案件が２件発生。
・流動化区分の申請を予定した農業者 ： より良い中古ハウスが見つかり、修繕が必要なくなったこと。
・高度化区分では、新設ハウスを建設予定であった農業者 ： 建設を決めていたほ場が南海トラフ地震の際には浸水する
　危険があり、圃場を考え直したいとのことから申請を取消し。
　JAと連携し、要望を精査するための聞き取りは行っているものの、今後はその精度をより高めていく必要がある。

R8年度も、引き続き事業の活用に向けて、JA高知県農協香美地区や農業振興センターと連携し、周知を行う。
また、ほ場の状況やハウスの修繕箇所等について聞き取りすることで、事業申請に至らないケースを減らす取り組みを行っ
ているが、事業申請までに期間が空いていることから、状況が変わってくることがあり、その際は県と協議し、柔軟な対応を
心がける。
中古ハウスの移設を伴う工事については、事業費が高くなることから、移設を伴う場合には、新設ハウスの提案を行うように
していく。
新規就農者への支援として、無利子の制度資金の活用と併せて新規就農区分によるハウス新設も積極的に案内していく。

JA高知県香美地区が園芸農家に賃貸する園芸用ハウスや自然災害の被害を受けたハウスの復旧、また、中古ハウスの改良
費等に必要な経費の一部を県と市が補助し、農業者負担の軽減を図る。
事業内容の周知は、JA高知県農協香美地区と連携した広報誌等による周知を行っていく。
中東情勢による資材高騰や調達可否の影響が大きいため、R8年度より目標値を下方修正する。
（R8年度：13件　→　6件）
今後も引き続き、活用希望者との情報共有を密にして事業を進めていく。
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香南市未来戦略 数値目標 及び 具体的な施策における重要業績評価指標（KPI）評価書

数値目標 基準値 最終目標値

R5年度 R7年度 R8年度 R9年度 R9年度（累計）

24 27 27

年度ごとの
到達目標値 20 20 20 60

達成評価
（A/B/C/-） A （－％）

(実績根拠)
（目標設定）
（事業内容）

R7年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

R8年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

評価・検証
実施時期

基本目標 魅力ある産業の活性化と新たなチャレンジへの支援を推進 1

１.生産性や付加価値の向上を目指す事業者への支援

① 新規・拡充等による事業の更なる魅力化に対する支援
② 働き方改革やワークライフバランス、女性が活躍できる環境づくり、SDGs等、職場環境の改善等に対する取り組みへの支援
③ 外国人材を含めた担い手の確保や育成への支援
④ デジタル技術を用いた取り組みの強化（DX化）への支援　等
生産性の向上や付加価値化を高める取り組み等を支援し、魅力ある各産業の維持・成長へとつなげていきます。

重要業績評価指標(KPI)

具体的
な施策

（１） 農林水産業

実績値

（実績根拠） 香南市園芸用ハウス等リノベーション事業費補助金 活用件数
（目標設定） 第３期香南市産業振興計画
             　※ R2～R5(第２期産業振興計画実績)の平均である「19」を上回る目標「２０」をR7年度以降に設定。
（事業内容）
厳しい状況下にある生産者の経営安定と産地の維持・発展に向け、既存ハウスの長寿命化・高度化による生産基盤の強化及び環境測定
装置の導入等によるIoPクラウド「SAWACHI」を核としたデータ駆動型農業の推進を図る。

JA及び市場等を通じて要望を取りまとめ、環境測定装置や炭酸ガス発生装置等の機器導入を行った施設園芸農家に対し、
国及び県の補助金に市が上乗せをし、データ駆動型農業の推進を後押しする。

27施設 （42機）
環境測定装置 … 11機、日射比例潅水装置 … 3機 、自動開閉装置 … 9機 、カーテン資材 … 8機、
ファインバブル発生装置 … 2機、炭酸ガス発生装置 … １機 、止水シート … ２機、被覆資材 … ６機

R7年度はハウス内部施設又は露地圃場の省力化・高度化につながる環境制御装置の導入機器数が34機に対して、ハウス本
体の補強及び被覆資材等の高度化に要する資材の導入が8件。
昨年度以上の要望があり、当初から予定していた申請者については着実に事業化につなげられたが、一方で、R7年度から
県と市の補助金が一本化されたことで、4月の一次申請のタイミングで県の予算上限に達し、事業の追加要望ができない状
況が生じた。
※本市からの当初要望は全て採択済。

R8年度もすでに要望を県に提出済であり、事業量は見込みが立っている状況。
R8年度からは削除されたメニューや別補助金に切り離されたものがあるため、農家の要望に適切に対応できるよう内容を
整理し案内していく。

JA及び市場等を通じて要望を取りまとめ、環境測定装置や炭酸ガス発生装置等の機器導入を行った施設園芸農家に対し、
国及び県の補助金に市が上乗せをし、データ駆動型農業の推進を後押しする。

担当課名 〈農林水産課〉 令和8年3月末

重要業績
評価指標
（KPI）

基本的方向

最終年度
達成評価
（A/B/C/-）

⑤ （農業）
園芸用ハウス等
リノベーション
補助金

活用事業（件）
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香南市未来戦略 数値目標 及び 具体的な施策における重要業績評価指標（KPI）評価書

数値目標 基準値 最終目標値

R5年度 R7年度 R8年度 R9年度 R9年度（累計）

0 0 0

年度ごとの
到達目標値 1 1 1 3

達成評価
（A/B/C/-） C （－％）

(実績根拠)
（目標設定）
（事業内容）

R7年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

R8年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

評価・検証
実施時期

重要業績評価指標(KPI)

具体的
な施策

（１） 農林水産業

実績値

（実績根拠） 香南市沿岸漁業設備投資促進事業費補助金 活用件数
（目標設定） 第３期香南市産業振興計画
（事業内容）
広域浜プランの策定及び関連施策の連携について(平成28年1月20日付け27水港第2627号農林水産事務次官依命通知)に規定す
る浜の活力再生広域プランを策定する広域水産業再生委員会に参画する漁業者が行う「生産性の向上及び省力化及び省コスト化」を図
るために必要な漁業用機器等の導入に要する経費を支援する。

省力化や省コスト化につながるデジタル機器の導入を支援する。

最終年度
達成評価
（A/B/C/-）⑥（水産業）

沿岸漁業設備
投資促進事業
件数（件）

高知県燃油等高騰緊急対策設備投資支援事業費補助金において、ソナーや魚群探知機等の省力化や省コスト化につながる
デジタル機器の案内を周知。

漁業者の高齢化や担い手不足により、新たな設備投資を行いにくい状況である。

高知県と連携し高知県漁業協同組合を通じて幅広い漁業者に省力化及び省コスト化につながるデジタル機器の導入費用に
対する補助金を周知する。

県等の有利な補助金を漁業者に周知し、省力化や省コスト化につながるデジタル機器の導入を支援し生産性の向上を図る。

担当課名 〈農林水産課〉 令和8年3月末

重要業績
評価指標
（KPI）
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香南市未来戦略 数値目標 及び 具体的な施策における重要業績評価指標（KPI）評価書

数値目標 基準値 最終目標値

R5年度 R7年度 R8年度 R9年度 R9年度（累計）

- 5 5

年度ごとの
到達目標値 7 7 7 21

達成評価
（A/B/C/-） B （－％）

(実績根拠)
（目標設定）
（事業内容）

R7年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

R8年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

評価・検証
実施時期

数値目標 基準値 最終目標値

R5年度 R7年度 R8年度 R9年度 R9年度（最終）

14 16 16

年度ごとの
到達目標値 15 15 15 15

達成評価
（A/B/C/-） A （－％）

(実績根拠)
（目標設定）
（事業内容）

R7年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

R8年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

評価・検証
実施時期

基本目標 魅力ある産業の活性化と新たなチャレンジへの支援を推進 1

１.生産性や付加価値の向上を目指す事業者への支援

① 新規・拡充等による事業の更なる魅力化に対する支援
② 働き方改革やワークライフバランス、女性が活躍できる環境づくり、SDGs等、職場環境の改善等に対する取り組みへの支援
③ 外国人材を含めた担い手の確保や育成への支援
④ デジタル技術を用いた取り組みの強化（DX化）への支援　等
生産性の向上や付加価値化を高める取り組み等を支援し、魅力ある各産業の維持・成長へとつなげていきます。

重要業績評価指標(KPI)
具体的
な施策

（２） 商工業

実績値

基本的方向

最終年度
達成評価
（A/B/C/-）⑦（商工業・観光）

デジタル技術活用
促進事業費補助金
活用件数（件）

重要業績評価指標(KPI)

具体的
な施策

（３） 観光

実績値

（実績根拠） 観光客受入研修参加事業者数
（目標設定） 第３期香南市産業振興計画
（事業内容）
増加している外国人観光客の文化理解を深めることやターゲット層としているファミリー層、障がい者等、多様なニーズに対応できる人
材を育成し、満足度の向上とリピーターの増加を図るため、研修を実施する。

物部川DMO協議会や香南市観光協会と連携し、観光施設連絡会等で関連事業者へ周知し、事業推進を図る。

最終年度
達成評価
（A/B/C/-）

⑧（観光）
観光客受入研修
の参加事業者数

（者）

「ユニバーサルツーリズム」をテーマにヤ・シィパークで開催。　16者 21人が参加。
障がい者への理解と観光面で役立つ情報の講義後、車イス体験を実施。

参加事業者の増加に向けて、各事業者が参加しやすい時期での開催や研修内容を検討する必要がある。

3市観光協会と連携した周知を行う。
また、意見等を基に課題解決や実践での活用につながるよう、次年度の研修内容を検討する。

物部川DMO協議会や香南市観光協会と連携し、観光施設連絡会等で関連事業者へ周知し、事業推進を図る。

担当課名 〈商工観光課〉 令和8年3月末

重要業績
評価指標
（KPI）

担当課名 〈商工観光課〉 令和8年3月末

（実績根拠） 香南市デジタル技術活用促進事業費補助金 活用件数　（R7年度より新設）
（目標設定） 第３期香南市産業振興計画
（事業内容）
デジタル化の促進と物価高騰の影響を受けている中小企業等を支援するため、県の「デジタル技術活用促進事業費補助金(一般枠・デジ
タル化加速枠)」の採択を受けた市内事業者等を対象に、香南市独自支援として、　補助対象経費の一部について補助し、生産性の向上
に資するITツールの導入やインフラの整備等を支援する。

商工会をはじめとして、市内金融機関等とも連携し、 事業者訪問時等に事業説明を行い、活用の促進を図る。
※市広報・市HPによる情報発信も実施。

・香南市デジタル技術活用促進事業費補助金の新設 ⇒ 活用件数：5件
※県補助金の採択件数：5件
・市HPでの情報発信、高知県産業振興センターにおける周知

県補助金の制度内容変更に伴い、県補助金への上乗せという形ではなく、市独自の補助金に変更する必要がある。

デジタル化の促進と物価高騰の影響を受けている中小企業等の支援策として、市単補助金を新設し、市内事業者のデジタル
化支援を継続して行っていく。

商工会をはじめとして、市内金融機関等とも連携し、 事業者訪問時等に事業説明を行い、活用の促進を図る。
※市広報・市HPによる情報発信も実施。

重要業績
評価指標
（KPI）
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香南市未来戦略 数値目標 及び 具体的な施策における重要業績評価指標（KPI）評価書

事業名
一覧

R7年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

R8年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

評価・検証
実施時期

基本目標 魅力ある産業の活性化と新たなチャレンジへの支援を推進 紐づく事業総括

１.生産性や付加価値の向上を目指す事業者への支援　（農林水産業）
① 新規・拡充等による事業の更なる魅力化に対する支援
② 働き方改革やワークライフバランス、女性が活躍できる環境づくり、SDGs等、職場環境の改善等に対する取り組みへの支援
③ 外国人材を含めた担い手の確保や育成への支援
④ デジタル技術を用いた取り組みの強化（DX化）への支援　等
生産性の向上や付加価値化を高める取り組み等を支援し、魅力ある各産業の維持・成長へとつなげていきます。

◇地域計画の策定　　　　◇耕作条件改善事業　　　◇中山間地域等直接支払事業　◇多面的機能直接支払事業
◇有害鳥獣被害対策実施事業　　　◇有害獣被害防止事業　　◇森林境界明確化事業　 　◇各間伐事業
◇農産物のブランド化の推進（ミカン）　　◇農産物の販売力の推進（ニラ）
◇水産機能施設の整備事業　　　 ◇デジタル機器導入事業　等

（農業）
地域計画はR6年度で全18地区の計画を策定する。
日本型直接支払制度活用の既存組織内における対象面積増加に向け、少しでも構成員の増加を図るよう、組織の代表者や
事務担当者に対して直接呼びかけを行う。
報告されていない潜在的な鳥獣被害もあり、農業被害以外での生活環境被害の相談も多いことから、引き続き住民からの
被害情報や目撃情報等を香南地区猟友会や香我美狩猟クラブと共有して連携を図る。
（水産業）
漁船レーダーのデジタル化等により、操業効率化を図る。
また、住吉漁港では、区画漁業権を取得し、桝網漁業を新たに行うことで、安定的な漁獲量及び生産額の向上につなげる。

（農林業）
地域計画は全地区を策定済。それぞれの地区の特性や農業者の意向に沿った形で耕作条件改善事業等をはじめとする基盤
整備事業の実施検討や中山間・多面直払事業や有害鳥獣被害対策事業による農地維持等の活動の推進を行った。
併せて、ニラやミカンといった特産品はJAと連携を図り、系統出荷の推進を行っている。
また、森林所有者への意向調査から森林境界明確化事業、各種間伐事業と一連の取り組みとして森林組合と連携を図り、事
業を進めている。
（水産業）
県補助金の周知を行っている。また、桝網漁業については引き続き協議中である。

（農林業）
農業者の高齢化等により地域での活動組織の継続が困難になっており、生産性の向上を図るための基盤でもある農地維持
が課題。
(水産業)
担い手不足により、新たな設備投資や漁業を行いにくい状況がある。

基本的方向

（農林業）
活動組織の維持、拡大を図るため、より一層の補助事業の周知を行い、組織設立の相談がある地域へは事業説明に出向く等
設立のサポートを行っていく。
また、ニラやミカンといった本市を代表する特産品については、JAとの連携により、産地のPRを含めブランド力の強化を
図っていく。
（水産業）
担い手対策により、設備投資や桝網漁業につなげていく。

（農林業）
R6 年度に策定した地域計画を随時ブラッシュアップしていき、地域で農地を守っていく体制の確立を目指す。
日本型直接支払制度活用の既存組織内における対象面積増加に向け、少しでも構成員の増加を図るよう、組織の代表者や
事務担当者に対して直接呼びかけを行う。
報告されていない潜在的な有害鳥獣被害もあり、農業被害以外での生活環境被害の相談も多いことから、引き続き住民か
らの被害情報や目撃情報等を香南地区猟友会や香我美狩猟クラブと共有して連携を図る。
森林所有者に対する意向調査から森林境界明確化事業、各種間伐までを一体的な取り組みとし、森林組合等と連携を図るこ
とで適切な森林環境の保全を進めていく。
（水産業）
漁船レーダー等のデジタル機器の導入により、操業効率化を図る。
また、住吉漁港では、区画漁業権を取得し、桝網漁業を新たに行うことで、安定的な漁獲量及び生産額の向上につなげる。

担当課名 〈農林水産課 等〉 令和8年3月末

農林水産業
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香南市未来戦略 数値目標 及び 具体的な施策における重要業績評価指標（KPI）評価書

事業名
一覧

R7年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

R8年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

評価・検証
実施時期

基本目標 魅力ある産業の活性化と新たなチャレンジへの支援を推進 紐づく事業総括

１.生産性や付加価値の向上を目指す事業者への支援　（商工業）
① 新規・拡充等による事業の更なる魅力向上に対する支援
② 働き方改革やワークライフバランス、女性が活躍できる環境づくり、SDGs等、職場環境の改善等に対する取り組みへの支援
③ 外国人材を含めた担い手の確保や育成への支援
④ デジタル技術を用いた取り組みの強化（DX化）への支援　等
生産性の向上や付加価値化を高める取り組み等を支援し、魅力ある各産業の維持・成長へとつなげていきます。

◇中心市街地の振興　◇商談会の開催　◇各種セミナーの開催　　◇合同企業説明会の開催
◇デジタル技術活用促進事業　　　◇地場産品販売促進事業　　　◇先端設備等導入支援事業 等

（商業）
デジタル化推進に取り組む事業者の支援を行うとともに、香南市中心市街地活性化計画に基づいた事業等に取り組むこと
で、各事業者の付加価値を高めていく。
（工業）
立地に関する補助金の交付や産業用地となり得る遊休地の把握に努め、企業誘致の促進につなげていくとともに、企業説明
会や面接会を開催し、一人でも多くの地元雇用につなげていく。
また、各種支援事業を継続して行うとともに、企業訪問等により市内事業者の課題等を今後もしっかりと把握し、市内経済の
活力再生につながる新たな支援策の具現化に努め、既存企業の育成・支援につなげていく。
合同企業説明会等を開催し、市内企業の魅力発信や雇用支援につなげていく。

（商業）
・香南市デジタル技術活用促進事業費補助金の新設　　・ふるさと応援寄附金事業への取り組み
・香南市中心市街地活性化計画に基づく事業の実施 （市内外における「マルシェこうなん」の開催）
（工業）
・商談会、合同企業説明会の開催　・先端設備等導入計画の認定、先端設備導入支援事業費補助金の交付

デジタル技術活用促進事業費補助金は、県補助金の制度内容変更に伴い、県補助金への上乗せという形ではなく、市独自の
補助金に変更する必要がある。
また、安定した雇用創出及び万全な生産体制の確保のため、各事業者や企業の現状等について把握し、必要となる支援体制
の検討が必要。

ふるさと応援寄附金事業等を通して、市内事業者のPRに努めるほか、デジタル化に取り組む事業者への補助制度を含めた
各種支援策の周知を継続して行いながら、事業者の付加価値向上につながる取り組みを進めていく。
また、企業訪問等を通した現状や要望事項の把握に努めるとともに、合同企業説明会の開催等により市内企業の認知度向上
を図り、雇用確保につなげる。
なお、R7年度末をもって「香南市中心市街地活性化計画」は終了となったものの、今後も市内事業者の取り組みと適宜連携
を図り、地域商業の活性化につながるよう努めていく。

（商業）
デジタル化に取り組む事業者への補助制度を含めた各種支援策の周知を継続して行うとともに、ふるさと応援寄附金事業
等を通した市内事業者のPRに努めることで、事業者の付加価値向上につながる取り組みを進めていく。
また、R7年度末をもって「香南市中心市街地活性化計画」は終了となったものの、今後も市内事業者の取り組みと適宜連携
を図り、地域商業の活性化につながるよう努めていく。
（工業）
立地に関する補助金の交付や産業用地となり得る遊休地の把握に努め、企業誘致の促進につなげていくとともに、企業説明
会や面接会を開催し、一人でも多くの地元雇用につなげていく。
また、各種支援事業を継続して行うとともに、企業訪問等により市内事業者の課題等を今後もしっかりと把握し、市内経済の
活力再生につながる新たな支援策の具現化に努め、既存企業の育成・支援につなげていく。
合同企業説明会等を開催し、市内企業の魅力発信や雇用支援につなげていく。

商工業

基本的方向

担当課名 〈商工観光課 等〉 令和8年3月末
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香南市未来戦略 数値目標 及び 具体的な施策における重要業績評価指標（KPI）評価書

事業名
一覧

R7年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

R8年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

評価・検証
実施時期

① 新規・拡充等による事業の更なる魅力向上に対する支援
② 働き方改革やワークライフバランス、女性が活躍できる環境づくり、SDGs等、職場環境の改善等に対する取り組みへの支援
③ 外国人材を含めた担い手の確保や育成への支援
④ デジタル技術を用いた取り組みの強化（DX化）への支援　等
生産性の向上や付加価値化を高める取り組み等を支援し、魅力ある各産業の維持・成長へとつなげていきます。

◇新たな観光拠点の形成　◇旅行商品の造成　◇イベントの開催　◇魅力発信
◇物部川エリア観光連携事業　◇ヤ・シィパークを核とする地域の活性化 　 ◇スポーツや体験観光等の推進　等

R7.4 月から近隣の市（香美市・南国市）をゆかりの地として放映が予定されているNHKの連続テレビ小説「あんぱん」に紐
づく取り組みを強化し、当市における観光振興につなげていく。
観光協会のHP のアクセス数の向上に向けて、今後も各地で開催されるイベント情報等をわかりやすく迅速に掲載していく。
「あんぱん」に関する観光商品の充足、周遊プランの造成を強化する。
商談会等にも参加し、旅行会社へのセールスを行い、物部川エリアの知名度向上や国内外からの誘客を図る。
各観光施設等、事業者間が連携した企画を実施し、市の魅力発信や集客数拡大を図る。

高知ものべがわエリア観光博「ものべすと」に合わせて、補助金を活用した集客につながるイベントが企画された。（6件）
また、各種商談会へ参加し、誘客促進を図った。
タイムリーな情報発信に努め、HPへのアクセス数を伸ばした。

県外からの誘客や情報発信の負担が課題。

モニターツアーの実施や内容のブラッシュアップを行うとともに継続的な情報発信を行う。

観光協会のHP のアクセス数の向上に向けて、今後も各地で開催されるイベント情報等をわかりやすく迅速に掲載していく。
R7年度で浸透した「ものべすと」を引き続き活用し、既存観光商品のブラッシュアップや観光商品の充足、周遊プランの造成
を図り、当市における観光振興につなげていく。
商談会等にも参加し、旅行会社へのセールスを行い、物部川エリアの知名度向上や国内外からの誘客を図る。
各観光施設等、事業者間が連携した企画を実施し、市の魅力発信や集客数拡大を図る。

観光

基本的方向

担当課名 〈商工観光課〉 令和8年3月末

基本目標 魅力ある産業の活性化と新たなチャレンジへの支援を推進 紐づく事業総括

１.生産性や付加価値の向上を目指す事業者への支援　（観光）
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香南市未来戦略 数値目標 及び 具体的な施策における重要業績評価指標（KPI）評価書

数値目標 基準値 最終目標値

R5年度 R7年度 R8年度 R9年度 R9年度（累計）

0 0 0

年度ごとの
到達目標値 1 1 1 3

達成評価
（A/B/C/-） C （－％）

(実績根拠)
（目標設定）
（事業内容）

R7年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

R8年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

評価・検証
実施時期

数値目標 基準値 最終目標値

R5年度 R7年度 R8年度 R9年度 R9年度（累計）

0 1 1

年度ごとの
到達目標値 1 1 1 3

達成評価
（A/B/C/-） A （－％）

(実績根拠)
（目標設定）
（事業内容）

R7年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

R8年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

評価・検証
実施時期

基本目標 魅力ある産業の活性化と新たなチャレンジへの支援を推進 2

２.新たなチャレンジへの支援

新規就農や事業承継等を含めた起業等、新たなチャレンジに対する支援を行い、本市の各産業が将来にわたり成長し続ける「好循環」につな
げていく。

重要業績評価指標(KPI)

具体的
な施策

（１） 農林水産業

実績値

（実績根拠） 新規就農者総合対策事業（就農準備資金）  の活用件数
（目標設定） 第３期香南市産業振興計画
（事業内容） 新規就農者の確保及び育成に向けた支援（初期費用の負担軽減等）を図る。

次世代を担う農業者になることを志向し、就農に有効であると認める研修を実施する研修機関（農業大学校等）において研
修を受ける者に対し補助金を交付し、支援する。

新規採択者…０人　※R6年度からR7年度にかけて本事業を活用し研修を実施した者…１名
新規就農相談への対応件数は40件（県外就農相談会含む）。
就農意欲や農業に対する考えなど十分に聞き取りを行い、補助事業の対象にもなる長期研修の受講を促し、就農後の持続可
能な経営まで見据えた相談対応を行っている。

関係機関が連携し、新規就農希望者への相談対応を行っており、R6.4月からR7.8月まで制度を利用し研修を行い、R7.８
月11日に就農した継続採択者がいる。
現状、具体的な要件を確認した上で研修の受入先を探している相談者はいないが、相談者が多いニラをはじめ受入可能な
指導農業士等が不足していることが課題。

日頃の窓口での相談対応に加え、県外での就農相談会などにも引き続き出展を予定。
県内外での相談およびPRの機会を積極的に活用し、意欲ある就農希望者を着実に研修につなげられるよう関係機関とも連
携を図っていく。

次世代を担う農業者になることを志向し、就農に有効であると認める研修を実施する研修機関（農業大学校等）において研
修を受ける者に対し補助金を交付し、支援する。

担当課名 〈農林水産課〉 令和8年3月末

重要業績評価指標(KPI)

具体的
な施策

（１） 農林水産業

実績値

（実績根拠） 一般社団法人 高知県漁業就業支援センター公表の新規漁業就業者
（目標設定） 第３期香南市産業振興計画・第２次香南市振興計画
（事業内容）
漁業生産量の維持及び増大並びに優秀な担い手の確保及び育成を図るため、漁業就業者の積極的な掘り起こしをはじめ、技術習得に向
けた研修等の実施、就業後のフォローアップまでを一貫して支援することを目的として、一般社団法人高知県漁業就業支援センターが行
う事業に対し、支援を図る。

自営漁業者育成事業、漁家子弟支援事業、雇用型漁業支援事業の活用や県内外のフェア等に参加し市内水産業を広く周知する。

高知県漁業就業支援センターにおいて、県内外のフェアの開催、参加し担い手の確保に取り組んでいる。

香南市の漁業形態（シイラ及びイワシシラス）は1人での操業が厳しい状況であり、「雇用型」「漁家子弟」での担い手確保を目
指す。

R8.1月から1名の支援を開始した。
今後も(一社)高知県漁業就業支援センターとの連携により就業希望者へ広く周知していく。

一般社団法人高知県漁業就業支援センターのHPや県内外のフェア等に参加し、漁家子弟支援事業、雇用型漁業支援事業の活用に
おいて市内水産業を広く周知する。

担当課名 〈農林水産課〉 令和8年3月末

重要業績
評価指標
（KPI）

重要業績
評価指標
（KPI）

基本的方向

最終年度
達成評価
（A/B/C/-）

① （農業）
新規就農者
総合対策事業
（就農準備資金）
活用件数（件）

最終年度
達成評価
（A/B/C/-）

②（水産業）

新規漁業
就業者数（人）
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香南市未来戦略 数値目標 及び 具体的な施策における重要業績評価指標（KPI）評価書

数値目標 基準値 最終目標値

R5年度 R7年度 R8年度 R9年度 R9年度（累計）

11 4 4

年度ごとの
到達目標値 8 8 8 24

達成評価
（A/B/C/-） C （－％）

(実績根拠)
（目標設定）
（事業内容）

R7年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

R8年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

評価・検証
実施時期

基本目標 魅力ある産業の活性化と新たなチャレンジへの支援を推進 2

２.新たなチャレンジへの支援

新規就農や事業承継等を含めた起業等、新たなチャレンジに対する支援を行い、本市の各産業が将来にわたり成長し続ける「好循環」につなげていく。
基本的方向

重要業績評価指標(KPI)

具体的
な施策

（２） 商工業・観光

実績値

（実績根拠） 香南市内の新規創業件数
（目標設定） 第３期香南市産業振興計画・香南市中心市街地活性化計画・第２次香南市振興計画
（事業内容）
空き店舗等対策事業費補助金や創業支援利子補給金といった支援策の活用を推進しながら、関係機関とも連携して新規創業の拡大を
図る。

商工会等の関係機関とも連携して、各支援策の紹介を行う等、創業希望者に対する適切なサポートを行うことで、市内での
新規創業促進につなげる。　　※ R7年度は、「特定創業支援等事業計画」の更新を行い、認定者数の増加も目指す。

・市HPでの特定創業支援等事業計画に関する情報発信
・特定創業支援等事業計画の変更申請　　・計画に基づく認定件数 7件

新規創業者は4名だが、特定創業支援等事業計画に基づく認定は7件。
計画に基づく認定が小規模持続化補助金(創業型)の申請要件になったため、認定件数を伸ばすことができているが、今後
も、創業の相談があった際の紹介等を通して、制度の周知に努めていく必要がある。

創業者にとって、創業時に必要な「経営・財務(税務)・人材育成(労働)・販路開拓(取引)」に関する基礎等を習得し、持続可能
な経営を行っていくための1つのツールとして、創業希望者へ商工会の個別相談および土佐MBAの周知を図っていく。
R８年度より創業支援等事業計画に基づく特定創業支援等事業証明書の発行を受けた事業者に対し、空き店舗等対策事業
費補助金の補助率を上げる等の連携をしていく。

最終年度
達成評価
（A/B/C/-）

③
（商工業・観光）
新規創業
件数（件）

重要業績
評価指標
（KPI）

香南市商工会等と連携し、創業時の経営計画策定や手順等について支援を行い、創業につなげていく。
また、各支援策の紹介を行い、創業希望者に対する適切なサポートを行うことで、市内での新規創業促進につなげる。

担当課名 〈商工観光課〉 令和8年3月末
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香南市未来戦略 数値目標 及び 具体的な施策における重要業績評価指標（KPI）評価書

数値目標 基準値 最終目標値

R5年度 R7年度 R8年度 R9年度 R9年度（累計）

9 2 2

年度ごとの
到達目標値 7 7 7 21

達成評価
（A/B/C/-） C （－％）

(実績根拠)
（目標設定）
（事業内容）

R7年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

R8年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

評価・検証
実施時期

重要業績評価指標(KPI)

具体的
な施策

（２） 商工業・観光

実績値

（実績根拠） 香南市内の事業承継件数
（目標設定） 第３期香南市産業振興計画・香南市中心市街地活性化計画・第２次香南市振興計画
　　　　　　　　R5年度の目標値は6件であったが、実績は9件であった。
　　　　　　　　R5年度以前より事業承継に向けて取り組んでこられた結果がR5年度に実を結んだ形である。
　　　　　　　　R7年度からの目標値は、それまでの6件よりも1件増の7件に設定。
（事業内容）
事業承継の促進等により地域商業を維持し、既存事業者が持続的に発展できるよう取り組む。

中山間地域での承継を支援する補助制度新設も含め、関係機関と連携した事業承継者（譲渡・譲受側）への適切なサポート体
制の確立を図ることで、市内事業者の望まない廃業の抑制を図る。

・事業承継等推進事業費補助金の新設
・事業承継・引継ぎ支援センター等に関する情報を市広報誌に掲載(7月)
・事業承継・引継ぎ支援センターへの相談件数(香南市分)：15件

事業承継について、市へ直接相談に来られるケースはほとんどない状況が続いている。
香南市内の事業者の事業承継・引継ぎ支援センターへの相談はあるものの、補助金の利用が現時点ではないため、補助金の
周知等に努めていく必要がある。

今後も継続して、事業承継に関する情報を市広報誌等を活用して発信することで、事業承継の取り組みに対する意識向上を
図っていく。
また、R７年度に新設した補助金の周知等も含め、事業承継の推進に向けた効果的な取り組み内容を、商工会や事業承継・引
継ぎ支援センターとも連携しながら検討していく。

中山間地域での承継を支援する補助制度の周知も含め、関係機関と連携した事業承継者（譲渡・譲受側）への適切なサポート
体制の確立を図ることで、市内事業者の望まない廃業の抑制を図る。

最終年度
達成評価
（A/B/C/-）

担当課名 〈商工観光課〉 令和8年3月末

重要業績
評価指標
（KPI）

④
（商工業・観光）

事業承継件数
（件）
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香南市未来戦略 数値目標 及び 具体的な施策における重要業績評価指標（KPI）評価書

数値目標 基準値 最終目標値

R5年度 R7年度 R8年度 R9年度 R9年度（累計）

3 1 1

年度ごとの
到達目標値 3 3 3 9

達成評価
（A/B/C/-） C （－％）

(実績根拠)
（目標設定）
（事業内容）

R7年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

R8年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

評価・検証
実施時期

基本目標 魅力ある産業の活性化と新たなチャレンジへの支援を推進 2

２.新たなチャレンジへの支援

新規就農や事業承継等を含めた起業等、新たなチャレンジに対する支援を行い、本市の各産業が将来にわたり成長し続ける「好循環」につなげていく。

重要業績評価指標(KPI)
具体的
な施策

（２） 商工業・観光

実績値

（実績根拠） 香南市空き店舗等対策事業費補助金 利用件数
（目標設定） 第３期香南市産業振興計画・香南市中心市街地活性化計画・第２次香南市振興計画
（事業内容）空き店舗の活用も見据えた新規創業等を推進することで、地域商業の活性化を図る。

市内不動産会社とも連携した空き店舗物件の情報発信に努めるとともに、創業相談があった際の施策紹介、市HPを通じた
広報等を通して、活用の促進を図る。

・市HP等による情報発信　・市HPおよびこうち創業Villageへの空き店舗情報掲載（市内不動産会社等と連携）
・市内金融機関への補助事業説明　・商工会とも連携した創業希望者への事業説明

R6年度と比較すると、創業に係る支援策の問い合わせおよび補助金の活用件数は下回っている。
原因として、紹介できる空き物件数の増加につなげられておらず、創業者ごとに異なるニーズに合う物件が少ないことが考
えられる。
そのため、空き店舗情報の集約に努めていく必要がある。

今後も、支援策の周知に努めるとともに、市商工会等と連携し、創業時の経営計画策定や手順等について支援を行い、空き
店舗を活用した創業につなげていく。
創業者ごとに求める物件が異なるため、空き物件情報の充実を図るために、商工会が実施する「地域商業実態調査」を基に
活用見込みのある物件を把握し、市HPの空き店舗情報の集約にも努める。
併せて、創業支援等事業計画に基づく認定を受けた事業者に対し、補助率を上げる等の連携をしていく。

市内不動産会社とも連携した空き店舗物件の情報発信に努めるとともに、創業相談があった際の施策紹介、市HPを通じた
広報等を通して、活用の促進を図る。

担当課名 〈商工観光課〉 令和8年3月末

重要業績
評価指標
（KPI）

基本的方向

最終年度
達成評価
（A/B/C/-）

⑤
（商工業・観光）

空き店舗等対策
事業費補助金
利用件数（件）
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香南市未来戦略 数値目標 及び 具体的な施策における重要業績評価指標（KPI）評価書

事業名
一覧

R7年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

R8年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

評価・検証
実施時期

事業名
一覧

R7年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

R8年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

評価・検証
実施時期

基本目標 魅力ある産業の活性化と新たなチャレンジへの支援を推進 紐づく事業総括

担当課名 〈農林水産課 等〉 令和8年3月末

基本目標 魅力ある産業の活性化と新たなチャレンジへの支援を推進 紐づく事業総括

２.新たなチャレンジへの支援　（商工業・観光）

２.新たなチャレンジへの支援　（農林水産業）

新規就農や事業承継等を含めた起業等、新たなチャレンジに対する支援を行い、本市の各産業が将来にわたり成長し続ける「好循環」につなげていく。

◇新規就農者農地確保等支援事業　◇新規就農者経営発展支援事業　◇雇用就農資金　◇農業後継者推進事業
◇自営漁業者育成事業　　　　　　　   ◇漁家子弟支援事業　◇雇用型漁業支援事業 　等

（農業）
新規就農者数の確保は、当市の耕作放棄地の拡大を抑制する効果に加え、当市の農業を維持・発展させるために必要不可欠。
今後も農業振興センターやJA等の関係機関と連携を図り、農業に関する各フェーズの相談や対応・支援を図るとともに、新・農業
人フェア等に参加し、新規就農を検討している方々に向けて当市の各事業の紹介や環境を知っていただき、選んでいただけるよう
に努め、香南市の農業に携わる方々の安定した生活へとつなげていく。
担い手確保に向け、就農準備段階から就農後までサポートを行い、地域で暮らし、稼げる農業の確立に取り組む。
（水産業）
担い手の確保に向けて、「雇用型」の在り方について関係者と協議を図り、安定した雇用の可能性を整理し、新たに漁業に従事され
る方の確保につなげていくことで、香南市の水産業維持を図る。

（農業）
就農相談件数は32件。
加えて、新・農業人フェア等県外の相談会に出展を行い、当市での就農に向けたPRを実施。相談内容に応じて補助事業の活用を
進める等新規就農につなげる取り組みを実施した。
また、前年までに研修を実施する等して就農した新規就農者に対しても、活用できる補助事業を案内しながらフォローアップを
行っている。
（水産業）
（一社）高知県漁業就業支援センターにおいて、県内外のフェアの開催、参加し担い手の確保に取り組んでいる。

（農業）
相談者それぞれで多種多様な実情や就農に対する考えを持っており、相談数に対して補助事業の活用に至るケースが少ない。
初期投資が大きく、知識や技術の習得に期間を要する農業分野では、補助事業の活用ができなければ、就農に結び付きにくいの
が課題。
（水産業）
香南市の漁業形態（シイラ及びイワシシラス）は1人での操業が厳しい状況であり、「雇用型」「漁家子弟」での担い手確保を目指す。

（農業）
引き続き、農業振興センターやＪＡと連携を図り、各機関の担当者も交えて専門的な知見も踏まえた就農相談への対応としていく。
また、県外の就農相談会等を活用し本市のPRを行っていくことでU・Iターンによる新規就農者の確保にも注力していく。
（水産業）
R8.1月から1名支援開始。今後も(一社)高知県漁業就業支援センターとの連携により就業希望者へ広く周知していく。

（農業）
新規就農者数の確保は、当市の耕作放棄地の拡大を抑制する効果に加え、当市の農業を維持にするために必要不可欠な人材。
今後も農業振興センターやJA等の関係機関と連携を図り、農業に関する各フェーズの相談や対応・支援を図るとともに、新・農業
人フェア等に参加し、新規就農を検討している方々に向けて当市の各事業の紹介や環境を知っていただき、選んでいただけるよう
に努め、香南市の農業に携わる方々の安定した生活へとつなげていく。
担い手確保に向け、就農準備段階から就農後までサポートを行い、地域で暮らし、稼げる農業の確立に取り組む。
（水産業）
担い手の確保に向けて、一般社団法人高知県漁業就業支援センターのHPやフェア等へ参加により「漁家子弟支援事業」・「雇用型
支援事業」のPRを行い、新たな漁業従事者の確保につなげ水産業維持を図る。

新規創業や事業承継等を含めた起業等、新たなチャレンジに対する支援を行い、本市の各産業が将来にわたり成長し続ける「好循環」につなげていく。

◇空き店舗を活用した新規事務系企業の誘致 ◇空き店舗等対策事業 ◇創業支援利子補給金　 等

各種支援等の活用推進等、関係機関と連携した適切なサポートに努め、新規創業や事業承継の推進を目指すとともに、空き
店舗の活用推進を図ることで、地域の活性化へとつなげていく。

・市HP等による情報発信　・市内金融機関を対象とした各種支援策の説明会開催
・市内立地事務系企業の人員募集にかかる広報支援

事業者やニーズに合う空き物件が少ないことが、実績につながっていない一つの要因になっていると考えられる。
地方へのオフィス開設を見送る企業も多くなってきており、誘致の取り組みに関して再検討が必要。

適宜関係機関とも連携しながら各種支援策の広報に努めるほか、市内空き店舗情報の集約を行うことで、新規創業や地方進
出を検討されている事業者や企業等に対して紹介できる物件の充実を図っていく。
企業誘致に関しては、首都圏企業の動向等も注視しながら、今後の取り組み展開の再検討を行っていく。

適宜関係機関とも連携しながら各種支援策の広報に努めるほか、新規創業や地方進出を検討されている事業者や企業等に
対して紹介できる物件の充実を図るために商工会が実施する「地域商業実態調査」をも基に活用見込みのある物件を把握
し、市HPの空き店舗情報の集約にも努める。

農林水産業

商工業
観光

基本的方向

基本的方向

担当課名 〈商工観光課 等〉 令和8年3月末
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香南市未来戦略 数値目標 及び 具体的な施策における重要業績評価指標（KPI）評価書

数値目標 基準値 最終目標値

R5年度 R7年度 R8年度 R9年度 R9年度（累計）

76 45 45

年度ごとの
到達目標値 42 45 45 132

達成評価
（A/B/C/-） A （－％）

①-2 [シイラ] 24 19 19

年度ごとの
到達目標値 18 20 20 58

達成評価
（A/B/C/-） A （－％）

(実績根拠)
（目標設定）
（事業内容）

R7年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

R8年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

評価・検証
実施時期

基本目標 魅力ある産業の活性化と新たなチャレンジへの支援を推進 3

3.魅力ある各産業を知り、学び・体験する機会の提供

次代を担う子どもやその保護者、関係者等に本市の魅力ある産業の内容を知り、学び、体験する機会を提供し、みらいの人材の育成へとつなげていく。

重要業績評価指標(KPI)

具体的
な施策

（１） 農林水産業

実績値

（実績根拠） こうなん給食センターへの納品回数
（目標設定） 第3期香南市産業振興計画 ・ 第２次香南市振興計画
　　　　　　　　※R6年度途中より「こうなん給食センター」のみの稼働となったことから、目標値はR5年度より低く設定。
（事業内容）
学校給食の献立に市内産のかちりじゃこ及びシイラを使用することで、地産地消の推進や食育を推進する。

市内水産物（かちりじゃこ、シイラ）の給食センターへの納入継続。
R5年度に作成した食育をメインとした映像等で市内漁業の紹介ができる教材を使用し、PR活動を行う。

作成した映像等を学校で自由に教材として使用してもらうことで、香南市で水揚げされいる水産物に興味をもってもらう。
学校では、社会科副読本のコンテンツのため、使用実績回数等については不明。

シイラについて食数が多く、使用する当日に解凍済の状態での納品が望ましいが、現在は解凍済での納入が難しいこと、ま
た、献立において栄養面や他メニューとの兼ね合いに等により、納入回数が限られる。

こうなん給食センターの統合により食数が増加し、解凍済の納品が難しいが、県漁協手結支所と協議し、引き続き納入回数
の増加を目指す。

最終年度
達成評価
（A/B/C/-）

①-1
（水産業）

学校給食への
納入回数（回）
[かちりじゃこ]

市内水産物（かちりじゃこ、シイラ）の給食センターへの納入継続。
R5年度に作成した食育をメインとした映像等で市内漁業の紹介ができる教材を使用し、PR活動を行う。
シイラについて、解凍済の納入方法など給食センターと協議し回数の増加を図る。

担当課名 〈農林水産課〉 令和8年3月末

重要業績
評価指標
（KPI）

基本的方向
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香南市未来戦略 数値目標 及び 具体的な施策における重要業績評価指標（KPI）評価書

数値目標 基準値 最終目標値

R5年度 R7年度 R8年度 R9年度 R9年度（累計）

29 16 16

年度ごとの
到達目標値 30 30 30 90

達成評価
（A/B/C/-） C （－％）

(実績根拠)
（目標設定）
（事業内容）

R7年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

R8年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

評価・検証
実施時期

重要業績評価指標(KPI)

具体的
な施策

（２） 商工業・観光

実績値

（実績根拠） ものづくり教育推進事業　参加者数
（目標設定） 第３期香南市産業振興計画
（事業内容）
市内小学生（4年生以上）を対象に工場見学を開催し、香南市の企業の魅力発信及び周知を図る。

次世代を担う市在住の児童生徒に対し、工場見学を開催し、地元企業との接点を設けることで、香南市の企業の魅力発信及
び周知を図る。※ 毎年夏休みの開催を予定。

8月７日（木）に工場見学ツアー実施
行先　：　YAMAKIN株式会社・丸三産業株式会社　　　　　　参加人数　：　16人

上限30名の募集に対し、参加者が16名であった要因として、各学校への案内チラシ配布とSNSでの広報は行ったものの、
長期間に渡っての案内が不足していたこと等が考えられる。
また、申請時期に既に家族旅行等の予定を立てており参加を見送った児童もいたため、案内の時期も併せて検討する必要
がある。

R８年度は、市の広報（紙媒体・SNS）を最大限駆使することと、事業案内の機会を増やし、より広い範囲で案内を網羅するた
めに、関係課とも連携した事業広報に努めていく。
また、工場見学だけでなく、ものづくり体験を取り入れることで、小学生に楽しんでもらいながらものづくりを行う企業の魅
力を感じてもらう。

次世代を担う市在住の小学生に対し、工場見学に加えてものづくり体験を実施する。ものづくりを楽しんでもらうことで市内
のものづくり企業の魅力を感じてもらうとともに、地元企業との接点を設けることで、市内企業の周知を図る。
※ 毎年夏休みの開催を予定。

最終年度
達成評価
（A/B/C/-）

担当課名 〈商工観光課〉 令和8年3月末

重要業績
評価指標
（KPI）

② （工業）
ものづくり教育
推進事業

参加者数（人）
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香南市未来戦略 数値目標 及び 具体的な施策における重要業績評価指標（KPI）評価書

数値目標 基準値 最終目標値

R5年度 R7年度 R8年度 R9年度 R9年度（最終）

2 3 3

年度ごとの
到達目標値 3 3 3 3

達成評価
（A/B/C/-） A （－％）

(実績根拠)
（目標設定）
（事業内容）

R7年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

R8年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

評価・検証
実施時期

基本目標 魅力ある産業の活性化と新たなチャレンジへの支援を推進 3

3.魅力ある各産業を知り、学び・体験する機会の提供

次代を担う子どもやその保護者、関係者等に本市の魅力ある産業の内容を知り、学び、体験する機会を提供し、みらいの人材の育成へとつなげていく。

具体的
な施策

（２） 商工業・観光

実績値

（実績根拠） 合同企業説明会 開催回数
（目標設定） 第３期香南市産業振興計画
（事業内容）
県主催、市主催（城山高校2年生を対象）、共催（高知職業能力開発短期大学校）で合同企業説明会を実施し、人材確保及び若者の地元定
住を図る。

合同企業説明会を開催することで高知県内・香南市内に立地する企業の魅力を紹介し、円滑な人材確保及び
若者の地元定住を図る。
①高知県主催・香南市共催
　・ JOBフェア　　　　: 例年9月頃に応募のあった学生・求職者を対象に実施。　※ 新採・中途双方参加可能。
②香南市主催
　・ 城山高校説明会 ： 例年2月に城山高校2年生を対象に、市内に立地されている製造業等の企業による
　　 説明会を開催。
③高知職業能力開発短期大学校主催
　・ 合同企業説明会 　※R7年度より取り組みを開始。
　 　2月頃に、高知職業能力開発短期大学校1年生や四国職業能力開発大学校に進学された学生を対象に実施予定。

R7.9月 ： 県主催・市共催で、のいちふれあいセンターにて、合同企業説明会を実施
R8.2月 ： 城山高校の2年生を対象として、合同企業説明会を開催
R8.2月 ： 高知職業能力開発短期大学校での合同説明会を開催

幅広く参加者を募るために、開催時期についても検討が必要。
例）　夏休みの時期や土日等に実施することで学生の参加者を増やす等

R８年度も引き続き企業説明会を3回実施していく。
就職先の選択肢の一つとして市内企業を知ってもらえるよう、企業に参加の呼びかけを行っていく。
学生の参加者を増やしていけるよう、次年度の高知県合同企業説明会に向けて、県や市内学校等とも連携して開催時期等の
検討を行っていく。

合同企業説明会を開催することで高知県内・香南市内に立地する企業の魅力を紹介し、円滑な人材確保及び若者の地元定
住を図る。
①高知県主催・香南市共催
　・ JOBフェア　　　　: 例年9月頃に応募のあった学生・求職者を対象に実施。　※ 新採・中途双方参加可能
②香南市主催
　・ 城山高校説明会 ： 例年2月に城山高校2年生を対象に、市内に立地されている製造業等の企業による説明会を開催。
③高知職業能力開発短期大学校主催
　・ 合同企業説明会 　※R7年度より取り組みを開始。
　 　2月頃に、高知職業能力開発短期大学校1年生や四国職業能力開発大学校に進学された学生を対象に実施を予定。

基本的方向

最終年度
達成評価
（A/B/C/-）③（工業）

合同企業
説明会

開催数（回）

担当課名 〈商工観光課〉 令和8年3月末

重要業績
評価指標
（KPI）
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香南市未来戦略 数値目標 及び 具体的な施策における重要業績評価指標（KPI）評価書

事業名
一覧

R7年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

R8年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

評価・検証
実施時期

基本目標 魅力ある産業の活性化と新たなチャレンジへの支援を推進 紐づく事業総括

担当課名 〈農林水産課 等〉 令和8年3月末

基本的方向

農林水産業

3.魅力ある各産業を知り、学び・体験する機会の提供　（農林水産業）

次代を担う子どもやその保護者、関係者等に本市の魅力ある産業の内容を知り、学び、体験する機会を提供し、みらいの人材の育成へとつなげていく。

◇保・幼・小・中での食育授業　◇保・幼・小・中での森林体験学習　◇水産業教材の授業での活用 等

（農業）　JA高知県香美地区と連携し、田植え・稲刈り体験等を通じた「農業を知っていただく機会」を推進する。
（林業）
①木育イベントの開催　　②保・幼・小・中学校での森林体験学習の実施　　③市主催以外の木育・林業関連のイベントの周知
④香南市の森からの贈り物事業・・・香南ケーブルテレビと連携し、木のおもちゃを贈呈された赤ちゃんを対象に番組
　 （木育Baby） の定期的な放送。（香南ケーブルテレビ協力）
⑤市内保育所・幼稚園に香南市材木製おもちゃの贈呈
⑥高知県協働の森づくり事業による連携
（水産業）
R5年度に作成した小学生を対象にした水産業教材（DVD）を香南市内の各小学校に貸出し、地元水産物の消費や食育に寄
与する。高知県漁業協同組合との連携による魚の三枚おろし体験等を市内小中学校で実施する。

（農林業）
小学校への出前授業やピーマンの収穫体験を実施。
林業では、保幼小への森林体験学習や木育事業をはじめ上記の当初プランにある各種事業を、希望者や各施設のニーズに
沿って実施している。
（水産業）
小学校3年生で地元水産業、4年生では県内水産業について学んでいるため、主に3・4年生で活用している。

（農林業）
農業体験については、受入農家の負担や夏場の猛暑等もあり、年々実施が困難になってきている。
林業においては、森林環境譲与税を活用して事業を推進してきたが、活用条件が限定される等、全てのニーズに対応できな
いことも出てきている。
（水産業）
イワシシラスの釜揚げ体験については、好不漁に左右されるため、予定した日に漁があるか不明なことがある。

（農林業）
農家との調整を行い、可能な限り体験学習の場を設けるとともに、出前授業等で、地域の農業を知ってもらう機会も作って
いく。
また、森林環境譲与税について、全国の事例等を踏まえて効果的な活用につなげ、木育事業等で木材や森林を身近に感じら
れる機会の提供を行っていく。
（水産業）
水産業教材DVDは漁獲量等の見直しを行う予定である。
また、県漁業と連携し魚の釜揚げ体験及び三枚おろし体験を実施する予定。

（農業）　JA高知県香美地区や各種団体と連携し、田植え・稲刈り体験等を通じた「農業を知る・体験する機会」を推進する。
（林業）
①木育イベントの開催　②保・幼・小・中学校での森林体験学習の実施　　③市主催以外の木育・林業関連のイベントの周知
④香南市の森からの贈り物事業・・・香南ケーブルテレビと連携し、木のおもちゃを贈呈された赤ちゃんを対象に
　 番組（木育Baby）の定期的な放送。（香南ケーブルテレビ協力）
⑤市内保育所・幼稚園に香南市材木製おもちゃの贈呈、⑥高知県協働の森づくり事業による連携
（水産業）
R5年度に作成した小学生を対象にした水産業教材（DVD）を香南市内各小学校に貸出し、地元水産物の消費や食育に寄
与。
健康対策課と連携し親子料理教室において地元水産物の捌き体験を計画。
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香南市未来戦略 数値目標 及び 具体的な施策における重要業績評価指標（KPI）評価書

事業名
一覧

R7年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

R8年度
（P）当初プラン

（D）取り組み内容

（C）課題等

（A）今後の取り組み

評価・検証
実施時期

物部川DMO協議会が主催する「ものべお仕事体験博」を推進し、本市の魅力ある産業の内容を知り、学び、体験する機会を
提供する。
高知ものべがわエリア観光博「ものべすと」をきっかけにつながった企業に協力を依頼していく。
SNSでの情報発信により物部川エリア内外への広報に努め、ターゲットである子育てファミリー層に向けた商品造成を図る。

基本目標 魅力ある産業の活性化と新たなチャレンジへの支援を推進 紐づく事業総括

3.魅力ある各産業を知り、学び・体験する機会の提供　（商工業・観光）
基本的方向

商工業
観光

担当課名 〈商工観光課 等〉 令和8年3月末

次代を担う子どもやその保護者、関係者等に本市の魅力ある産業の内容を知り、学び、体験する機会を提供し、みらいの人材の育成へとつなげていく。

◇子ども等を対象としたイベントやお祭り等の開催 等

物部川DMO協議会が主催する「ものべおしごと体験博」を推進し、本市の魅力ある産業の内容を知り、学び、体験する機会
を提供する。

「ものべすと親子体験博2025」として7/29 ～ 8/27に、10体験プログラムを実施。
56組119人が参加した。

広報や企業とのつながり、観光面が課題。参加者の満足度は高い。

ものべお仕事体験博としてR8年度も実施予定。
SNSでの情報発信により物部川エリア内外への広報に努め、ターゲットである子育てファミリー層に向けた商品造
成を図り、参加者増を目指す。
高知ものべがわエリア観光博「ものべすと」をきっかけにつながった企業に協力を依頼していく。
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